


承　認 照　合 製　図 縮尺
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機械設備図

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

－01A

20

21

22

23

24

A

A

A

A

－

－

－

－

25

27

28

26

建築図

機械設備図

撤去　展開図（１）

撤去　展開図（２）

撤去　展開図（３）

撤去　展開図（４）

改修　展開図（１）

改修　展開図（２）

改修　展開図（３）

改修　展開図（４）

特記仕様書　１

特記仕様書　２

特記仕様書　３

特記仕様書　４

特記仕様書　５

特記仕様書　６

配置図兼仮設計画図

仕上表

特記仕様書　１

特記仕様書　２

特記仕様書　３

特記仕様書　４

特記仕様書　５

特記仕様書　６

配置図兼仮設計画図

仕上表
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０１ 電気設備　特記仕様書１

電気設備　特記仕様書２

撤去・電灯設備図（１）

撤去・電灯設備図（２）

撤去・電灯設備図（３）

器具リスト

改修・電灯設備図（１）

改修・電灯設備図（２）
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０３

０４
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０６

０１ 電気設備　特記仕様書１

電気設備　特記仕様書２

撤去・電灯設備図（１）

撤去・電灯設備図（２）

器具リスト

改修・電灯設備図（１）

－

－

－

－

－

－

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

－

－

－

－

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０２

０３

０４

０５

０６

０７

０８

０９

１０

０１ 特記仕様書１

特記仕様書２
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１階　平面図

２階　平面図

３階　平面図

１階　平面図

２階　平面図

３階　平面図

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立井戸堂小学校 天理市立柳本小学校

19棟 1～3階 平面詳細図 (撤去･改修)

20棟 1階 平面詳細図    (撤去)

20棟 1階 平面詳細図    (改修)

20棟 2～3階 平面詳細図 (撤去･改修)

改修　建具リスト（１）

改修　建具リスト（２）

天井伏図

部分詳細図（１）

部分詳細図（２）

部分詳細図（３）

撤去　建具リスト

１９棟 校舎棟１,２,３階便所 (改修)

１９棟 １,２,３階便所 (現況、撤去)

衛生器具リスト　　   （現況、徹去）

２０棟 １階便所       (現況、撤去)

２０棟 ２.３階便所    (現況、撤去)

平面図（１）

平面図（２）

平面図（３）

平面図（４）

撤去　展開図（1）

撤去　展開図（2）

改修　展開図（1）

改修　展開図（2）

撤去　展開図（3）

撤去　展開図（4）

撤去　展開図（5）

撤去　建具リスト

改修　展開図（3）

改修　展開図（4）

改修　建具リスト

天井伏図

A－29

A－30

部分詳細図（1）

部分詳細図（2）

部分詳細図（3）

－Ｅ ０７ 改修・電灯設備図（２）

－Ｅ ０８ 非常呼出し押し平面図

特記仕様書１

特記仕様書２

１２棟 １.２.３階便所 (現況、撤去)

１２棟 １.２.３階便所 (改修)

衛生器具リスト        (現況、徹去)

６-１棟 １.２.３階便所(現況、撤去)

衛生器具、機器リスト  (改修)

６-１棟 １.２.３階便所(改修)

衛生器具、機器リスト        (改修)

２０棟 １階便所             (改修)

２０棟 西側２.３階便所      (改修)

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

日誠建設株式会社



（３）特記事項に記載の［　］内表示記号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

３．工事種目

２．建物概要

１．工事場所

Ⅱ．建築改修工事仕様

Ⅰ．工事概要

・合板張り（厚さ　※9.0　・　　　　）

※Ｃ種

・Ａ種

[2.3.2][表2.3.1]

・行う

片面への塗装

シート張り

材質種別

仮設間仕切りの種別

　※木製扉、合板張り程度　・　

[2.3.2]仮設扉の種別

・県内処分場にて処理する。（安定５品目）　　半径（　  　）km.以内

・建築及び設備工事監督･検査事務処理様式集　　　 奈良県県土マネジメント部

・県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携　　奈良県県土マネジメント部

工事実績情報の登録

（安定5品目：がれき類、ｶﾞﾗｽくず及び陶磁器くず、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず類、ｺﾞﾑくず）

適 用 基 準 等１

特　　　記　　　事　　　項項　　　目章

※適用する [1.1.4]

３

２

発生材の処理等

・再生資源化を図るもの

・再生資源化を図るもの（県内処理）

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　）

　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・現場において再利用を図るもの

[1.3.12]

[1.6.2]

建具改修工事（・サッシ施工　・ガラス施工　　）

耐震改修工事（・鉄筋　・型枠　・とび　　　　）

塗装改修工事（・塗装　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　・タイル張り　　　　　　　　　）

　　　　　　　・内装仕上げ施工（鋼製下地）

　　　　　　　・表装　・左官　・建築大工

　　　　　　　・樹脂接着剤注入施工　　　　　）

・全て　・　

９

防水改修工事（・防水施工　・左官　・建築板金）

外壁改修工事（・左官　・ﾀｲﾙ張り　・塗装

・　　　

・全て　・　

・全て

・全て　・　

技能検定の職種 作業の種別

内装改修工事（・内装仕上げ施工(床、天井仕上げ等)　

・全て　・　

・全て

・　　

技 能 士

る場合は、監督員の承諾を受ける。

※現場説明書による　　・　　

※適用する

[1.5.2]

[1.5.2]

[1.3.3]

[1.3.5]

８ 施 工 調 査 施工数量調査

　調査範囲　・図示　・　

　調査方法　・図示　・　

製造所の指定する工法とする。

　改修標準仕様書、標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料７ 特別な材料の工法

※トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないものを使用する。

※アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が少ないものを使用する。

※ＶＯＣ発生量の少ないものを使用する。

※ホルムアルデヒド放散等級Ｆ☆☆☆☆の規格に適合するものを使用する。

名簿（最新版）」による。

４

５ 施 工 条 件

６ 建 築 材 料 等 　本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合には、設計

図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。但し、同等のものとす

電気保安技術者

　なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官

房官庁庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価

[1.5.3]既存部分の破壊を行った場合の補修方法

　・図示　・　

　相当額を支払うこと。

　　なお、県内の最終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税

　　関係法令に従い構外排出適切処理とし、産業廃棄物管理票（マニフェスト）

※産業廃棄物の処理

　を提出する。

※再生資源利用［促進］計画(実施)書を提出する。

（建設副産物対策近畿地方連絡協議会）

　・金属類　　・小型二次電池

・蛍光ランプ、ＨＩＤランプ　　・硬質ポリ塩化ビニル管、継手　　・ガラス

・ひ素、カドミウム含有石膏ボード

処理に注意を要する建設廃棄物

　・ＣＯＡ処理木材

３ ・設ける

　　位置　・既存建物内の一部を使用する

　　　　　・構内に新設する

[2.4.1]

仕上の程度

　　　　　　　　　　　　　　仕　　　　　様 部　　　位

 　　床 　・合板張り又はビニル床シート張り　　・ 

 内壁・天井　・合板張り又は石膏ボード張り＋塗装　・ 

 屋　　　根　・塗装溶融亜鉛メッキ鋼板塗り又は鉄板張り＋塗装

　・　

監督職員事務所

　　　　　　　規模　・10㎡程度　・20㎡程度　・30㎡程度　・　　㎡程度

４

備品等

[2.4.1]監督職員事務所の ※設ける（種類及び数量は、監督員の指示による）　・設けない

降雨等に対する養生１

方法（とい共） ・　

[3.1.3][3.8.3]※改修標準仕様書3.1.3(e)による

　Ｐ０Ｘ工法の場合)

２ 改修用ドレン ・設ける(Ｐ０ＡＳ，Ｐ０ＡＳＩ，Ｐ０Ｄ，Ｐ０ＤＩ，Ｐ０Ｓ，Ｐ０ＳＩ，

[3.2.5]

　Ｓ３Ｓ，Ｓ３ＳＩ，Ｍ４Ｓ，Ｍ４ＳＩ，Ｐ０Ｘ，Ｌ４Ｘ工法の場合)

脱気装置３ [3.3.3][3.4.3] [3.5.3] [3.6.3]

Ｍ３ＡＳＩ，Ｍ４ＡＳＩ，Ｐ０ＡＳＩ，Ｐ０Ｓ，Ｐ０ＳＩ，Ｓ４Ｓ，Ｓ４ＳＩ，

　　種類及び設置数量　※ルーフィング類製造所の指定するもの

・設ける（Ｍ３Ｄ，Ｐ０Ｄ，Ｐ０ＤＩ，Ｍ３ＤＩ，Ｍ４ＤＩ，Ｍ３ＡＳ，Ｐ０ＡＳ，

既存下地の補修箇所 [3.2.6]

　 ・　　

　・設ける

　・除去する

Ｐ１Ｅ工法、Ｐ２Ｅ工法の保護層 [3.3.3]

[3.2.6]

　・有り　　種類（　　　　　　　　　　　　　　）

　使用量（　　　　　　　　　　　　　）

[3.3.3]Ｍ４ＤＩ工法の仕上げ塗料塗り

Ｍ４Ｃ工法、Ｍ３Ｄ工法、Ｐ０Ｄ工法、Ｐ０ＤＩ工法、Ｍ３ＤＩ工法、

５

  防水改修工法の種類

　屋根露出防水

　密着工法

改質アスファルト

シート防水

防水層の種別

 ・Ｍ4ＡＳ工法

　・ＡＳ－Ｔ2

　防水層の種別

　・ＡＳ－Ｔ1 　・ＡＳ－Ｊ2

　屋根露出防水

　絶縁工法

 ・Ｍ3ＡＳ工法

 ・Ｐ0ＡＳ工法 　・ＡＳ－Ｔ4

　・ＡＳ－Ｔ3 　・ＡＳ－Ｊ1

　・ＡＳ－Ｊ3

　絶縁断熱工法

　屋根露出防水

 ・Ｐ0ＡＳＩ工法

 ・Ｍ4ＡＳＩ工法

 ・Ｍ3ＡＳＩ工法 　・ＡＳＩ－Ｔ1

　・ＡＳＩ－Ｊ1

　備考

 屋根露出防水

 屋根保護防水

　防水改修工法の種類

４ [表3.1.1][3.3.3][表3.3.3～表3.3.10]アスファルト防水

 ・Ｍ4Ｃ工法

 ・Ｐ2Ａ工法

 ・Ｐ2ＡＩ工法

 ・Ｐ1Ｂ工法

 ・Ｐ1ＢＩ工法 ・Ｔ1ＢＩ工法

新規防水層の種別

 ・ＡＩ－1 ※ＡＩ－2

 ・ＢＩ－1 ※ＢＩ－2　

 ・Ｂ－1　 ※Ｂ－2

断熱材（屋根露出防水断熱工法）

　厚さ（㎜）　・　

[3.3.2]

[3.3.2]

断熱材（屋根保護防水断熱工法）

　※アルミニウム製、Ｌ－30×15×2.0程度　・　

押さえ金物の材質、形状寸法 [3.3.2]

[3.3.2]

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ及び改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種別及び厚さ

　　　　　又はJIS A 9511のA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板3種b（ｽｷﾝあり）

　材質　※JIS A 9521による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き）

　厚さ（㎜）　・　

立上がり部の保護の方法 [3.3.2、3.3.3][3.3.5][表3.3.3～表3.3.10]

　スランプ（㎝）　 　　※15又は18　・　

　設計基準強度（Ｎ/㎜2）　※18　・　

絶縁シートに使用する材料 [3.3.2]

　・乾式保護材

　・コンクリート押え

　・れんが押え（れんがの種類　※JIS R 1250　　・　　　　　　　　）

　・モルタル押え（屋内等）

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上

保護コンクリート

　厚さ　※改修標準仕様書3.3.5(d)(2)による

[3.3.2][3.3.5]

　・フラットヤーンクロス（70ｇ/㎡程度）

（屋根保護防水密着工法及び屋根保護防水絶縁工法の場合）

（屋根保護防水密着断熱工法及び屋根保護防水絶縁断熱工法の場合）

　　　　・　

 屋内防水

 絶縁断熱工法

 屋根露出防水

 ・Ｍ4ＤＩ工法

 ・Ｐ0ＤＩ工法 ・Ｍ3ＤＩ工法

 ・Ｐ1Ｅ工法　 ・Ｐ2Ｅ工法  ・Ｅ－１　 ※Ｅ－2

 ・ＤＩ－1 ※ＤＩ－2

 ・Ｍ3Ｄ工法　 ・Ｐ0Ｄ工法  ・Ｄ－１  ※Ｄ－2

 ・Ｃ－１  ※Ｃ－2

・ＡＩ－3

・ＢＩ－3

・Ｂ－3

 ・Ｃ－３  ・Ｃ－4

 ・Ｄ－３  ・Ｄ－４

 ・Ａ－1　 ※Ａ－2 ・Ａ－3

　　　　　・　

　　　　　・　

・　

　　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事

　準仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

１．共通仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

　　　(　)内表示記号は標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

既存部分おける既存家具等の養生

　※ビニルシート等による　・　

　・行う（図示）

[2.3.1]

[2.3.1]

固定された備品、机、ﾛｯｶｰ等の移動

既存部分の養生 養生方法 [2.3.1]

既存ブラインド，カーテン等の養生方法及び保管場所等

　・　

[2.3.1]

２

[2.2.1][表2.2.1]

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり

中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業

により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、

（厚生労働省　平成21年4月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」

※足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

[2.2.1]

　　　　　　　　　　　　・朝顔養生　・　

防護シートによる養生　　・養生シート（防炎1類）　・防音シート

材料、撤去材等の運搬方法

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

[2.2.1]

外部足場

　※きゃたつ、足場板等　・　

足場その他 内部足場１

[2.2.1]

　　　　・施工箇所面にくさび緊結式足場を設ける。

　　　　・仮設ゴンドラを使用する。

　　　　・移動式足場を使用する。

　　　　・施工箇所面に単管本足場を設ける。

　種類　※施工箇所面に枠組足場を設ける。

 ２）建築基準法施行第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

 ４）旧JASのFco規格品

アスベスト含有建材

 ３）旧JISのEo規格品

 １）JIS及びJASのF☆☆☆規格品

ホルムアルデヒドの放散量が「第三種」に該当する材料とは以下のものとする。

 ２）建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

 ３）下記表示のあるJAS規格品

 １）JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品 [1.4.1]

ａ.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｆ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｄ.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｃ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｂ.接着剤等不使用

環境への配慮

設 計 Ｇ Ｌ ・図示　・　

施工図

　・　

設備工事との取合い

　・図示した壁、天井仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

　・自動閉鎖装置取付の箇所の切り込み及び補強

　・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　・図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

施工範囲

・作成基準による・作業基準による

 監督員指示による

 　　同上

・カラーサービス判

・１・ﾓﾉｸﾛｰﾑキャビネ判

・０  ・１  ・２・カラーパネル半切

・０  ・10  ・20・カラースライド

・カラーキャビネ判

・０  ・６  ・９

　　　同上

[1.2.4]
※工事写真　奈良県県土マネジメント部監修　工事写真の撮影マニュアルによる。

・完成写真撮影業者（完成写真撮影場所は監督員の指示による）

・完成写真として、全紙パネルを　　部提出する。

工事写真・完成写真

　・監督員の承諾する撮影業者。

※完成時

※工事中

※着工前

　　　（ただし、上記写真は、アルバム製本とする。）

　部数　　撮影枚数　　分類・規格　区分 　備考

・着工前及び施工完了時に室内空気中の濃度測定を行い報告する。

※施工完了時に室内空気中の濃度測定を行い報告する。

測定箇所数

測定対象室

[1.6.9]

　環境測定の判定指針値は次による。（室温２５℃に換算すること。）

　下にすること。

スチレン：0.05 ppm   パラジクロロベンゼン：0.04 ppm

トルエン：0.07 ppm   キシレン：0.20 ppm

ホルムアルデヒド：0.08 ppm   エチルベンゼン：0.88 ppm

※室内空気中の化学物質については、「学校環境衛生の基準」に基づく濃度以化学物質の濃度測定10

・工事写真、各種承諾図、保証書等　

・完成図ＣＡＤデータ（ＣＤ－Ｒ等）

完成時の提出図書

・　・保全に関する資料（提出部数　１部　・　　部）

・施工図、施工計画書

・完成図（施工図、施工計画書を除く） [1.8.1][1.8.2]

　・改修標準仕様書表1.8.1による

　　２原図訂正可）し、糊張製本図面　　部提出する。

　※請負者に於いて設計図に基づき全ての図面を完成図として作成（設計図第

完成図の作成方法、原図のサイズ [1.8.2][表1.8.1]完 成 図

・行う中間技術検査

・基礎・地中梁配筋完了時

・鉄骨建方完了時

・中間階床版配筋完了時

［1.7.2］

・屋上床版配筋完了時

・天井下地工事完了時

・その他見え隠れとなる重要部分の工事完了時

・行わない

 ※非露出複層防水層Ｒ種

 ・　

 ・　

 ※露出単層防水用Ｒ種

 種別  厚さ(mm)

 ・部分粘着層付改質

　 アスファルトルーフィング

 　ルーフィングシート

 ・改質アスファルト

（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）　機械的固定工法

　　・適用する

[3.5.4]一般部のルーフィングシートの張付け

　※発泡ポリエチレンシート　　・ルーフィングシート製造所仕様による

[3.5.2]絶縁用シートの材質

　使用量（　　　　　　　　　　　　　）

　・有り　　種類（　　　　　　　　　　　　　　）

[3.5.3]

保護コンクリート（屋内防水で平場に使用する場合）

　厚さ　・　

[3.5.4]

[3.1.4][表3.1.2]シーリング シーリング改修工法の種類

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

シーリング材の種類、施工箇所

８

[3.1.4][3.7.2][4.2.2][表3.7.1]

　※被接着体に応じたものとし、改修標準仕様書表3.7.1を標準とする

　・種類（　　　　　　　　）　　施工箇所(　　　　　　　　　）

ブリッジ工法 [3.7.7]

シーリング材の目地寸法

　箇所

 その他の場合

[3.7.3]

 ガラス回りの目地

　ボンドブレーカー張り　　・適用する

　エッジング材張り　　・適用する

接着性試験 [3.7.8]

　※簡易接着性試験

　・引張接着性試験（部位　　　　　　　）

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地､ひび割れ誘発目地 　※20以上　・　

　※ 5以上　・　

　※10以上　・　

　幅(㎜) 　深さ(㎜)

　※10以上　・　

　※ 5以上　・　

　※10以上　・　

・Ｘ－１　　　※Ｘ－２　

※Ｘ－１　　　・Ｘ－２

※Ｙ－２　　　・　

新規防水層の種別

　・Ｐ２Ｙ工法

　・Ｐ１Ｙ工法

　・Ｌ４Ｘ工法

　・Ｐ０Ｘ工法

[3.2.6]

　・除去する

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（Ｌ４Ｘ工法の場合）

７ [表3.1.1][3.6.3][表3.6.1][表3.6.2]

防水改修工法の種類

塗膜防水

　使用量（　　　　　　　　　　　　　）

　・有り　　種類（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｐ０Ｘ工法、Ｌ4Ｘ工法の仕上げ塗料塗り [3.6.3]

　※行う（施工箇所　※改修標準仕様書表3.8.4による　・　　　　　　　）

とい９ [3.8.2][表3.8.1]

[3.8.3]

　※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタル充填

（モルタルの調合は、容積比でセメント１：砂３）

ルーフドレンの取付け

[3.8.3]縦どいの受け金物の取付け

鋼管製といの防露 [3.8.2][表3.8.4]

　備考

　保護層

・設ける　・設けない

といその他の材種等　　・図示（図面番号　　　　　 ）

材質

断熱材（屋根露出防水絶縁断熱工法）

　厚さ（mm）　・　

改質アスファルトシート（JIS A 6013)

[3.4.2]

[3.4.2]

※JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に

　適合するもの又はJIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種1号若しくは

　2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

防湿層(屋根露出防水絶縁断熱工法)　　・設置する

　厚さ（mm）　・　

[3.4.3][表3.4.3]

ＡＳ-Ｔ３工法、ＡＳ-Ｔ４工法、ＡＳ-Ｊ１工法、ＡＳ-Ｊ３工法、ＡＳＩ-Ｔ１工法、

ＡＳＩ-Ｊ１工法の仕上げ塗料塗りの仕上げ塗料塗り

　使用量（　　　　　　　　　　　　　）

　・有り　　種類（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｐ0Ｓ工法及びＰ0ＳＩ工法(機械的固定工法)の既存保護防水層を撤去し、

防水層を非撤去とした立ち上がり部等の補修、措置 [3.2.6]

断熱材（ＳＩ工法）

６

　※改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)とする

　・　

フィングシート防水

合成高分子系ルー

　・Ｐ1Ｓ工法 　・Ｓ-Ｃ1

　施工箇所

[表3.1.1] [3.5.3] [表3.5.1～表3.5.3]

　・Ｍ4ＳＩ工法

　・Ｓ3ＳＩ工法

　・Ｍ4Ｓ工法

　・Ｓ3Ｓ工法

　・Ｐ0Ｓ工法

防水改修工法の種類 　新規防水層の種別

防水層の種別

　・Ｓ4Ｓ工法

　・Ｓ4ＳＩ工法

　・Ｐ0ＳＩ工法

　・Ｓ-Ｆ2  　・Ｓ-Ｍ2

　・Ｓ-Ｆ1 　 ・Ｓ-Ｍ1

　　　　　　  ・Ｓ-Ｍ3

　・ＳＩ-Ｆ1　・ＳＩ-Ｍ1

　・ＳＩ-Ｆ2　・ＳＩ-Ｍ2

　・Ｓ-Ｆ1 　 ・Ｓ-Ｆ2

　・ＳＩ-Ｆ1  ・ＳＩ-Ｆ2

　・Ｓ-Ｍ1　　・Ｓ-Ｍ2

　・ＳＩ-Ｍ1　・ＳＩ-Ｍ2

　・　

　・2.0

　・1.5

　・1.2

　厚さ(㎜)

　種類　※改修標準仕様書3.4.2(a)による　　・　　

　厚さ　・　

　種類　※改修標準仕様書3.5.2(c)(3)による　　・　　

[3.5.2]

[3.5.2]固定金具の材質及び寸法形状

  ※厚さ0.4mm以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面

    又は両面に樹脂を積層加工した鋼板

[3.4.3]

仕上げ塗料塗り（S-C1工法を除く）

　・　　　　　　　　　　

11

12

13

14

15

16

17

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

-----

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　・印のつかない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　標準仕様書（建築工事編）平成31年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。　ただし、改修標

　築工事編）平成31年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

・建築工事標準詳細図　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成31年度版)

・建築改修工事監理指針上･下　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成31年版)

・建築工事監理指針上･下　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(令和元年版)

・建築物解体工事共通仕様書　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成31年版)

　本工事に使用する材料については、標準仕様書1.3.11(b)に準じて、JIS Z 7253に

よる安全データシート(SDS)等により確認を行い、アスベスト含有建材を使用しない。

　設備機器の位置､取り合い等が検討できる施工図を提出して監督員の承諾を受ける。

ホルムアルデヒドの放散量が「規制対象外」に該当する材料とは以下のものとする。

　※完成図は､原則として黒文字製本とし､表紙の書き方は現場監督員の指示とする。

・せっこうボード張り（厚さ　※9.5　・　　）

　　　　　　除く規格に適合するもの又はJIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

　　　　　　の保温板2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

　材質　　※JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を

既存露出防水層表面の仕上げ塗装(Ｍ４ＡＳ,Ｍ４ＡＳＩ,Ｍ４Ｃ,Ｍ４ＤＩ工法の場合)

[表3.1.1][3.4.3][表3.4.1～表3.4.3]

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事特記仕様書

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

01

奈良県天理市柳本町１２１３柳本小学校

小学校　ＲＣ造　３階建

天理市立柳本小学校

1

トイレ改修工事

2

2

　※ビニルシート、プラベニヤ養生板等による　・　

・Ｂ種

特記仕様書　1
日誠建設株式会社

１
　
改
 
修
 
工
 
事
 
一
 
般
 
事
 
項

２
　
仮
 
設
 
工
 
事

３
　
防
 
水
 
改
 
修
 
工
 
事



タイルの種類 [4.2.2]

 施工箇所
役物上薬

施釉無釉

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・

色 耐凍害性 耐滑り性

ありなし標準特注ありなしありなし

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

最資

ﾀｲﾙ
源化  品質の程度

(m m )
 形状･寸法

章 　項　　目 特　　　記　　　事　　　項

・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

[4.4.10][4.4.11]

[4.4.11][表4.4.3]

アンカーピン

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分１６、指定部分２５

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

[4.1.4]

[4.4.10]

２－３

浮き部改修工法

・モルタル塗替え工法

材料

　　既製目地材

　　　・適用する（形状　　　　　　　　　）

・エポキシ樹脂モルタル

・充填工法（欠損部面積＝0.25㎡／箇所　程度以下の場合）

材料 [4.2.2]

・ポリマーセメントモルタル

[4.1.4][4.4.8]

・シール工法

材料

　・パテ状エポキシ樹脂

[4.2.2]

　・可とう性エポキシ樹脂

欠損部改修工法

２－２

　　　　　・行う [4.3.5][4.4.6]

[4.2.2]・Ｕカットシール材充填工法

材料

　・シーリング用材料

　　　　　　　・　

　・可とう性エポキシ樹脂

　　　　種別　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

※樹脂注入工法

　　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

　　　　・低粘度形　・中粘度形

注入工法の種類

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

ひび割れ部改修工法

２－１

（モルタル塗り仕上げ）

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.3.4][4.4.5]

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

　　　　　　　　　　　　・　

　・ポリマーセメントモルタル

工法

　　シーリング用材料のうえへのポリマーセメントモルタルの充填

※充填工法

材料

　・エポキシ樹脂モルタル

[4.1.4]

[4.2.2]

　・ポリマーセメントモルタル

欠損部改修方法

１－２

・　

・Ｕカットシール材充填工法

　　　　種別　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

[4.2.2]

　　　　　　　・　

　・シーリング用材料

材料

・シール工法

材料

　・パテ状エポキシ樹脂

[4.2.2]

工法

　　　　　・行う

　・ポリマーセメントモルタル

　・可とう性エポキシ樹脂

　　シーリング材のうえポリマーセメントモルタルの充填 [4.3.5]

　・可とう性エポキシ樹脂

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

注入工法の種類

　　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

　　　　・低粘度形　・中粘度形

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

※樹脂注入工法

ひび割れ部改修工法

１－１

（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ）

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.3.4]

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

[4.2.2]

[4.2.2]

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

[4.4.11]

・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

[4.2.2]

[4.4.11][表4.4.3][4.4.12]

[4.4.10～4.4.12]

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

ポリマーセメントスラリー

[4.4.12]

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

・注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピン

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分９、指定本数１６

　　　　　・　

注入用エポキシ樹脂

・注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.4.13]

[4.4.13]

[表4.4.4][4.4.14]

注入用エポキシ樹脂 [4.4.14]

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

[4.4.14][表4.4.4][4.4.15]

[4.2.2]

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

・充填工法（欠損部面積＝0.25㎡／箇所　程度以下の場合）

材料

　・エポキシ樹脂モルタル

[4.2.2]

　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法

材料

　既製目地材

　　　　　・適用する（形状　　　　　　　　　　　）

見本焼き　・行う

試験張り　・行う

　品質の程度は、参考商品名である。

(タイルを撤去する場合)

陶磁器質タイル

３－１

（タイル張り仕上げ）

[4.2.2]

[4.2.2]

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

（タイル非撤去の場合）

３－２

樹脂注入工法

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ml／箇所）　・　

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

注入工法の種類

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

　　　　・低粘度形　・中粘度形

[4.2.2]

[4.3.4][4.5.5]

[4.1.4][4.5.2]

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

[4.3.4][4.5.5]

ひび割れ部改修工法

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

　　　　　　　　　　　　・　

・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

[4.2.2]

[4.4.10～12][4.5.2]

　　浮き部に対する本数及び注入口の数 [4.4.11][表4.4.3]

[4.4.12][4.5.11]

ポリマーセメントスラリー

[4.4.12][4.5.11]

注入用エポキシ樹脂

・注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピン

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分９、指定本数１６

　　　　　・　

[4.2.2]

[4.4.13][4.5.12]

[4.4.13][4.5.12]

・注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

[4.2.2]

[4.4.14][表4.4.4][4.5.13]　　浮き部に対する本数及び注入口の数

注入用エポキシ樹脂 [4.4.14][4.5.13]

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

[4.2.2]

[4.4.15][4.5.14]

[4.4.14][表4.4.4]　　浮き部に対する本数及び注入口の数

ポリマーセメントスラリー [4.4.15][4.5.14]

・注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

注入口付アンカーピン

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　・　

注入用エポキシ樹脂

[4.2.2]

[4.4.13][4.5.15]

[4.5.15]

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

注入用エポキシ樹脂

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※５０　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ｍｌ／箇所）　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※５０　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※５０　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ｍｌ／箇所）　・　

アンカーピン

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分１６、指定部分２５

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

注入用エポキシ樹脂

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.4.10][4.5.9]

[4.4.10][4.5.9]

[4.2.2]

[4.4.11][表4.4.3][4.5.10]

[4.4.10][4.4.11][4.5.10]

[4.4.11][4.5.10]

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

[4.2.2][4.4.9]

[4.2.2][4.4.9]

ひび割れ部改修工法

（タイル撤去の場合）

３－３

[4.2.2]

[4.1.4]・タイル部分張替え工法

材料

[4.5.8]

[3.7.3]　目地寸法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　位　　置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

・目地ひび割れ部改修工法

材料

　シーリング用材料

目地寸法

　箇　　所

幅　（㎜）

深さ（㎜）

　ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 　　　左記以外

材料

・伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置　・図示　・　

　シーリング用材料

　　　種類　※改修標準仕様書表3.7.1による　　・　

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.5.16]

[4.2.2]

　　　種類　※改修標準仕様書表3.7.1による　　・　

ひび割れ部改修

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　　注入孔間隔（㎜）　・　

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

注入工法の種類

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

　　　　・低粘度形　・中粘度形

　・樹脂注入工法

[4.3.4][4.5.5]

[4.2.2]

[4.1.4][4.5.2]

[4.3.4][4.5.2][4.5.5]

材料

　・シーリング用材

　　　種別　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

　　　　　　・　

　・可とう性エポキシ樹脂

　・Ｕカットシール材充填工法

[4.2.2]

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

[4.3.5][4.5.2][4.5.6]

　　　　注入間隔（㎜）　・　

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

　　　　　　　　　　　　・　

　・ポリマーセメントモルタル

工法 [4.3.5]

　シーリング用材料のうえへのポリマーセメントモルタルの充填

　　　　・行う

タイル張り撤去部補修

　・タイル部分張替え工法

材料

[4.5.2]

[4.2.2]

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ｍｌ／箇所）　・　

　・タイル張替え工法

　・改良積上げ張り

　・密着張り

　　　　　　適用タイル形状

　小口以上

　二丁掛け以下
　・改良圧着張り

外装タイル

　・マスク張り

　・モザイクタイル張り

ユニットタイル

　25㎜角を超え

　小口未満

　小口未満

タイル張りの工法

欠損部改修工法

３－４

３－５

浮き部分改修工法

（タイル非撤去の場合）

　・改良積上げ張り

　・密着張り

　　　　　　適用タイル形状

　小口以上

　二丁掛け以下
　・改良圧着張り

外装タイル

　目地寸法

[4.5.8]

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

[3.7.3]

　位　　置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

　・モザイクタイル張り

ユニットタイル

　25㎜角を超え

　小口未満

　小口未満

・タイル張替え工法

タイル張りの工法

・タイル張替え工法

タイル張りの工法

　目地寸法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

[4.5.8]

[3.7.3]

　位　　置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

　・改良積上げ張り

　・密着張り

　　　　　　適用タイル形状

　小口以上

　二丁掛け以下
　・改良圧着張り

外装タイル

　・マスク張り

　・モザイクタイル張り

ユニットタイル

　25㎜角を超え

　小口未満

　小口未満

３－７

目地改修工法

・タイル部分張替え工法３－６

浮き部分改修工法

（タイル撤去の場合）

材料

[4.2.2]

　・マスク張り

[4.5.8][表4.5.4][表4.5.5]

[4.5.8][表4.5.4][表4.5.5]

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　　　工　　法

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　接着材　・ポリマーセメントモルタル

　接着材　・ポリマーセメントモルタル

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

[4.5.8][表4.5.4][表4.5.5]

　接着材　・ポリマーセメントモルタル

　　・　

　下地処理（仕上げ厚または全塗厚が25mmを超える場合）

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

・　

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

・　

・　

部材の種類

　・押出し250形

　・押出し300形

　・押出し350形

　・板材折曲げ形（本体幅(㎜)　　　　　　板厚(㎜)　※2.0　・　　　）

既存笠木等の撤去及び新規アルミニウム製笠木の下地補修の工法

笠木の取付方法（板折り曲げ形の場合）

笠木の固定金具（建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応したもの）

　間隔　・　

　固定方式等　・　

[3.9.3]

[3.9.3]

[3.9.3]

[3.9.2][表5.2.2]

[3.9.2][表3.9.1]10 アルミニウム製笠木

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

・　

表面処理

　※10以上　・　

　箇所

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地､ひび割れ誘発目地

 その他の場合

　幅(㎜)

 ガラス回りの目地

※20以上　・　

※ 5以上　・　

※10以上　・　

　深さ(㎜)

※10以上　・　

　※ 5以上　・　

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

・　

　※10以上　・　

　箇所

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地､ひび割れ誘発目地

 その他の場合

　幅(㎜)

 ガラス回りの目地

※20以上　・　

※ 5以上　・　

※10以上　・　

　深さ(㎜)

※10以上　・　

　※ 5以上　・　

　※10以上　・　

　幅(㎜)

※20以上　・　

※ 5以上　・　

※10以上　・　

　深さ(㎜)

※10以上　・　

　※ 5以上　・　 ガラス回りの目地

 その他の場合

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地､ひび割れ誘発目地

　箇所

　・　　　

　　　　　・ウレタン樹脂系

　　　　　・一液反応硬化系変成シリコーン樹脂系

　　　　　・ウレタン樹脂系

　　　　　・一液反応硬化系変成シリコーン樹脂系

　　　　　・ウレタン樹脂系

　　　工　　法

　　　　　・一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　工　　法

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

-----

特記仕様書　2

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

02
天理市立柳本小学校日誠建設株式会社

４
　
　
外
 
壁
 
改
 
修
 
工
 
事



　※ＨＬ　・　

表面仕上げ　　

[5.6.5]曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ

　・S-4　　・S-5　　・S-6

　・適用する

簡易気密型ドアセット　　

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

ステンレス鋼板（JIS G 4305)

[5.6.4]

[5.6.3]

[5.4.2]

[5.4.2]

[5.4.2]

　・適用する　断熱性の等級（　　　　　　）

　・適用する　遮音性の等級（　　　　　　）

耐震ドアセット

断熱ドアセット、断熱サッシ

防音ドアセット、防音サッシ

　・適用する　面内変形追随性の等級（　　　　　　　　　）

[5.4.2][表5.2.1]

　※改修標準仕様書表5.4.2による。

　　1枚の戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は、図示

　　による。（図面番号　　　　）

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　)

鋼板類の厚さ

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

　※改修標準仕様書表5.5.1による。ただし、片開き、親子開き及び両開き戸の

　　1枚の戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は、図示

　　による。（図面番号　　　　）

ステンレス鋼板(JIS G 4305)

鋼板類の厚さ

　※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニウム合金の押出形材

召合わせ、縦小口包み板等の材質

簡易気密型ドアセット

防音ドアセット、防音サッシ

　・適用する

耐震ドアセット

断熱ドアセット、断熱サッシ

ビニル被覆鋼板

　・適用する(建具番号　　　　　　)

カラー鋼板

　･ 適用する(建具番号　　　)

８

[5.4.4][表5.4.2]

[5.5.4][表5.5.1]

[5.5.3]

[5.5.3][5.6.3]

[5.5.3]

[5.5.3]

[5.5.2]

[5.5.2]

[5.5.2]

[5.5.2]鋼製軽量建具

９ [5.4.2][表5.4.1]ステンレス製建具

章 　項　　目 特　　　記　　　事　　　項

　増塗材

・吹付け・着色骨材

備考

新規仕上げ塗材

　種類、仕上げの形状、工法

４

・薄付け仕上塗材

　　　呼び名 仕上げの形状 工法種類

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・ゆず肌状

吹付け

ﾛｰﾗｰ

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・ゆず肌状

吹付け

ﾛｰﾗｰ

・外装薄塗材Ｓｉ

　外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形

・外装薄塗材Ｅ

・砂壁状

・ゆず肌状

吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状

・平たん状

ﾛｰﾗｰ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・ゆず肌状 ﾛｰﾗｰ

吹付け

・外装薄塗材Ｓ 吹付け

・厚付け仕上塗材・外装厚塗材Ｃ 吹付け

・防水形外装薄塗材Ｅ

・さざ波状

・砂壁状

・砂壁状

・ゆず肌状

吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状

・平たん状

ﾛｰﾗｰ

・吹放し

・凸部処理

こて

吹付け・吹放し

・凸部処理・外装厚塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｓｉ

・ひき起し

・複層塗材ＣＥ ﾛｰﾗｰ

吹付け

・複層仕上塗材 ・ゆず肌状

・凸部処理

・ひき起し

ﾛｰﾗｰ

吹付け

・可とう形複層塗材ＣＥ・ゆず肌状

・凸部処理

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

塗り仕上げ

　上塗材

　　・適用する

　　・適用する

・ﾛｰﾗｰ

・こて

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸模様

・凹凸模様

　上塗材

　　・適用する

建具見本の製作　　・行う（建具番号　　　　　　　）

特殊な建具の仮組　・行う（建具番号　　　　　　　）

見本の製作等３

４

[5.1.5]

[5.1.7]

性能等級

耐風圧性

気 密 性

水 密 性

・Ｂ種 ・Ｃ種

※Ｓ－５　・　 ※Ｓ－６　・　

※Ａ－３　・　　

※Ｗ－４　・　　

※70　　・100 ※100　・　

※Ｗ－５　・　

※Ａ－４　・　

枠見込み寸法(㎜)

※Ｓ－４　・　　

アルミニウム製建具５

・Ａ種

[5.2.2][5.2.4][表5.2.1]

マスチック塗材塗り [4.6.6][表4.6.7]５

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

[5.2.2]

[5.2.2]

　・適用する　断熱性の等級（　　　　　　）

　・適用する　面内変形追随性の等級（　　　　　　　　　）

[5.2.3]

　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス(SUS316)製

　線径（㎜）　　　　※0.25以上　・　

　網目（メッシュ）　※16～18　　・　

[5.2.3]

表面処理

施工箇所

外部に面する建具

屋内の建具

　種　別 　着　色

防音ドアセット、防音サッシ [5.2.2]

[5.2.4][表5.2.2]

　・適用する　遮音性の等級（　　　　　　）

ﾛｰﾗｰ・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ 吹付け

・ゆず肌状

・凸部処理

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・可とう形改修用

　仕上塗材

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・平たん状

・ゆず肌状

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

吹付け

・凹凸模様

　　・適用する

　増塗材

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

※既存仕上面全体　・　

※既存仕上面全体　・　

※既存仕上面全体　・　

・　

処　理　範　囲 下地ひび割れ部等の補修

・行う

・行う

・行う

・行う

　工　法

　　　　　・ポリマーセメントモルタルを使用

[4.6.3]

　　　　　・防水形仕上塗材主材を使用

下地調整　※下地調整塗材を使用

・サンダー工法

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

[4.2.2]

[4.2.2][表4.2.5]

種別　・Ａ種　・Ｂ種

・熱線反射板ガラス

・倍強度ガラス

 映像調整材料板ガラスの種類  日射熱遮へい性による区分

・熱線吸収磨き板ガラス

・平面強化ガラス

・磨き板ガラス

・フロート板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

 ・6

 ・8

 ・10

 ・12

 ・行う

 ・行わない

 ・3種

 ・2種

 ・1種

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

・磨き板ガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

・熱線反射ガラス

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

・熱線吸収フロート板ガラス

・フロート板ガラス

 厚さ(㎜)

 厚さ(㎜)

[5.13.2][5.13.4]

[5.13.2]

鋼製

ステンレス製

建具の種類

アルミニウム製

 ガラス留め材

・ガスケット

・シーリング材(SR-1)引違い障子以外の部分に使用

・シーリング材(SR-1)　・　　

・シーリング材(SR-1)　・　　

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形(枠見込み70mmの引違い、片引き障子の場合)

　　　(強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する場合を除く。)

　・　

[5.13.2]

[5.13.3][表5.13.1]

　・耐候性１種　　・耐候性２種　　※耐候性３種

複層仕上塗材の耐候性

　※水性アクリルのつやあり　　・　

17 ガラス留め材

　砂壁状

防火材料

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸をヒューズ装置、熱感知器又は

　煙感知器と連動させる

ステンレス鋼板（JIS G 4305)

　・　

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

こて

・こて

こて

・平たん状

・掻き落とし

・平たん状

[4.1.5][4.2.2][表4.2.4]

・さざ波状

複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の上塗材

[4.2.2][4.6.3]

　※標準色　・特注色　

　※標準色　・特注色

防虫網　・設ける

ガラス16

・型板ガラス　　品種　　・　　

　　　　　　　　厚さ(mm)　・2　　・4　　・6

・強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

・複層ガラス

・網入板ガラス及び線入板ガラス

網又は線の形状及び板の表面の状態による種類

網入板ガラス

線入板ガラス

 網入磨き

 ガラス

 ガラス

 網入型板

 ・線入型板ガラス

 ・線入磨き板ガラス

 ・ひし網入型板ガラス

 ・角網入型板ガラス

 ・ひし網入磨き板ガラス

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8　　・10

 ・6.8　　・10

 ・角網入磨き板ガラス

形状

・平面

・曲面

 特性による種類

・Ⅰ類　・Ⅱ-2類

・Ⅱ-1類　・Ⅲ類

・Ⅰ類

 材料板ガラスの種類、厚さ

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)＋･･･>

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)＋･･･>

・合わせガラス

 材料板ガラスの種類による名称

 ・型板強化ガラス

 ・フロート強化ガラス

 ・熱線反射強化ガラス

 ・　

 ・　

 ・Ⅰ類

 ・Ⅲ類

 特性による種類

 ※4　　・　

 性能による種類

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・熱線吸収線入磨き板ガラス

・熱線吸収網入型板ガラス

板ガラスの種類

 ・1種　 ・2種・　

・　

・　

※6.8

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)＋･･･>

断熱性、日射熱遮へい性による種類 材料板ガラスの種類、厚さ

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)＋･･･>

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)＋･･･>

・断熱複層ガラス

・ 　日射熱遮へい複層ガラス

 ・1種

 ・2種

 ・3種

 ・4種

 ・5種

・フロート板ガラス　　厚さ(㎜)　　・　　

厚さ(㎜)

合計厚(㎜)

 呼び厚(㎜)

 厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

・かぶせ工法　・撤去工法１ 改修工法 [5.1.3]

・新規に金属製建具を設置する

　　壁開口の開け方　　（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　補修範囲　※図示

[5.1.3]

　　建具周囲の補修工法（　　　　　　　　　　　　）

２ 防火戸 防火戸の指定
　・図示（図面番号　　　　）

[5.1.4]

防犯建物部品 ・適用する（建具番号　　　　　）

アルミニウム製建具の性能等級等

鋼製建具 [5.4.2][表5.4.1]

[5.4.2][表5.2.1]

[5.4.2]

[5.4.2]

[5.4.2]

[5.4.3]

７

性能等級

耐風圧性

気 密 性

水 密 性

・Ｂ種 ・Ｃ種

※Ｓ－５　・　 ※Ｓ－６　・　

枠見込み寸法(㎜)

※Ｓ－４　・　　

・Ａ種

※Ａ－４　・　　

※Ｗ－４　・　　

・

※Ｗ－５　・　

防音ドアセット、防音サッシ

　※複層ガラス　・単層ガラス　・三重ガラス

ガラス

断熱ドアセット、断熱サッシ

水切り板、ぜん板等

　・標準色　・特注色

表面色

簡易気密型ドアセット

　・適用する

　・S-4　・S-5　・S-6

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

鋼板めっきの付着量

　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス(SUS316)製

　線径（㎜）　　　　※0.25以上　・　

　網目（メッシュ）　※16～18　　・　

[5.3.2][5.3.4][表5.3.1]

[5.3.2][表5.3.1]

[5.3.2][表5.3.1]

[5.3.3]

[5.3.3]

[5.3.4]

[5.3.4]

　・適用する(建具番号　　　　　)　種別（　　　　）遮音性の等級(　　　　)　

　・適用する(建具番号　　　　　)　種別（　　　　）断熱性の等級(　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　)

６ 樹脂製建具

外部に面する鋼製建具の耐風圧性の等級

防虫網　・設ける

樹脂製建具の性能等級等

水切り板、ぜん板　・図示　・　　

結露水の処理方法　・図示　・　　

[5.2.5]

[5.2.4]

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　　　)

　材質　・JIS G 3302（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・JIS G 3317（塗装溶融-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量　※Z12又はF12　　・　　

めっき付着量　※Y08　　・　　

外部に面するステンレス製建具の耐風圧性の等級

建具用金物

金物の適用　　※適用する　図示（図面番号　　　　）

[5.7.2][表5.7.1]

[5.7.2][表5.7.1]

　※改修標準仕様書表5.7.1による　　・　

10 金物の種類及び見掛かり部の材質

樹脂製建具に使用する丁番

　※改修標準仕様書表5.7.3による

・　

自動ドア 防錆性能 センサーの種類 凍結防止

 ・DSLD-2

 ・DSLD-1

 ・SSLD-2

 ・SSLD-1

・

・図示 ・

・光線(反射)スイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ
・光電スイッチ

・マットスイッチ

・

 ・SWD-1

 ・SWD-2

・行う
（建具番号

※改修標準仕様書

表5.8.1による

表5.8.2による

※改修標準仕様書 ・適用する
・電波スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ
・ペダルスイッチ
・多機能トイレスイッチ

自動ドア開閉装置11        [5.8.2、3]

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置
　※図示(図面番号　　　　　)

　・製作する　・在来マスターキーに合わせる

[5.7.4]

※鍵は、3本１組とし、室名札を付け、一括して鍵箱に収納して引き渡す。

　鍵箱は、鍵の個数に相応した鋼製既製品とする。

マスターキー

[5.7.3]

オーバーヘッドドア

ｾｸｼｮﾝ材料による区分 開閉方式による区分

・アルミニウムﾀｲﾌﾟ

※スチールﾀｲﾌﾟ

ガイドレールの材質

　・　

　・スタンダード形

　・ローヘッド形

　・ハイリフト形

　・バーチカル形

・ファイバーグラスﾀｲﾌﾟ

　※バランス式

　・チェーン式

　・電　動　式

収納形式による区分

形式及び機構 [5.12.2][5.12.3]

[5.12.2]

15

耐風圧性能（JIS A 4715による強さ）

　・50　　・75　　・100　　・125
　　　　　　　　　　　　・　

　・ステンレス鋼板

　※溶融亜鉛めっき鋼板

　形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形 [5.11.4]

　　　　・　

軽量シャッター 開閉機能による種類

　※手動式　・上部電動式（手動併用）

スラット

[5.11.2][表5.11.1]

[5.11.2]

[5.10.2]

[5.11.3]

14

耐風圧強度

　・　

重量シャッター シャッターの種類

　・屋内用防火シャッター

[5.10.2]

自閉式上吊り [5.9.3][表5.9.1]12

13

　・外壁用防火シャッター（耐風圧強度　　　　　　　　　）　

　・防煙シャッター

引戸装置

性能

　・　

　※改修標準仕様書表5.9.1により、適用する戸の質量に応じたもの

　・管理用重量シャッター（耐風圧強度　　　　　　　　　）　

開閉機能による種類

　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

　・　
[5.10.3]めっき付着量　　※Z12又はF12　　・　　

めっき付着量　※Z06又はF06　　・　　

めっき付着量　※AZ90　　・　　

　材質　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

　※改修標準仕様書5.10.2(d)(4)(ⅰ)かつ(ⅲ)　・　　

[5.10.2]

シャッターケース　　・設ける

[5.10.2][表5.10.1]

[5.10.3][5.6.3]

[5.10.3]

　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

スラット及びシャッターケース用鋼板

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ガイドレール等のステンレス鋼板

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

　・　

　※改修標準仕様書表5.13.1による(アルミニウム製建具、鋼製建具及びステンレス製建具)

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

-----

特記仕様書　3

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

03
天理市立柳本小学校

ただし、片開き、親子開き及び両開き戸の

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

　※壁面より両側600㎜程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・　

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま　　・　

１ [6.1.3]

[6.1.3]

[6.1.3]

　・　

２ 既存床の撤去、

　　　　　下地補修

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去　　・行う

合成樹脂塗床材の撤去工法

　・機械的除去工法　・目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　　・図示（図面番号　　　　　）　

[6.2.2]

[6.2.2]

[6.2.2]

３ 既存壁の撤去、

４ 木下地等

[6.3.2]

[6.5.1][表6.5.1]

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

下地補修 　※改修標準仕様書4.4.9による　　・　

他の部位との 　　　　・　

取合い等

・　

・C種

・A種

・B種

　表面仕上げの種別 適用箇所

[6.5.2][表6.5.4]

(製材の場合）　　　　　　　・全ての部材　　・　　

代用樹種を使用しない箇所

紙張り障子　　見込み寸法(㎜)　　※30を標準　　・　

(16.7.3)

(16.7.3)

ふすま (16.7.2)(16.7.3)(16.7.4)(表16.7.9)

　上張りの種類　　・鳥の子　・新鳥の子　・ビニル紙　・雲花紙(押入等の裏側)

　縁の仕上げ　　・塗り縁　　・生地縁

　見込み寸法(㎜)　　※19.5を標準　　・　

戸ふすま　　見込み寸法(㎜)　　※30を標準　　・　

建具材の加工、組立時の含水率

　・A種　※B種　・C種

(16.7.2)(表16.7.1)

フラッシュ戸

枠の材料　　・　

くつずりの材料　　・　

(16.7.2)

(16.7.2)

(16.7.2)(16.7.3)(16.7.4)(表16.7.6)(表16.7.7)

　表面材の合板の品質

(16.7.2)

　　※標準仕様書16.7.2(2)(ｱ)による　　・　

 ※3.2以上　　・　・天然木化粧合板

※普通合板

種類

 ※2.5以上　　・　

厚さ㎜

表面材の合板の種類、厚さ

定規縁(引戸)の召し合わせかまち

　・いんろう付き

(16.7.2)(16.7.3)(16.7.4)(表16.7.8)かまち戸

　かまちの樹種(　　　　　　　　)

　鏡板の樹種(　　　　　　　　)

　見込み寸法(mm)　　※36を標準　　・　

　定規縁(引き戸)の召し合わせかまち

　・いんろう付き

・特殊加工化粧板  ※2.4以上　　・　

18 木製建具 この項目のみ国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書
（建築工事編）平成31年版」による。
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章 　項　　目

５

特　　　記　　　事　　　項

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

[表7.2.4]

[7.2.5][表7.2.4]

[7.2.4][表7.2.3]

　モルタル面、プラスター面

　　ひび割れ部の補修　　・行う

[7.2.6][表7.2.5]　コンクリート面、ＡＬＣパネル面（DP以外の場合）

　コンクリート面、押出成形セメント板面 [7.2.6][表7.2.6]

　　ひび割れ部の補修　　・行う

　せっこうボード面、その他ボード面

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

[表7.2.5]　　ひび割れ部の補修　　・行う

[7.2.7][表7.2.7]

１ 防火材料

・次の箇所を除き防火材料とする（　　　　　　　　　　　　　）

下地調整 既存塗膜の除去範囲（塗替えでＲＢ種の場合）

　※塗替え面積の30％とする　・図示

下地調整の種別

　木部

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする [7.1.3]

[7.2.3][表7.2.2]

[7.2.2][表7.2.1]

[7.2.1][表7.2.1～7]

　鉄鋼面

[6.15.6]

既製目地材　　・適用する（形状　　　　　　　　　） [6.15.3]モルタル塗り22

床の目地　　・設ける　　　　　　　　

[6.16.3]タイル張り23

　見本焼き　・行う

　試験張り　・行う [6.16.3]

壁タイル張りの工法

　工法　　・改良積上げ張り

24 セルフレベリング材 [6.17.2]

[6.17.3]

タイルの種類

26

清掃

接着剤

25 [6.2.2]

[6.5.3] [6.8.2]

[6.9.3] [6.11.4]
[6.13.2][6.11.5]

[6.14.2] [6.14.4]

[6.16.5][表6.16.4～6]

[6.13.2]

[6.13.3][表6.13.3]

[6.13.3][表6.13.5]

[6.13.3]

　せっこうボード面　　　　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

21 壁紙張り

施工箇所 品質の程度 防火性能の等級

下地調整

　モルタル、プラスター面　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

[6.14.2]

[6.14.3][表7.2.4][表7.2.5][表7.2.7]

　コンクリート面　　　　　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

改修後の床の清掃範囲

接着材に含まれる可塑剤は難揮発性のものとする
壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤

のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散料
　※規制対象外　・第三種

・塗装

・ﾌﾟﾘﾝﾄ

・防虫

・難燃

 処理

・難燃

・防虫

・難燃

・防虫

 処理

 処理 化粧板の樹種名

 表板の樹種名

・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

・ﾗﾜﾝ程度

・ ・　　

・なら ・　　

・　・　

 厚さ(mm)

 表面性能

 板面の品質

 化粧加工の方法

・しな程度

　化粧合板

・特殊加工

　化粧合板

・天然木

種類

・普通合板

種類名称

　種類

合
　
　

　
　
板

せっこうボードの目地工法の種類

　・目透し工法　　・突付け工法　　・継目処理工法

合板類の張付け

　種別　　・A種　※B種

下地　　・軽量鉄骨下地　　・木造下地　　・　

遮音シール材　

　・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　　　・ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ　　・ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

 厚さ(㎜)

 厚さ(㎜)

※床、壁、天井範囲とし、詳細は監督職員との協議による。

目地工法　　※押し目地（室内は縦横1.8ｍ程度、

・　

廊下は3.6ｍ程度の割付け間隔とする）

　　　　　・壁タイル接着剤張り

塗り

役物
 施工箇所  形状･寸法(㎜)  用途

あり施釉

上薬

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 品質の程度源化
最資

ﾀｲﾙ

耐凍
害性

あり特注

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

色

品質　　・せっこう系　　・セメント系

塗厚(mm)　　・　

カーペット敷き 織じゅうたん [6.9.3][6.9.4][表6.9.1]

種別

・A種

・B種

・C種

　(品質の程度は参考商品である)

 帯電性 パイル形状

 ・カットパイル

 ・ループパイル

 ・カット、ループ併用

 織り方

・ウィルトン

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽ

 ・適用する

 品質の程度

種　類

[6.8.2]視覚障害者用

形　状

・

・

ビニル幅木

材　種

・軟質　・硬質

高さ（㎜）

[6.8.2]

[6.8.2]

※60　・　

ゴム床タイル

種　類 厚さ(㎜)

　　　　　床タイル

床張り用合板 [6.5.2]

［6.5.5］

　亜鉛めっき鋼面

　屋外　・19型　※25型

軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 [6.6.2][表6.6.1]

軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類

　※改修標準仕様書表6.7.1による　・　

[6.6.4]

[6.7.3][表6.7.1]

ビニル床シート

種類の記号 厚さ(㎜)

・　

※無地

色　柄 工　法

　・突付け

　・熱溶接

[6.8.2][6.8.3]

[6.7.3][表6.7.1]

ビニル床タイル

種　類

・　　

品質・規格厚さ（㎜）

※2.0

[6.8.2]

・　

　屋内　※19型　・25型

[6.6.3]

※ＦＳ ※2.0

あと施工アンカーの引抜き試験（外部）　　・行う（方法　※図示）

あと施工アンカーの引抜き試験（内部）　　・行う

屋外の野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

　・図示（図面番号　　　　）　・900以下

屋外の野縁の間隔

スタッドの高さが５ｍを超える場合

・　　　

[6.8.2]帯電防止床シート、

床タイル、

床タイル

防滑性床シート、 ・2.0

・  

種　類

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

性　能

・体積抵抗値＜ 　　＞Ω以下

・

厚さ(㎜)

[6.5.2]・｢製材の日本農林規格｣による下地用針葉樹製材

※2級 ・ 

※2級 ・ 

施工箇所 樹種 等級

施工箇所 樹種 等級

・｢製材の日本農林規格｣による造作用針葉樹製材

施工箇所 樹種 等級

・｢製材の日本農林規格｣による広葉樹製材

※1等 ・ 

※1等 ・ 

※1等 ・ 

※2級 ・ 

施工箇所

・｢製材の日本農林規格｣以外の製材

含水率

※A種
・B種
・　　
※A種
・B種
・　　
※A種
・B種
・　　

・｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

施工箇所

・｢集成材の日本農林規格｣による化粧ばり造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法(mm) 化粧薄板の厚(mm)

・｢集成材の日本農林規格｣による化粧ばり造作用集成柱

施工箇所

・｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

・｢集成材の日本農林規格｣以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

・｢集成材の日本農林規格｣以外の化粧ばり造作用集成柱

施工箇所

・｢集成材の日本農林規格｣による造作用単板積層材

・｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

施工箇所 厚さ

(mm)

　　　　　　　・塗装加工）
・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

　　　　　　　・塗装加工）
・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

表面の化粧加工

・普通合板

表板の厚さ
施工箇所

樹種名(mm)

※5.5

・　

・　

・　

・構造用合板

施工
箇所

パーティクルボード

施工箇所 表裏面の状態 曲げ強さ 接着剤に 難燃性に
厚さ(mm)

による区分 による区分 よる区分 よる区分

※13タイプ ※P又はM ※15

・　 ・　 ・　

・　 ・　 ・　

構造用パネル

厚さ(mm)施工箇所 等級

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

防腐・防蟻処理

・K2     ・K3     ・K4

・K2     ・K3     ・K4

・K2     ・K3     ・K4

適用部位 保存処理性能区分

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

処理の方法

・

・

※(12.3.1)(3)(ⅱ)①～④による　・ 

種　類 厚さ(㎜)性　能

・2.0

・  

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

・

６ 集成材

製材

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

厚さ(㎜)

　※1.5以上　

　・図示（図面番号　　　　）・　

　※図示（図面番号　　　　）

寸法(mm) 

寸法(mm) 

※1等 ・ 

※1等 ・ 

※1等 ・ 

化粧薄板の厚(mm)
見付け材面

の品質

見付け材面の品質

※1等 ・ 

※1等 ・ 

※1等 ・ 

寸法(mm) 含水率

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

見付け材面の品質

寸法(mm) 
化粧薄板

の厚(mm) 面の品質

見付け材

寸法(mm) 
の厚(mm) 面の品質

見付け材化粧薄板

含水率

含水率

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

　　　　　　　・塗装加工）

表面の化粧加工

・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

　　　　　　　・塗装加工）
・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

厚さ(mm)

樹種

樹種

含水率

防虫処理

・適用

・適用

防虫処理

・適用

・適用
※14%以下
・　　

※14%以下
・　　　

樹種 (ｍｍ)

寸法

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

造作材の場合
(　　）

材面の品質

(　　）
造作材の場合

(　　）
造作材の場合

(※A種 ・B種） 

(※A種 ・B種） 

(※A種 ・B種） 

難燃処理防虫処理

(ｍｍ)

寸法

(ｍｍ)

寸法

(ｍｍ)

寸法
形状

形状

形状

含水率

含水率

含水率

※10％以下

※10％以下

※10％以下

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

・A種 ・B種 ・  

・A種 ・B種 ・  

・A種 ・B種 ・  

等級

※2級

以上

・1級

表板の
樹種名

※1類

・特類

※1類

・特類

※1類

・特類

強度
等級

・適用
(　　)

・適用
(　　)

・適用
(　　)

有効断面
係数比

・適用

・適用

・適用

防虫処理
板面の

品質
接着の程度

板面の品質

広葉樹
※2等以上 ・1等

針葉樹
※C-D以上 ・　

・適用

・適用

・適用

防虫処理

※1類
・2類

・1類
・2類

・1類
・2類

接着の程度

※2級

以上

・1級

※2級

以上

・1級

※C-D以上

厚さ
(mm)

※C-D以上

・　　　

※C-D以上

・　　　

※12

・　　　・　　

※12

・　　

※12

・　　

タフデットカーペット

パイル形状 品質の程度

[6.9.3][6.9.4][表6.9.1]

・

ﾊﾟｲﾙ長(㎜)

※全面接着工法

・グリッパー工法

帯電性 工　法

・適用する

品　質 厚さ(㎜)

※８

・・

取付用付属品

　見　切　り（材質<　　　　> 種類<　　　　> 形状<　　　　>

　押さえ金物（材質<　　　　> 種類<　　　　> 形状<　　　　>

ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜)

・

帯電性

[6.9.3]

[6.9.3]

品質の程度

・適用する

※JIS L 3204の２種２号

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

　(品質の程度は参考商品である)

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

グリッパー工法に使用する下敷き材

タイルカーペット [6.9.3][表6.9.2]

平　　場

階段部分

　※市松敷き　・模様流し　・　

　・市松模様　※模様流し　・　

[6.9.4]タイルカーペットの敷き方

種別  パイル形状

 ・カットパイル

 ※ループパイル

 ※500×500  ※6.5

 品質の程度

※第一種

・第二種

 ・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

　(品質の程度は参考商品である)

 寸法(㎜)  総厚さ(㎜)

　(品質の程度は参考商品である)

 ・防炎品

 ・静電気防止品

 ・ﾄﾘﾌﾟﾙﾌﾚｯｼｭ加工品

17 合成樹脂塗床 [6.10.3][表6.10.4～7]

 ※平滑仕上げ

 ・防滑仕上げ

 ・つや消し仕上げ

 種類  工法  仕上げの種類

 ・厚膜型塗床材

 　弾性ウレタン樹脂系塗床

・薄膜流し展べ工法

・厚膜流し展べ工法

・樹脂モルタル工法

 ・厚膜型塗床材

 　エポキシ樹脂系塗床  ・防滑仕上げ

 ※平滑仕上げ

 ・薄膜型塗床材

・その他

・火山性ガラス質複層板(VSボード)

・押入収納内装材

・内装仕上げ材

・天井仕上げ材

・素板

Ａ
級
イ
ン
シ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ボ

ー
ド

・ミディアムデンシティファイバーボード(MDF)

・シージングボード

・タタミボード

イ
ン

シ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ボ

ー
ド

(IB)

(HB)

ハ
ー

ド
ボ
ー

ド

・テンパードボード

・スタンダードボード

・内装用化粧ハードボード

ハードボード

繊
　
　
維
　
　

板

素地

20 せっこうボード、 [6.13.2][表6.13.1]

その他のボード及び

　　　　　合板張り

せ
っ

こ
う

ボ
ー

ド
製

品

種　　　類名称

・せっこうボード(GB-R)

・シージングせっこうボード(GB-S)

・強化せっこうボードGB-F)

・せっこうラスボード(GB-L)

・化粧せっこうボード(GB-D)

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)

ロック
ウール
吸音板

吸音板

グラス
ウール

・ロックウール吸音フェルト(RW-F)

・ロックウール吸音ボード(RW-B)

・ロックウール吸音ブランケット(RW-BL)

・グラスウール吸音フェルト(GW-F)

・グラスウール吸音ボード(GW-B)

吸
　

音
　
材
　
料

厚さ(mm)

 ・9.5 ・12.5 

 ・9.5 ・12.5 

 ・9.5

 ・9.5 ・12.5 

・塗装(DC)

・プラスチックオーバーレイ(DO)

・化粧パーティクルボード単板オーバーレイ(DV)

・単板張りパーティクルボード研磨板(VS)

・素地パーティクルボード研磨板(RS)

パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド

・吸音用あなあきハードファイバーボード(HB-P)

・吸音用あなあきせっこうボード(GB-P)

・吸音用木毛セメント板(WWCB)

・吸音用インシュレーションファイバーボード(IB)

・ロックウール化粧吸音板(DR)

・

・硬質木毛セメント板(HW)

・1.0けい酸カルシウム板(1.0FK)

・0.8けい酸カルシウム板(0.8FK)

セメント板

木毛

セメント板

繊維強化

 ・12 ・12(溝付)

・普通木片セメント板(NF)

・硬質木片セメント板(HF)木片

セメント板

せっこうボード、その他のボード類

畳敷き [6.12.2][表6.12.1]種別19

　・A種　・B種　・C種　・D種（・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

フローリング張り フローリングの種別18

[6.11.3]工法　　・モルタル埋込み工法　　・接着工法

[6.11.2][6.11.1～6][表6.11.1][表6.11.3]

単層フローリング

・フローリングボード

 塗装

※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

・生地のままﾜｯｸｽ塗り

・

※303×303

 板幅　75

 板長さ500以上

※15

・

・ ・

 樹種

※なら

※なら

・

・

・

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ

 厚さ(㎜)  大きさ(㎜)

　・釘留め工法（・根太張り工法　・直張り工法）

・フローリングブロック

　1等

　1等

・モザイクパーケット1等

[6.11.5]接着工法の場合のフローリング裏面の緩衝材　※合成樹脂発泡シート・　

・15

・

複合フローリング  樹種  種別  防湿処理  塗装

※なら

・

・桧 ・行う

・B種

・A種 ※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

・生地のままﾜｯｸｽ塗り

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ

※C種

・天然木化粧

・普通木毛セメント板(NW)

・中等木毛セメント板(MW)

　(品質の程度は参考商品名である)

(品質の程度は参考商品名である)

・不燃　・準不燃　・　

・不燃　・準不燃　・　

・不燃　・準不燃　・　

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

-----
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

04
天理市立柳本小学校

・　

・耐水

100

抗菌対応

10

・床塩ビシート巻上 H=100

特記仕様書　4

 ・6.0

日誠建設株式会社

６
　
　
内
 
装
 
改
 
修
 
工
 
事

２

７
　
　
塗
 
装
 
改
 
修
 
工
 
事



（既存部分の撤去等）

１ 既存仕上げ等の撤去

　撤去の範囲

※図示

・新設のｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ｸﾞﾗｳﾄ材、鉄骨、連続繊維ｼｰﾄに接する部分

・既存ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去範囲に接面する部分

・　　

既存仕上げの撤去

　本工事の範囲

・本工事の範囲として図示された設備機器及び配管、盤類の撤去及び処分

※設備機器及び配管、盤類の撤去及び処分は本工事の範囲としない。

・　

　撤去の範囲

※図示　　・　　

２ 既存ｺﾝｸﾘｰﾄの撤去 既存コンクリートの撤去

　撤去の範囲

※図示　　・　　

既存設備機器、配管等の撤去、新設、移設等の処理

　・　

　※継手長さ

 残す長さ

　適　用

 ・　

　撤去する既存鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄの範囲

 ※切断せず残す範囲を除く、

 ・　

 ※図示　・全て撤去　・適用なし

 ※

 ・　

 ※図示　・全て撤去　・適用なし

　　範　　囲

　ず残す

・既存鉄筋は切断せ

　鉄筋は切除する

・ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去範囲の

　を残し切除

　周囲より一定長を

・ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去範囲の

　鉄筋の切断

　既存鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ内の鉄筋の処理

撤去する既存コンクリート内の鉄筋及び鉄骨の処理

　※ｺﾝｸﾘｰﾄ等を除却し鉄面を現す　　・　　

撤去する既存ｺﾝｸﾘｰﾄ内にあった鉄骨の処置

　※鉄筋に損傷を与えないよう適切な養生を施す　・　

はつりだした鉄筋の処置

３

（既存部分の処理）

既存コンクリートの表層目荒らし

　目荒し範囲

※既存ｺﾝｸﾘｰﾄとの打継ぎ面全面

※既存ｺﾝｸﾘｰﾄとﾓﾙﾀﾙ又はｸﾞﾗｳﾄ材の充填部の接合面

・図示

・　

　目荒らしの程度

※平均深さ５～10㎜で最大深さ15㎜程度の凸凹を100㎜間隔で施す

既存ｺﾝｸﾘｰﾄの表層

目荒らし

・図示

・　

[8.19.3][8.20.3][8.21.3][8.23.6]

[8.19.2][8.20.2][8.21.2][8.23.2]

[8.19.2][8.20.2][8.21.2][8.23.5]

・JIS　G　3112 　・SR235

　種別

　・SR295

・

・

　※SD295A

１ 鉄筋

　呼び径

・D10　・D13　・D16

・　・SD295B

　※SD345 ・D19　・D22　・D25

・D29　・D32

　・SD390

・

・

　規格

網目の形状寸法

２ 溶接金網

[8.2.1][表8.2.1]

[8.2.2]

鉄線の径(㎜)

・建築基準法第37条規定に基づ

　き認定を受けたせん断補強筋

章 　項　　目 特　　　記　　　事　　　項

１ 工事内容

・場所打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・鉄骨ブレースの設置工事

・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・耐震スリット新設工事

適　　用 [8.1.1]

工事種別 [8.1.1]

・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き工法）

・柱補強工事（連続繊維補強工法）

・撤去工事

　（設備機器配管及び仕上の取り壊し・撤去（下地の一部又は全てを含む）、

　　構造体のはつり）

・鉄筋工事

・コンクリート工事

・あと施工アンカー工事

・鉄骨工事

・グラウト工事

・連続繊維シート工事

・スリット新設工事

１ ｺﾝｸﾘｰﾄの種類及び

強度

（ｺﾝｸﾘｰﾄ工事一般事項）

３ スランプ（単位：cm）

　※18　　・15　　・　

[8.1.4]スランプ

割裂補強筋 割裂補強筋の適用

種類

※ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋  ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

   用棒鋼

 ※SR235

 ・SR295

 ※６φ  ※図示

 ・　

　材料 　材質 　径 　本数ﾋﾟｯﾁ等

 ・普通鉄線

 ・　

・はしご筋  ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

   用棒鋼

　（異型鉄筋）

　JIS G 3532

 ・SD295A

　＜　　＞

　＜　　＞

 ・９φ

 ・D10

 ・　

 壁面内方向筋

　　・2-2-D10

 壁面外方向筋

　　・　

 ・９φ

　JIS G 3551

 ・溶接金網

 ・　

 ・　

 ・　

 ・100×100

　適用箇所

（場所打ち鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁の

　増設工事及び鉄骨ﾌﾞﾚｰｽの

　設置工事等）

 ｽﾊﾟｲﾗﾙの径(㎜)

 ｽﾊﾟｲﾗﾙのﾋﾟｯﾁ(㎜)

14

13　梁貫通孔及び

　　　その他の配筋

梁貫通孔の配筋

梁貫通孔の補強形式

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

コンクリートブロック帳壁との取合い

<7.1><図7.1><図7.2>

<7.3><図7.3><図7.4>

<7.2><表7.1～7.3>

　適用範囲

　躯体

　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

　適用範囲

・軽量コンクリート

※Ⅰ類　・Ⅱ類

コンクリートの類別

２ レディーミクスト

[8.1.3]

[8.1.3]

[8.1.3][表8.1.1][8.5.1][8.5.2]

・普通コンクリート

・　２１

・　１８

・　１８

・　２１

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

セメントの種類

　・高炉セメントB種

　・フライアッシュセメントB種

４ セメント [8.2.5][表8.2.3]

種類及び品質

種類

・砂利及び砂

・砕石

・銅スラグ細骨材

・砕砂

・ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ細骨材

アルカリシリカ反応性による区分

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B

混和材料の種類

　・混和材

５ 骨材

６ 混和材料

[8.2.5]

・電気炉酸化スラグ骨材

[8.2.5]

設計基準強度Fc(Ｎ/㎜2)

設計基準強度Fc(Ｎ/㎜2)

片持ちスラブ形階段の基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

二辺固定スラブ形基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

12　階段の配筋 <6.1><表6.1><図6.1>

<6.2><表6.2><図6.2><図6.3>

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

基礎梁のあばら筋 <1.4><図1.8>

９　梁の配筋 大梁主筋の継手，定着及び余長

　・図示

あばら筋（小梁,片持ち梁,基礎梁含む）の組立の形及び割付け等

　　　あばら筋組立の形（　　　　　　　　　　）

　・図示

梁の打増し補強

　　　打増し幅（　　　　　　　　　）

　　　軸方向の補強筋本数（　　　　　　　　　）

　・図示

小梁主筋の継手，定着及び余長

10　壁及びその他の配筋 壁の基準配筋

　　　配筋の種別（　　　　　　　　　）

　・図示

　　　ハンチのある場合のハンチ部分の傾斜（　　　　　　　　　）

片持梁主筋の継手，定着及び余長

<3.1><図3.1～3.4>

<3.2><図3.5～3.9>

<3.3><図3.10>

<4.1><表4.1><表4.2>

<3.5><図3.13><図3.14>

<3.4><図3.11><図3.12>

壁の継手及び定着

　・各部配筋参考図4.2による

　　　壁筋の間隔（　　　　　　　　　）

　・図示

壁の交差部及び端部の配筋

壁の開口部補強

　　　・A形　　・B形

　・図示

壁の打増し補強

　　　縦筋及び横筋の間隔（　　　　　　　　　　）

　　　打増し幅（　　　　　　　　　　）

　・図示

パラペットの配筋

　・図示

11　スラブの配筋 スラブの基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(mm)（　　　　　　　　　　）

　・図示

スラブ筋の定着及び受け筋

片持ちスラブの基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

片持ちスラブの先端に壁が付く場合の配筋

スラブ開口部補強

出隅部及び入隅部の補強配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

スラブの打継ぎ補強配筋等

　・図示

　　　縦筋及び横筋の間隔（　　　　　　　　　　）

段差のあるスラブの補強配筋

<4.2><図4.1>

<4.3><図4.2>

<4.4><表4.3><表4.4><図4.3>

<4.5><図4.4>

<4.6><図4.5>

<5.1><表5.1><図5.1>

<5.2><図5.2><図5.3>

<5.4><図5.6>

<5.5><図5.7>

<5.7><図5.10><図5.11>

<5.8><図5.12>

　　　鉄筋の間隔(㎜)又は本数（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　コンクリートの厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

<5.6><図5.8><図5.9>

　　　帯筋組立の形（　　　　　　　　　）

　・図示

８　柱の配筋 柱主筋の継手，定着及び余長

帯筋組立の形及び割付け

柱の打増し補強

　・図示

　・図示

　　　軸方向の補強筋本数

　　　打増し幅

　　　かぶり厚さ（　　　　　　　　　）

　・各部配筋参考図2.1による

<2.1><図2.1>

<2.2><図2.2><図2.3>

<2.3><図2.4>

　　　帯筋の間隔(㎜)（　　　　　　　　　）

７ 基礎及び

  基礎梁の配筋

直接基礎の配筋

　・図示

　　　基礎の形状（　　　　　　　　　　）

　　　はかま筋の有無　　・有　　・無　

基礎接合部の補強配筋

基礎梁主筋の継手，定着及び余長

<1.1><図1.1><図1.2>

<1.2><図1.3>

<1.3><図1.4～1.7>

　　　鉄筋の間隔(㎜)又は本数（　　　　　　　　　　）

　　　基礎の底面のGL面からの深さ及び基礎ｽﾗﾌﾞの厚さ(㎜)（　　　　　　　　　）

・基礎工事

・基礎工事

・その他工事

　・各部配筋参考図1.1による

　・各部配筋参考図1.2による　　・図示

　・各部配筋参考図1.3による　　・図示

　・各部配筋参考図1.4による　　・図示

　・各部配筋参考図2.2による

　・各部配筋参考図2.3による

　・各部配筋参考図3.1による

　・各部配筋参考図3.2による

　・各部配筋参考図3.3による

　・各部配筋参考図3.4による　　・図示

　・各部配筋参考図3.5による　　・図示

　・各部配筋参考図表4.1による

　・各部配筋参考図4.3による　　・図示

　・各部配筋参考図4.4による

　・各部配筋参考図4.5による

　・各部配筋参考図4.6による

　・各部配筋参考図5.1による

　・各部配筋参考図5.2による　　・図示

　・各部配筋参考図5.3による

　・各部配筋参考図5.4による　　・図示

　・各部配筋参考図5.5による　　・図示

　・各部配筋参考図5.6による

　・各部配筋参考図5.7による　　・図示

　・各部配筋参考図5.8による　　・図示

　・各部配筋参考図6.1による

　・各部配筋参考図表6.2による

<5.3><表5.2><図5.4><図5.5>

　・各部配筋参考図7.1による　　・図示

　・各部配筋参考図表7.2による

　・各部配筋参考図7.3による　　・図示

[8.21.6][8.22.7]

錆止め塗料塗り３ [7.3.2][表7.3.2]

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種塗替え部

鉄鋼面錆止め塗料塗り [7.3.3][表7.3.3]

適用箇所 種　　別

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

[7.3.3][表7.3.4]

適用箇所 種　　別

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

亜鉛メッキ鋼面錆止め塗料塗り

見え掛り部分

見え隠れ部分
新規

塗替え部

上記以外 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種鋼製建具等

　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料の種別（EP-G以外の場合）

５５ ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り（CL)

４ 合成樹脂調合

　　　ペイント(SOP)

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

種別　　・Ａ種　※Ｂ種 [7.5.2][表7.5.1]

[7.4.5][表7.4.3]

[7.4.4][表7.4.2]鉄鋼面合成樹脂調合ペイント塗りの種別

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

塗料の種別　　※１種　・２種

木部の合成樹脂調合ペイント塗り

[7.4.2]

[7.4.3][表7.4.1]

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

塗替えの場合

新規の場合

亜鉛メッキ鋼面合成樹脂調合ペイント塗りの種別

鋼製建具の塗替えの場合

（多孔質広葉樹を除く）

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種上記以外

　屋内

　屋外

６

形塗料塗り（NAD)

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散 [7.7.2][表7.7.1]種別

　・Ａ種　※Ｂ種

しみ止め（塗替えの場合）

屋内の木部つや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

新規（多孔質広葉樹を除く）　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

[7.9.2]

[7.9.3][表7.9.2]

　※改修標準仕様書7.9.2.(b)による　・　

塗替え

つや有合成樹脂ｴﾏﾙ

ｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)

８

つや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

コンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、その他ボード面の

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 [7.9.2][表7.9.1]

７ [7.8.2][表7.8.1]

[7.8.3][表7.8.2]

[7.8.4][表7.8.3]

耐候性塗料塗り（DP) 鉄鋼面耐候性塗料塗りの種別（新規を除く）

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

コンクリート面及び押出成形セメント板面耐候性塗料塗りの種別

亜鉛めっき鋼面耐候性塗料塗りの種別（新規を除く）

上塗り塗料等級　　

　・　級（コンクリート、押出成形セメント板面を除く）

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

　　　　　　　(UC)

種別　　・Ａ種　※Ｂ種11

13

[7.12.2][表7.12.1]

[7.15.2][表7.15.1]

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

　　 ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP) しみ止め（塗替えの場合）

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

模様塗料塗り(EP-T)

種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種９

10

　※改修標準仕様書7.10.2.(b)による　・　

種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種（塗替えで下地調整ＲＢ種、ＲＣ種を除く）

[7.10.2][表7.10.1]

[7.10.2]

[7.11.2][表7.11.1]

木材保護塗料塗り

[7.13.2][表7.13.1]ﾗｯｶｰｴﾅﾒﾙ塗り12 種別　　・Ａ種　※Ｂ種

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

屋内の鉄鋼面のつや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

[7.9.4][表7.9.3]

[7.9.5][表7.9.4]

(LE)

種別　　・Ａ種　※Ｂ種

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

屋内の亜鉛めっき鋼面のつや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

３ 鉄筋の継ぎ手及び定着
部位

柱，梁の主筋

その他

接合方法

D19,D22,D25・ガス圧接　　・重ね継手

・重ね継手

主筋及び耐力壁が重ね継手の場合の継手長さ

　※改修標準仕様書8.3.4(c)(1)による　　・　　

隣合う継ぎ手の位置

　・先組み工法等で同一箇所に設ける

[8.3.4]

[8.3.4][表8.3.2]

[8.3.4][表8.3.3]

径(㎜)

・機械式　　　・溶接

　※改修標準仕様書8.3.4(d)による

柱，梁，壁及び庇などの外気

に接する打放し面

施工箇所等

・20

※かぶり厚さは目地底から算定する。４ 鉄筋のかぶり厚さ

※超音波探傷試験　・引張試験

※機械式継手種類（・　　　　　　　　　　　　　　　　）

継手の工法（　　　　　）、品質の確認方法（　　　　　）、修正方法（　　　）

５ ｶﾞｽ圧接完了後の試験

・耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下記による。

[8.3.5][表8.3.6]

[8.3.8]

[8.4.2]

改修標準仕様書表8.3.6の値に加える数字(㎜)

・機械式継手及び溶接継手のあき寸法(㎜)　（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　「鉄筋の継手構造方法を定める件」建設省告示第1463号　 溶接継手
６ 機械式継手及び

定着長さ

　※改修標準仕様書8.3.4(e)(1)による　　・　 ［8.3.4］

　　　壁の厚さ　（　　　　　　　　　）

　　※改修標準仕様書8.2.5(d)(1)による

　　・　

　　※改修標準仕様書8.2.5(d)(2)による

　・混和剤

構造体強度補正値(S)

　※6N/㎜2　　・　

[8.10.2]７ 暑中コンクリート

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

-----
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

05
天理市立柳本小学校

特記仕様書　5
日誠建設株式会社

８
の
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耐
 
震
 
改
 
修
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ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト
 
工
 
事



　　※(財)日本建築防災協会の評価を受けた工法とする　　・　

２

連続繊維による補強・補修工法１

連続繊維ｼｰﾄ及び含

連続繊維ｼｰﾄ等によ

る工法

連続繊維補強材

　材料　・　

　工法　・　

　引張強度　・　

　ヤング係数　・　

４

　　※工法の評価内容により、半径は20㎜又は30㎜とする　　・　

柱の隅角部の面取り

　　・行う<　　　　　　　>　　・行わない

既存モルタルの圧縮強度測定

　　※構造躯体まで除去する　　・ﾓﾙﾀﾙ除去は行わない　　・　

仕上げモルタルの除去３

炭素繊維ｼｰﾄの施工

連続繊維ｼｰﾄの施工

準備

仕上げ

　・軽鉄下地（無溶接）の上にボード貼付け

　　　　試験方法及び判定基準<　　　　　　　>

　　・実施する　　・実施しない

付着強度試験

　　　　試験方法及び判定基準<　　　　　　　>

　　・実施する　　・実施しない

引張強度試験連続繊維補強材の５

強度試験　

１ 耐震スリットの種類及び形状

２ スリットの施工 スリット部の配管等の調査

　　範囲　※スリット新設部に伴う鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄの撤去の範囲全て

　　　　　・図示

　　　　　・　

　　　　　　墨出を行う

　　　　　・　

　　　　　・はつり出しによる

　　方法　※鉄筋探知器(金属探知器)により探査し、鉄筋、配管類の位置に

充填材

　充填材の種類　・耐火材（　　　　）　・遮音材（　　　　）

スリットの種類

モルタル及び

　　　　グラウト材

１

柱底均しモルタル　　※無収縮モルタル　　・　

　セメントの種類　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

　混和剤　・使用（　　　　　　）　・使用しない

・セメントの物理試験（フロー試験）　※行う

　圧縮強度　・　

[8.2.11][8.2.6]

[8.2.6][表8.2.5]

[8.1.6]

(7.2.4)

(7.2.6)

浸用接着樹脂等の材料

　・モルタル仕上げ

　・下地をモルタルとし、表面はGL工法でボード貼付け

　・珪砂を連続シート面に散布した後、表面はGL工法でボード貼付け

　※図示（図面番号　　　　 ）

　・　

　使用箇所　　※図示　　・　

撤去部の補修

　※撤去材と同一材で補修する

　・　

建方用アンカーボルトの種類(材質はJIS G 3101)

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格等

構造用アンカーボルトの種類(材質はJIS G 3138)

　・　

　・　

ボルトの種類

胴の材料　　※割枠式　・　

　※羽子板ボルト　　・　

・天井クレーン走行用等に使用するレール等

　　形状及び寸法等　　※図示（図面番号　　　　）

７ ターンバックル

６ アンカーボルト

　※標準仕様書表7.2.3による　　　・ 

ねじの呼び　　※図示（図面番号　　　　）

16 溶接部の試験

　試験の実施範囲

　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト接合の摩擦面　　・ 

　試験の方法

　　※監督職員が承諾する方法　　・ 

･行う（　　　　　　　　　　　　　　）

開先の形状等

　 処理

高力ボルト接合における摩擦面のすべり係数試験　　・実施する12 摩擦面の性能及び

13 技量付加試験

14 材料準備

　・　

エンドタブの切除15 溶接施工

適用箇所

・見え隠れ部分又は配筋上支障となる部分

・見え掛り部分

錆止め塗料の種別

SRC造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面

　　※行わない　・行う（塗料の種別及び適用箇所　　　　　）

18 錆止め塗料

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法

　 の溶接

17 デッキプレート

　・デッキプレートを鉄骨部材に密着させ、焼抜き栓溶接

　・　

耐火被覆材の接着する面の塗装

※耐火被覆の種別、性能及び適用範囲

　※図示（図面番号　　　　）

19 耐火被覆

20

 ・HDZ35

鉄鋼の溶融亜鉛めっきの適用

 種別 規格 記号又は等級 適用箇所

 ・A種  ※溶融亜鉛めっき(JIS H 8641)の２種  ・HDZ55

 ・B種  ・HDZ45

 ・C種

摩擦面のリン酸塩処理

　・行う(適用箇所　　　　　　)　　・行わない

ボルトの接合の方法　　・　21 軽量形鋼構造

22 溶融亜鉛めっき

アンカーボルト　・建方用　　・構造用

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法

　（　　　　　　　　　　　　）

　設置

アンカーボルト等の

柱底均しモルタルの工法　※A種　　・B種

　・ブラスト処理

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法　・A種　　・B種　　・C種

　※改修標準仕様書表7.3.1のＡ種　　・　　

仕上げ等

　※国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築鉄骨設計基準」による

　・　

10 工作図

※実施する(部位:　　　　　　)11 仮組

[8.1.6]

柱底均しモルタルの厚さ(㎜)　（　　　　　　　　　　　）

高力ボルト、普通ボルト及びｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　・適用する

(7.7.8)

(7.10.3)

(7.10.3)(表7.10.2)

(7.11.2)(7.12.3)(表14.2.2)

溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理

章 　項　　目 特　　　記　　　事　　　項

　・　　

　種　類

　・図示　

　・　　

　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系

　・ｴﾎﾟｷｼ系

ｶﾌﾟｾﾙの種類

・無機系 　・ｾﾒﾝﾄ系

　・ｴﾎﾟｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ系

（あと施工ｱﾝｶｰ）

１ あと施工アンカー

　・図示

あと施工アンカーの性能確認試験

　※実施しない　　・実施する

　試験方法　※(社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会のあと施工ｱﾝｶｰ標準試験法による

　　　　　　・　

　試験対象のあと施工アンカー

　試験数　・　

　　　　　※図示　　・　

２ あと施工ｱﾝｶｰの施工 穿孔前の埋込み配管等の探査

　・　　

　・　　

　・金属拡張ｱﾝｶｰ　

　・ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄｱﾝｶｰ　

　種　類 セット方式

　・　　

　・　　

　・　　

　・　　

・金属系アンカー

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ柱の溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖ﾌｰﾌﾟ工法での型枠等

※図示　　・　　

　あと打ちコンクリート又はモルタルの厚さ

　柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠

　柱頭及び柱脚の隙間寸法

※発泡プラスチック保温材等を埋込む　　・　　

※図示　　・60㎜　　・　

 ※本体打込み式改良型

・有機系

・接着系アンカー

　※ｶﾌﾟｾﾙ型　

　方法　　※鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に

　　　　　　墨だしを行う

　　　　　・はつり出しによる　　・　　

　・実施する　　・実施しない

あと施工アンカーの施工後の確認試験

　　試験方法及び試験数

・　

鉄骨製作工場の加工能力

　　・Mグレード以上　・Rグレード以上　・Jグレード以上)

　・指定性能評価機関による認定を受けた工場（・Sグレード　・Hグレード以上　

　※適用する

施工管理技術者の適用

・トルシア形高力ボルト(建築基準法に基づき認定を受けたもの)(S10T)

・JIS形高力ボルト(JIS B 1186)(F10T)

・溶融亜鉛めっき高力ボルト(建築基準法に基づき認定を受けたもの)(F8T相当)

高力ボルトの径

　　※図示（図面番号　　　　）

５ 普通ボルト

４ 高力ボルト

３ 鋼材

２ 施工管理技術者

１ 鉄骨製作工場

鋼材の材質、形状、寸法及び使用箇所　

　※図示（図面番号　　　）　　　

回転・打撃式

部位毎のコンクリートの打設工法の指定

　補強工法 　打設工法 　部位

 ・工法指定なし

 ・　

 ・工法指定なし

 ・　

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ柱の

溶接金網巻き

及び溶接閉鎖

ﾌｰﾌﾟ巻き工法

ｺﾝｸﾘｰﾄの打込工法等

現場打ち鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁の

 ・全ての増設壁

 ・図示　・　

 ・全ての補強柱

 ・図示　・　

（現場打ち鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁の

 増設工事及び溶接金網巻き

 工法溶接閉鎖ﾌｰﾌﾟ巻き工法）

11

増設工事

型　枠

[8.7.8]

10

　・　

※合板せき板

打放し

上記以外

 A種

 B種、C種

種別  せき板の規格

 ※１２　　・　

 ※１２　　・　

 ※１２　　・　

※スリーブ(配管用等)の材種及び規格等

外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ

 厚さ(㎜)

[8.1.4]

[8.2.7][表8.2.6]

 ※改修標準仕様書8.2.7(b)(1)　・　

 ※改修標準仕様書8.2.7(b)(2)　・　

 ※改修標準仕様書8.2.7(b)(2)　・　

[8.2.4]

[8.1.5]

[8.1.5]

[8.2.9]

[8.2.9]

[8.2.4]

[8.2.8][表8.2.7]

打放し仕上げの種別　　・A種　　・B種　　・C種

外部に面するコンクリートの打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う場合を

　・20　　・　

[8.7.9]

[8.1.4][表8.1.3]

含む)の打増し厚さ(㎜)

所要気乾単位容積質量(t/m3)

※1.8～2.1　　・　

※1.4～1.8　　・　

適用箇所種類

・1種

・2種

　　・　

８ 軽量コンクリート

９ 打放し仕上げの種別

[8.9.1][表8.9.1]

　※改修標準仕様書8.2.7(g)(2)(ⅰ)、(ⅱ)による

 ・流込み工法[8.21.8](a)(1)､(b)

 ・圧入工法　[8.21.8](a)(2)､(c)

[8.21.8][8.23.5]

 ・流込み工法[8.23.5](c)(ⅰ)

 ・圧入工法　[8.23.5](c)(ⅱ)

[8.23.5]

　・図示　

アンカー筋の径及び埋込み長さ等

[8.12.2]

[8.12.5]

　　確認強度　　　・図示（　　　　）　・　

　　　※改修標準仕様書8.12.5による　　・　　

[8.13.10]

[8.14.2]

[8.15.3]

[8.15.4]

[8.15.7]

改修標準仕様書8.15.7(a)(6)(ⅱ)①による

改修標準仕様書8.15.7(a)(6)(ⅱ)②による

[8.15.11]

[8.17.3][表7.3.1]

[8.17.3]

[8.18.2]

　フロー値　・　

２ 既存構造体と増設壁

　との取合部の処理方法

[8.19.9]増設の現場打ち鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁と既存構造体との取合いの処理方法

　※改修標準仕様書8.19.9による

　・　

[8.2.12][8.24.1][8.24.4]

[8.2.12][8.24.3]

[8.24.2]

[8.24.4]

[8.24.5]

[8.24.4]

[8.25.2]

[8.25.2]

[8.25.1][8.25.2]

[1.5.1][8.25.2]

23 溶接材料

本体径及び埋込み長さ等

１ 施工調査等 [9.1.1]

５ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

の除去及び処分

除去工法

保管場所

・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

６ 手続き等

　要な書類の届出を行うこと、またその内容を周辺住民の見やすい場所に掲示

　すること

７ 除去後の仕上げ ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８ 石綿作業主任者 ※適用する

９

[9.1.2]

[9.1.5]

[9.1.1]

アスベスト含有材の箇所

３

・封じ込め処理（　　　　　　　　　　）

・囲い込み処理（　　　　　　　　　　）

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付け材

の除去及び処分 ・除去工法（BCJ (財)日本建築センターの審査証明 (写)添付）

保管場所

・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等

の除去及び処分

除去工法

※手ばらし　　・（　　　　　　　　　）

保管場所

・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

[9.1.1][9.1.3]

[9.1.1][9.1.4]

[9.1.2]

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有の有無は、目視及び設計図書等によるものである。

※仕上表及び図面の建材表示の前に▲を付したもの

　目視及び設計図書等により製品名、製造所名、製造年等を確認し、調査結果を

　取りまとめ監督職員に提出する。

施工調査（アスベスト含有建材の有無）

[9.1.1]

　　　　濃度測定

２ ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん

分析結果報告書の提出

　　基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0206003号）による。

　※「建材中の石綿含有率の分析方法」（平成18年8月21日基発第0821002号、

分析方法

　・JIS A1481－2　　・JIS A1481－3

アスベスト含有建材の分析調査

除去工法

除去したアスベスト含有吹付け材等の固型化

除去したアスベスト含有吹付け材の処分

・埋立処分　　・中間処理

・行う　　・行わない（飛散防止散布材散布による固型化）

・埋立処分　　・中間処理

除去したアスベスト含有保温材等の固型化

・行う　　・行わない（飛散防止散布材散布による固型化）

除去したアスベスト含有保温材等の処分

※湿潤化の上手ばらし　　・（　　　　　　　　　）

除去したアスベスト含有成形板の処分（石綿含有せっこうボードを除く）

・埋立処分　　・中間処理

　・行う　　　・行わない

測定時期

点
処理作業前

点

点

点

点

点

処理作業後 点

点

点合 計

 測定点　測定場所

点

点

・処理作業室内

・集じん・排気装置の排出口

点・処理作業室内

点

点

点

（処理作業室外の場合）

※セキュリティーゾーン入口

※集じん・排気装置の排出口

※施工区画周辺又は敷地境界

点※処理作業室内

点・施工区画周辺又は敷地境界(隔離ｼｰﾄ撤去前)

処理作業中

　計

室

室

室

室

室

室

室

室

　※60mm　　・　　

砂利地業 材料

　・再生クラッシャラン

　・切込砂利又は切込砕石

砂利厚さ

[8.2.14]

捨コンクリート地業 捨コンクリートの厚さ

　　※50mm　　・　　

[8.28.4]

記録する施工状況等

　　・図示による（　　　）　　・　

５

６

・杭頭の中詰め材料
　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　　・　　　

杭の精度

　　杭の傾斜　　・1/100以内
　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　　

・杭頭の処理
　　・処理しない
　　・処理する
　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）
　　　・図示による（　　　）　・　　　

　・行う（適用範囲　　　　　　）　　・行わない

スランプ

※21

高力ボルトの種類

普通ボルトの径

　※図示（図面番号　　　　）

(7.2.3)

ボルト及びナットの材料

　※標準仕様書表7.2.3による

(7.2.3)(表7.2.3)

・デッキプレート単独の構法

・デッキプレートとコンクリートとの合成スラブとする構法

・　

　※図示(図面番号　　　　)　・　

　※図示(図面番号　　　　)　・　

(7.2.7)

９ レール

材質、形状及び寸法

8 デッキプレートの

完全溶込み溶接のスカラップの形状

　※国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築鉄骨設計基準」による

　・　

[8.15.7]
低応力高サイクル疲労を受ける部位　※図示(図面番号　　　　)　・　

　・ブラスト処理以外の特別な処理方法(　　　　)

　　すべり耐力等の確認方法　・図示(図面番号　　　　)　・　

※行う　　・行わない

［8.15.7］

※改修標準仕様書8.2.10(a)(b)による　・図示(図面番号　　）　・　　 [8.2.10]

　　　　　　　　[8.28.3]１ 埋戻し及び盛土 種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　　受け入れ場所

　　仮置場所

２ 建設発生土の処理 ※構外搬出適切処理

・構内指示場所に敷き均し

・構内指示場所にたい積

・構外指定場所に処分（搬出調書等を提出する）

　　受け入れ施設名

Ｃ種の場合(建設発生土受入量　　　　　ｍ3　発生場所　　　　　　　　　　）

山留めの存置 存置範囲（※図示　　・　　　） 　　　　[8.28.3]３

杭地業 支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置を含む） [8.28.4]
　　・図示による（　　　）　　・　

４

杭の材料、工法、寸法、施工方法等
　　・図示による（　　　）　　・　

・試験杭の位置、本数及び寸法並びに施工方法 [8.28.4]
　　・図示による（　　　）　　・　

・杭の継手の箇所数、材料、工法等 [8.2.14]

　　・図示による（　　　）　　・　

[8.28.4]

[8.28.4]

　　溶接部の確認　　　　・図示による（　　　）　　　　・　　
　　技能資格者の技量　　・図示による（　　　）　　　　・　　

・杭の溶接継手

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

-----

特記仕様書　6

※労働基準監督署及び保健所に必

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

06
天理市立柳本小学校日誠建設株式会社
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ.

N

4,500

運動場   4,040㎡

民家

民家

屋内運動場

DN

前面道路 県道150号線 巾員6,000

焼釜ｺｰﾅｰ

渡廊下

E
x
p.
J

25mﾌﾟｰﾙ 6ｺｰｽ

民家

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

DN ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

受水槽

市
道
 
巾
員

4
,0
0
0

前
面

道
路

 
市

道
 
巾

員
4
,
0
0
0

前面道路 市道 巾員4,000

18棟

ｽﾛｰﾌﾟ

遊具

遊具

A2　 1: 400

12棟
6-1棟

6-2棟

天理市立柳本小学校

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

-A

民家

★

198㎡

資材置場
工事用駐車場

仮囲い

キャスターゲートＷ6000

42.5ｍ

作業員ルート

キャスターゲートH1800　W6000
【指定仮設】

仮囲い 防音シート張り　H2000
資材置場 工事用駐車場

★ 交通誘導員（３５人工）

【指定仮設】

【指定仮設】

凡　例（仮設）

07

▲

配置図兼仮設計画図
日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

室名階

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

フタル酸樹脂エナメル

クリアラッカー塗り

合成樹脂調合ペイント

使用材料（材料記号）※内装仕上げの部分については、全てシックハウス規制の対象外（Ｆ☆☆☆☆）の建築材料を使用する。

アクリル樹脂エナメル塗り

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り

２液型ポリウレタンエナメル塗り

常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗り

オイルステイン塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

アクリル樹脂焼付塗装

内装薄塗材Ｅ

オイルステイン・ワニス（ウレタン樹脂）塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント模様塗料塗り 石膏ボード

ソフト巾木

シージング石膏ボード

グラスウール

化粧石膏ボード

強化石膏ボード

タイルカーペット

吸音穴あき無石綿セメントけい酸カルシウム板

ポリスチレンフォーム保温板

変成シリコーン系シーリング

シリコーン系シーリング

ポリサルファイド系シーリング

ポリウレタン系シーリング

コンクリート

モルタル

木

コンクリートブロック

鉄

ステンレス

硬質塩化ビニル管（厚肉管）耐候性塗料塗り 

ＳＯＰ

ＣＬ

ＦＥ

ＮＡＤ

ＡＥ

ＥＰ－Ｇ

②－ＵＥ

②－ＦＵＥ

ＯＳ

ＵＣ

Ｄ

ＳＰ

ＯＳＶ

ＥＰ

ＥＰ－Ｔ ＰＢ

Ｖ

耐水ＰＢ

ＧＷ

化粧ＰＢ

強化ＰＢ

ＴＣ

ＰＦ

ＦＫ－Ｐ

ＭＳ－２

ＰＳ－２

ＰＵ－２

Ｃｏｎ

Ｍｏ

Ｗ

ＣＢ

Ｓｔ

ＳＵＳ

ＶＰＤＰ

ＬＧＳ

断熱材
使用材料を示す。

ＳＲ－１、２

壁　

天井

床

メラミン樹脂化粧板ＭＢ

ＳＧＰ 配管用炭素鋼鋼管

下地下地仕上 高さ

巾木

天井高
備考

廻縁
棟

床 壁

仕上 仕上

天井

仕上 下地

軽量鉄骨下地

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25

設備機器　トイレブース

〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

2,500

塩ビ

現況

改修

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25

設備機器　トイレブース

〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

2,500

塩ビ

現況

改修

2階3階共通

2階3階共通

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25

設備機器　トイレブース

〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

2,500

塩ビ

現況

改修

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25

設備機器　トイレブース

〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

2,500

塩ビ

現況

改修

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

仕上表

-----

天理市立柳本小学校

天理市立柳本小学校

内部仕上表

女子職員便所

男子職員便所

男子便所

女子便所

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

2,500

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

衛生設備機器　トイレブース

塩ビ

現況

改修

2,500

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

衛生設備機器　トイレブース

塩ビ

現況

改修

2階3階共通

2階3階共通

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25

設備機器　トイレブース

〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

2,500

塩ビ

現況

改修

石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

モルタル下地ｔ30100角タイル貼り LGS〈撤去〉 〈撤去〉

〈撤去〉

ライニング、ＣＢ100下地　人造石天板ｔ25

設備機器　トイレブース

〈撤去〉

衛生設備機器　トイレブース

2,500

塩ビ

現況

改修

男子便所

女子便所

男子便所

女子便所

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

（男子便所、女子便所共通）

（2階3階共通） 石膏化粧ボードｔ9.5 LGS

LGS〈撤去〉〈撤去〉

塩ビ

現況

改修

▲ｹｲｶﾙ板ｔ6.0(NM-8578)　EP-Gモルタル下地ｔ30〈撤去〉

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

長尺塩ビシート張りｔ2.0 下地モルタル　t40

100ソフト巾木

100ソフト巾木
〈撤去〉 ＥＰ

ＰＳ壁：化粧ケイカル板　t6.0

ＥＰ－Ｇ

12
棟

6-1
棟

6-2
棟

１
階

２
階

３
階

１
階

２
階

３
階

100

アルミ金物

タイル下地モルタル　t40

土間コンクリート

〈撤去〉モザイクタイル貼り 〈撤去〉

〈撤去〉

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

アルミ金物

土間コンクリート

レベリングｔ10　
土間コンクリートｔ120　D13縦横＠150

ポリスチレンフォームｔ20

〈撤去〉

タイル下地モルタル　t40〈撤去〉モザイクタイル貼り 〈撤去〉

100

アルミ金物

タイル下地モルタル　t40

土間コンクリート

ポリスチレンフォームｔ20

〈撤去〉

〈撤去〉

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

アルミ金物

土間コンクリート

土間コンクリートｔ120　D13縦横＠150

ポリスチレンフォームｔ20

〈撤去〉

タイル下地モルタル　t40〈撤去〉モザイクタイル貼り 〈撤去〉

100

100

防水押えコンクリート

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

アルミ金物

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

防水押えコンクリート

アルミ金物

100

タイル下地モルタル　t40〈撤去〉〈撤去〉モザイクタイル貼り

100

防水押えコンクリート

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

アルミ金物

タイル下地モルタル　t40〈撤去〉〈撤去〉モザイクタイル貼り

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

防水押えコンクリート

アルミ金物

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

ライニング、ＬＧＳ65下地　ポストフォーム天板ｔ20

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

A種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種　t20

前室

防湿シートｔ0.15ｘ2

防湿シートｔ0.15ｘ2

防湿シートｔ0.15ｘ2

ＰＳ壁:ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBt12.5 LGS下地

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
(ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁耐水ﾗﾜﾝ合板ｔ12)

踏込：ノンスリップシート張りt2.0 溶接

08

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

化粧ケイカル板　t6.0（NM-4339）参考品番

ポリスチレンフォームｔ20
防湿シートｔ0.15ｘ2

土間コンクリートｔ120　D13縦横＠150
レベリングｔ10　

レベリングｔ20　

レベリングｔ20　

〈撤去〉モザイクタイル貼り

〈撤去〉踏込：塩ビシート

〈撤去〉踏込：塩ビシート

小便器部分汚垂石

モザイクタイル貼り

モザイクタイル貼り

小便器部分汚垂石

小便器部分汚垂石

小便器部分汚垂石

タイル下地モルタル　t40

ネダマット敷

ラワンベニア　t=12

タイル下地モルタル　t40

ネダマット敷

ラワンベニア　t=12

土間コンクリートｔ120　D13縦横＠150

モルタル金鏝押え

モルタル金鏝押え ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

日誠建設株式会社



KM、T付

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ.
天理市立柳本小学校

A2　 1: 200

Y4

Y3

Y2

Y1

5

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

受水槽

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

校長室保健室 ｽﾀｼﾞｵ

更衣室

女子

階段

廊下

ﾎｰﾙ

ﾎｰﾙ

昇降口

給食室

食品庫前室

廊下

職員室

踏込

多目的

便所

便所
お話の部屋相談室

湯沸室

玄関

DS

PS

玄関 ﾘﾌﾄ

UP

下処理室和室

押入 便所

E
xp

.J

DN

UP

UP
職員便所

A

B

C

D
D'

E

F

男子
便所

踏込

手洗

図書室 いきいき

N

踏込

12棟

18棟

6-1棟
6-2棟

印刷室

X2 X3 X4 X5 X7 X9X8 X10X6X1 1 2 3 4

管理棟・教室棟

3階建

便所6

教室棟

3階建

便所6

柳本小学校

1 2 3 4 5 6 7X2 X3 X4 X5 X7 X9X8 X10X6X1

① ②

⑦ ⑧

場　　所 内装改修

1F 便所 2か所 便所洋式及び乾式化

2F 便所 2か所 トイレブース取替

3F 便所 2か所 建具新設

電灯コンセント設備

給排水設備

衛生器具設備

換気設備

場　　所 内装改修

1F 便所 2か所 便所洋式及び乾式化

2F 便所 2か所 トイレブース取替

3F 便所 2か所 建具新設

電灯コンセント設備

給排水設備

衛生器具設備

換気設備

⑫⑪

①②
③④
⑤⑥

⑨⑩
⑦⑧

12棟

6-1棟 6-2棟

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

-A

天理市立柳本小学校

工事部分を示す

凡例

廊下

KM、2.72ｍ

作業経路　床シート養生　W1000

片開きドアW900　1箇所

KM　T付

KM

09

放送室

２階便所排水管改修に伴う天井撤去、復旧部分

KM、T付

仮設間仕切 LGS W65 PB9.5(特記無き部分は片面)

仮設間仕切 LGS W65 PB9.5(特記無き部分は片面)

1階　平面図
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日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A
天理市立柳本小学校

A2　 1: 200

Y4

Y3

Y2

Y1

X2 X3 X4 X5 X7 X9X8 X10X6X1 1 2 3 4 5N

女子

廊下

多目的

便所

便所便所

DS

廊下

男子女子便所

A

B

C

D
D'

E

F

屋上

男子便所

前室

PS

PS

E
xp

.J

Exp.J

ﾘﾌﾄ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

家庭科室

廊下

廊下

家庭科準備室

UP DN

屋上

階段

UPDN

屋上ﾎｰﾙ

UP DN

階段

普通教室普通教室 普通教室
普通教室普通教室 普通教室生活科室

普通教室

手洗

12棟

18棟

6-1棟
6-2棟

X2 X3 X4 X5 X7 X9X8 X10X6X1 1 2 3 4 5 6 7

③

④

⑨ ⑩

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

工事部分を示す

凡例

3,000

60
0

KM　T付

KM　T付

作業経路　床シート養生　W1000

片開きドアW900　1箇所

KM　T付

KM

前室

10

仮設間仕切 LGS W65 PB9.5(特記無き部分は片面)

仮設間仕切 LGS W65 PB9.5(特記無き部分は片面)

2階　平面図
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日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A
天理市立柳本小学校

A2　 1: 200

Y4

Y3

Y2

Y1

X2 X3 X4 X5 X7 X9X8 X10X6X1 1 2 3 4 5N

女子

廊下

多目的

便所

便所便所

DS

廊下

男子女子便所

A

B

C

D
D'

E

F

男子便所

前室

PS

PS

手洗

E
xp

.J

Exp.J

ﾘﾌﾄ

廊下

廊下

UP DN

階段

UPDN

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊ
ﾞ
ﾙ
ｺﾆ
ｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

図工準備室

図工室

UP DN

階段

普通教室 普通教室 普通教室
普通教室生活科室

多目的室
教材庫 普通教室(特)

12棟

18棟

6-1棟
6-2棟

X2 X3 X4 X5 X7 X9X8 X10X6X1 1 2 3 4 5 6 7

⑤

⑥

⑪ ⑫

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

工事部分を示す

凡例

4,595KM　T付

KM　T付

作業経路　床シート養生　W1000

片開きドアW900　1箇所

KM　T付

KM

前室

11

仮設間仕切 LGS W65 PB9.5(特記無き部分は片面)

仮設間仕切 LGS W65 PB9.5(特記無き部分は片面)

3階　平面図
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日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50

1/50１階　平面図

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

天理市立柳本小学校

H1200

掃除用具入 掃除用具入

既設 1/50１階　平面図

１階　職員便所

既設　平面図

±0

段鼻タイル

職員便所

男子便所

②
女子便所

①

職員便所

1

TB

±0

-100

【撤去】

-100

ﾃﾗｿﾞt=40

【撤去】
トイレブース

トイレブース
【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40

1 1

【撤去】

±0

【撤去】WD WD
木製片開戸 木製片開戸

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

12棟

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

【撤去】
段鼻タイル

【撤去】
面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

改修　平面図

改修

△ △

凡例

撤去部分を示す

カッター切を示す

トイレブース撤去部分を示す
木製フラッシュt=40

床：モザイクタイル撤去範囲を示す

床：塩ビシート撤去範囲を示す

周囲カッター切り
1階　土間コンクリート撤去範囲を示す

室名札撤去部分を示す。

△

凡例

▲ 室名札取付部分を示す
（特記なき限り平付けとする。）

ノンスリップシート張りt2.0 溶接

12

SK

SK

TB

101

TB

102

TB

103

SD

掃除用具入

掃除用具入

PS

トイレブース

L
G
S6
5
下
地

L
G
S
65
下

地

LGS65下地

±0

±0

女子職員便所

男子職員便所

汚垂石

トイレブース

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

SD

101

（有効開口） （有効開口）

SUS踏摺W=40（自動閉鎖式） （自動閉鎖式） SUS踏摺W=40

SUS踏摺W=40

SUS踏摺W=40

101

▲ ▲
ハンガードア ハンガードア

手
摺 手摺

手
摺

L
GS
6
5
下
地

±0

±0
±0

HD HD

平面図（1）

ポリスチレンフォームｔ20
防湿シートｔ0.15ｘ2

土間コンクリートｔ120　D13縦横＠150
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

天理市立柳本小学校 12棟 ２・３階　便所

既設　平面図

男子便所

段鼻タイル

盤

ＰＳ

H1200

掃除用具入

⑤

⑥

既設 1/50

女子便所

３階　平面図

段鼻タイル

H1200

盤

女子便所

掃除用具入
掃除用具入

既設 1/50２階　平面図

TB

3

TB

4

TB

5

ス
ロ
ー
プ

±0

-100

③
男子便所

④
TB

2

【撤去】

【撤去】

【
撤
去

】

塩
ビ
シ
ー
ト
貼

トイレブース
【撤去】

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】

ＣＢ壁

床：塩ビシート

【撤去】

【撤去】

【
撤
去

】

塩
ビ
シ
ー
ト
貼

【撤去】

トイレブース
【撤去】

【撤去】
トイレブース

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

手摺
【撤去】手摺

【撤去】
手摺

【撤去】

SD

段鼻タイル

ス
ロ
ー
プ

SUS押え金物

SUS押え金物
【撤去】

前室

±0

±0

-100

-100

SD

手摺
【撤去】

【撤去】

±0

-100

ＰＳ

【撤去】ＣＢ壁

【撤去】
トイレブース

前室

【撤去】床：塩ビシート

1
段鼻タイル

SK
掃除用具入

PS

TB

104
TB

105

掃除用具入

ケイカルt=6.0ＥＰ

SD

SUS踏摺W=40

SUS壁見切りW=40

化粧ケイカル板化粧ケイカル板

前室

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

H=900

H=1300

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
H=1300

±0

±0

±0 ±0

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
H=1300

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
H=900

SK

トイレブース

トイレブース

汚垂石

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1/50２・３階　平面図

▲

▲

女子便所 男子便所

手摺

手摺

改修　平面図

改修

▲

SUS踏摺W=40

既設壁モルタル
補修ＥＰ・Ｇ 既設壁モルタル

補修ＥＰ・Ｇ

SUS踏摺W=40

手摺 手摺

△ △

△

△ △

△
（アスファルト防水は存置）
防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ斫り範囲を示す

アスファルト防水
防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ範囲を示す

床斫り範囲を示す
周囲カッター切り
（既存鉄筋は出来る限り存置）
スラブ復旧範囲を示す

撤去、復旧

床：モザイクタイル撤去範囲を示す

床：塩ビシート撤去範囲を示す

凡例

撤去部分を示す

カッター切を示す

トイレブース撤去部分を示す

室名札撤去部分を示す。

△

凡例

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

▲ 室名札取付部分を示す
（特記なき限り平付けとする。）

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

ｼｰｼﾞﾝｸﾞPBｔ12.5　LGS下地
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1

平面図（2）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

既設 1/50１階　平面図 1/50１階　平面図

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

既設　平面図

天理市立柳本小学校 １階　便所

女子便所

多目的便所

PS

H1010

H820

H820

H1220

掃除用具入

TB

7

TB

6

TB

8

TB

9

SUS踏摺

男子便所

⑧

±0 ±0

+20

+20

±0

-100

【撤去】
面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

トイレブース
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース

トイレブース
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】 【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

トイレブース
【撤去】

【撤去】
ＲＣ壁

SUS踏摺

【撤去】

⑦

PS

多目的便所

女子便所

男子便所

±0 ±0

-100

±0

SUS踏摺
SUS踏摺

TB

107

TB

106

掃除用具入

SK
SK

SUS踏摺 SUS踏摺

H=1300

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
H=900

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
H=900

汚垂石

トイレブース

トイレブース

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

パーテーション

L
GS
6
5
下
地

L
GS
6
5
下
地

±0

TB

108

PT

101

6-1棟　6-2棟

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

SD

101

掃除用具入

手摺

手
摺

手摺

手摺

手摺

H=1300
面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

▲

既設建具枠：ＳＯＰ塗装

改修　平面図

改修

凡例

撤去部分を示す

カッター切を示す

トイレブース撤去部分を示す
木製フラッシュt=40

床：モザイクタイル撤去範囲を示す

床：塩ビシート撤去範囲を示す

周囲カッター切り
1階　土間コンクリート撤去範囲を示す

室名札撤去部分を示す。

工事範囲外の便所を示す

凡　例

△

工事範囲外の便所を示す

凡　例

凡例

▲ 室名札取付部分を示す
（特記なき限り平付けとする。）

既設建具枠：ＳＯＰ塗装

14

換気扇換気扇

平面図（3）

ポリスチレンフォームｔ20
防湿シートｔ0.15ｘ2

土間コンクリートｔ120　D13縦横＠150

レベリングｔ20　
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ノンスリップシート張りt2.0 溶接

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)
(廊下側前室部分)

(外部側前室部分)

日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

既設 1/50 1/50２・３階　平面図 ２・３階　平面図

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

既設　平面図

天理市立柳本小学校 ２・３階　便所6-1棟　6-2棟

掃除用具入
TB

110

SUS踏摺 SUS踏摺

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
H=900

L
GS
6
5
下
地

L
GS
6
5
下
地

汚垂石

女子便所

トイレブース

TB

109

PS

掃除用具入

H=1300

±0

±0 ±0

±0
±0

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
H=900

男子便所

凡　例

工事範囲外の便所を示す

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

手摺：SUSφ32 手摺：SUSφ32

手摺：SUSφ32

手摺：SUSφ32

H=1300
面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

TB

111

多目的便所

手摺
手摺

手摺

手摺

既設建具枠：ＳＯＰ塗装既設建具枠：ＳＯＰ塗装

改修　平面図

改修

SD

101

トイレブース

トイレブース

多目的便所

PS

H1010

H820

H820

H1220

H770 H770

掃除用具入

⑪

TB

8

TB

11

TB

6

【撤去】
面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】
面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

トイレブース
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース

トイレブース
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】 【撤去】

手摺
【撤去】

トイレブース
【撤去】

【撤去】
ＲＣ壁

SUS踏摺 SUS踏摺

⑨
女子便所

⑩⑫
男子便所

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

±0

±0

TB

10

（アスファルト防水は存置）
防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ斫り範囲を示す

アスファルト防水
防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ範囲を示す

床斫り範囲を示す
周囲カッター切り
（既存鉄筋は出来る限り存置）
スラブ復旧範囲を示す

撤去、復旧

床：モザイクタイル撤去範囲を示す

床：塩ビシート撤去範囲を示す

凡例

撤去部分を示す

カッター切を示す

トイレブース撤去部分を示す

室名札撤去部分を示す。

工事範囲外の便所を示す

凡　例

△

凡例

▲ 室名札取付部分を示す
（特記なき限り平付けとする。）

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

手
摺
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換気扇換気扇

平面図（4）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ

職員便所
男子便所

職員便所
女子便所

12棟天理市立柳本小学校

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40

ﾃﾗｿﾞt=40
トイレブース

【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40
トイレブース

【撤去】

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

【撤去】トイレブースﾃﾗｿﾞt=40

【撤去】トイレブースﾃﾗｿﾞt=40

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

【撤去】トイレブース

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】 【撤去】
アルミ片開戸

【撤去】
アルミ片開戸

カッター切を示す

１階　職員便所 撤去　展開図

凡例

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

撤去部分を示す

木製フラッシュ壁t=40撤去部分を示す

トイレブース
【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40

トイレブース
【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40
トイレブース

【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40

トイレブース
【撤去】

ﾃﾗｿﾞt=40

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

木製フラッシュ壁t=40
【撤去】

トイレブース【撤去】

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

16撤去　展開図（1）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

男子便所

Ａ Ｃ

ＣＢ ＢＡ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

女子便所

天理市立柳本小学校 12棟 ２階　便所

開口

開口

開口

【撤去】SUS壁見切り

開口

開口

開口

ＣＢ壁【撤去】

【撤去】

開口

【撤去】 【撤去】
トイレブース

【撤去】ＣＢ壁

凡例

カッター切を示す

撤去部分を示す

撤去　展開図

【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

トイレブース【撤去】

【撤去】

【撤去】

前室

前室 前室

前室 前室

前室

SUS壁見切り【撤去】

【撤去】ＣＢ壁

SUS壁見切り【撤去】

【撤去】ＣＢ壁

【撤去】ＣＢ壁

【撤去】

【撤去】 【撤去】

前室手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

SUS壁見切り【撤去】

手摺
【撤去】

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

SUS壁見切り【撤去】

【撤去】
トイレブース

SUS壁見切り【撤去】

【撤去】

【撤去】トイレブース

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

【撤去】
トイレブース

手摺
【撤去】
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ソフト巾木 ソフト巾木

ソフト巾木 ソフト巾木

ソフト巾木 ソフト巾木

ソフト巾木 ソフト巾木ソフト巾木 ソフト巾木

撤去　展開図（2）
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女子便所

男子便所

Ａ Ｃ

ＣＢ ＢＡ

Ｄ Ａ Ｂ Ｃ

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50

天理市立柳本小学校

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

12棟 ３階　便所

Ｄ Ｄ

【撤去】

開口
開口 開口

ＣＢ壁【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】ＣＢ壁

塩ビ巾木【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

【撤去】トイレブース

【撤去】トイレブース

開口 開口

開口

開口 開口

【撤去】ＣＢ壁 【撤去】ＣＢ壁

凡例

カッター切を示す

撤去部分を示す

開口

撤去　展開図

前室

前室前室

前室

前室

【撤去】

【撤去】
トイレブース

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

トイレブース
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】

【撤去】

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

手摺
【撤去】

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース 【撤去】

トイレブース

【撤去】
トイレブース

【撤去】

【撤去】

前室

SUS壁見切り

SUS壁見切り

SUS壁見切り

SUS壁見切り SUS壁見切り

18

ソフト巾木 ソフト巾木
ソフト巾木

ソフト巾木 ソフト巾木

ソフト巾木 ソフト巾木

ソフト巾木ソフト巾木

撤去　展開図（3）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

女子便所

男子便所

Ｂ ＤＡ Ｂ Ｃ

Ａ ＣＢＢ

Ｄ Ｄ

天理市立柳本小学校 6-1棟　6-2棟 １階　便所

凡例

カッター切を示す

撤去部分を示す

撤去　展開図（4）

撤去　展開図

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

トイレブース
【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

【撤去】トイレブース

【撤去】
トイレブース

手摺
【撤去】

トイレブース
【撤去】

【撤去】
トイレブース

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

【撤去】
トイレブース

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

天理市立柳本小学校

女子便所

男子便所

Ｂ ＤＡ Ｂ

Ａ ＣＢＢ

Ｄ Ｄ

Ｃ

凡例

カッター切を示す

撤去部分を示す

撤去　展開図6-1棟　6-2棟 ２・３階　便所

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】
面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

【撤去】トイレブース

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

手摺
【撤去】

トイレブース
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

面台、配管ﾊﾞｯｸ
ﾃﾗｿﾞt=25

【撤去】

手摺
【撤去】

手摺
【撤去】

【撤去】
トイレブース

【撤去】
トイレブース

20撤去　展開図（5）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

天理市立柳本小学校

職員便所
男子便所

職員便所
女子便所

12棟 １階　職員便所

Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ

改修　展開図

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20 面台ポストフォームｔ20

汚垂石シート

トイレブース

トイレブース

トイレブース

手摺

手摺

手摺

手摺

21改修　展開図（1）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

男子便所

Ａ Ｃ

ＣＡ

Ｄ Ａ Ｂ Ｃ

女子便所

天理市立柳本小学校 12棟 ２階　便所

Ｂ Ｂ

Ｄ Ｄ

開口
開口 開口

開口 開口 開口

開口

開口

開口

改修　展開図

前室

前室 前室

前室 前室

前室 前室

SUS壁見切り SUS壁見切り

SUS壁見切り

SUS壁見切り

SUS壁見切り SUS壁見切り

面台ポストフォームｔ20 面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20 面台ポストフォームｔ20

汚垂石シート 汚垂石シート

トイレブース

トイレブース

手摺手摺 手摺 手摺

手摺

手摺
手摺

手摺

手摺 手摺

手摺
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ソフト巾木Ｈ100ソフト巾木Ｈ100 ソフト巾木Ｈ100

ソフト巾木Ｈ100ソフト巾木Ｈ100

ソフト巾木Ｈ100ソフト巾木Ｈ100

改修　展開図（2）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

天理市立柳本小学校 6-1棟　6-2棟 １階　便所

女子便所

Ａ

男子便所

Ｂ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ

改修　展開図

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20

汚垂石シート

トイレブース

トイレブース

手摺

手摺 手摺

手摺手摺

手摺
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面台ポストフォームｔ20

改修　展開図（3）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

天理市立柳本小学校

女子便所

Ａ

男子便所

Ｄ

Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｄ

Ｃ

6-1棟　6-2棟 ２・３階　便所 改修　展開図

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20

汚垂石シート

汚垂石シート

面台ポストフォームｔ20

面台ポストフォームｔ20

トイレブース

トイレブース トイレブース

手摺

手摺

手摺

手摺

手摺 手摺

手摺
手摺

手摺
手摺

24改修　展開図（4）
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

1/100

符号・型式・数量

場所

形状・寸法

見込

備考

符号・型式・数量

場所

形状・寸法

見込

備考

符号・型式・数量

形状・寸法

見込

備考

金物

金物

金物

ガラス・材質・仕上

ガラス・材質・仕上

ガラス・材質・仕上

場所

TB

2

TB

3

TB

4

1

TB
1 1 1

天理市立柳本小学校 撤去　建具リスト

WD

1
2

1

SD
片開きPS点検口

12棟　２・３階　便所

TB

5
1 1

TB

6

TB

7

PS

1
TB

8

TB

9

TB

10
1

TB

11

額縁共撤去

片開き戸

12棟　１階　職員便所

40

メラミンフラッシュ　40　型板ガラス4.0

12棟　１階　職員便所

40

トイレブース

ブース：テラゾブロックt=40　扉：木製フラッシュ

40

一体成型パーティクルボード

40

トイレブース

一体成型パーティクルボード

12棟　２階　便所

40

トイレブース

一体成型パーティクルボード

12棟　３階　便所

アコーディオンドア

ハンガードア

自動閉鎖装置

40

一体成型パーティクルボード

12棟　３階　便所

3 トイレブース

6-1棟　6-2棟　１～３階　便所

3

40

トイレブース

一体成型パーティクルボード

6-1棟　6-2棟　１階　便所

トイレブース

40

トイレブース

一体成型パーティクルボード

6-1棟　6-2棟　１～３階　便所

40

トイレブース

一体成型パーティクルボード

6-1棟　6-2棟　１階　便所

2

40

トイレブース

一体成型パーティクルボード

6-1棟　6-2棟　２・３階　便所

40

トイレブース

一体成型パーティクルボード

6-1棟　6-2棟　２・３階　便所

2 2

トイレブース

12棟　２階　便所

60

スチール

40

一体成型パーティクルボード

25撤去　建具リスト

4
,
7
9
0

1
0
0

4
5
0

1
,
2
6
0

5
8
0

4
6
0
5
8
0
4
6
0

5
8
0
3
2
0

1,080

40 1,000 40

4
,
7
9
0

1
0
0

4
5
0 2
2
0
5
8
0

3
,
4
4
0

3
2
0 4
0
1
,
0
0
0
4
0
1
,
0
0
0
4
0
1
,
0
0
0

40 480
40
480 40

6
,
2
9
0

5
9
0

1
,
3
3
0

4
,
3
7
0

195

920

1,115

895

6,290

100 550 550 550 550 550 550 550 420 1,330
10

480 100

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

4,790

320 580 460 580 455 585 1,260 450 100

100
450

220
580 3,440

1
,
8
0
0

5
0

1
,
7
5
0

1
0
0

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
,
7
5
0

1
0
0

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
5
0

40
1,000

40

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

4,120

100 550
140 30

420 550
100 30

420 550
100 30

420 550
100 30

4
,
1
2
0

7
9
0

3
,
3
3
0

920

820 100

1
,
9
2
0

800

4
,
3
7
0

1
,
0
7
0

3
01
,
0
7
0

3
01
,
0
7
0

3
01
,
0
7
0

30 890

70 1,000 1,005

4,370

100 550 420
30 100

550 420
30 100

550 420
30 100

550 420

2,075

1,005 1,000
70

4
,
1
2
0

7
9
0

3
,
3
3
0

820

790 30

920

890 30

4,120

100 550
140 30

420 550
100 30

420 550
100 30

420 550
100 30

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

1
,
8
9
0

4
0
5
6
0
4
0
1
,
2
1
0

4
0

500

460 40

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

1,890

40
100

440
20

245
800 205

40

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

2,620

100 600
60

40

100
600

30

40

100
600 350

2
,
6
6
0

1
,
0
5
0

4
07
3
0

4
07
6
0

4
0

1,170

40 1,130

140 1,030

990 40

2
,
0
7
0

1
,
0
5
0

4
0
9
8
0

2,070

350 600
10040

280 600 100

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

1
,
0
0
5

9
6
5

4
0

580

40 540

1,005

40
88
500 378

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

2,620

100 600
60

40

100
600

30

40

100
600 310

40

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

7
3
0

250

2
,
6
5
0

4
0

1
,
0
0
0

4
07
3
0

4
07
6
0

4
0

1,170

400 770

140

40 100 755

40
88
500
87

40

1
,
9
0
0

5
0

1
,
8
3
0

2
0

770

40 730

7
5
5

4
0

6
7
5

4
0

500

6
0
0

日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

1/50
天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

符号・型式・数量

場所

形状・寸法

見込

備考

符号・型式・数量

場所

形状・寸法

見込

備考

符号・型式・数量

形状・寸法

見込

備考

金物

金物

金物

ガラス・材質・仕上

ガラス・材質・仕上

ガラス・材質・仕上

場所

天理市立柳本小学校
TB

101

TB

104

TB TB

102 103

TB

105

TB

106

TB

107 108

TB

109

TB

110

有効W 

TB

111 101

SD

1 1

12棟　１階　職員便所

1

TB TB

2

12棟　２・３階　便所

手すり設置部分は下地補強すること

40

ポリ合板

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

トイレブース

12棟　２・３階　便所

2

1

トイレブース

40

ポリ合板

手すり設置部分は下地補強すること

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、戸当り、他附属金物一式

トイレブース

40

ポリ合板

手すり設置部分は下地補強すること

12棟　１階　職員便所

手すり設置部分は下地補強すること

40

ポリ合板

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

トイレブース

手すり設置部分は下地補強すること

40

ポリ合板

トイレブース

6-1棟　6-2棟　１階　便所

40

ポリ合板

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

トイレブース

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

トイレブース

6-1棟　6-2棟　１階　便所

101
2

101

PT

11

手すり設置部分は下地補強すること

40

ポリ合板

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

トイレブース

6-1棟　6-2棟　１階　便所

2

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

40

ポリ合板

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

トイレブース

6-1棟　6-2棟　２・３階　便所

2

手すり設置部分は下地補強すること

40

ポリ合板

トイレブース

手すり設置部分は下地補強すること

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、戸当り、他附属金物一式
Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

Ｔ型サポート、アルミ笠木、ヒンジ、取手、
戸当り、他附属金物一式

2

40

トイレブース

40

ポリ合板

6-1棟　6-2棟　２・３階　便所 6-1棟　6-2棟　２・３階　便所

SUS巾木

1

アルミガラリ

化粧鋼板　厚0.6　スチール枠厚1.2　見付：131

2㎜ポりカーボネート版(型板マット)

他附属金物一式

把手、ハンガー金物一式、戸当たりゴム

トイレブース

12棟　１階　職員便所

片引ハンガードア

40

ポリ合板

6-1棟　6-2棟　２・３階　便所

60

スチール　ＤＰ塗装

分電盤錠

12棟　１階　職員便所

改修　建具リスト

指詰め防止仕様 指詰め防止仕様 指詰め防止仕様 指詰め防止仕様 指詰め防止仕様

指詰め防止仕様 指詰め防止仕様 指詰め防止仕様 指詰め防止仕様 指詰め防止仕様

指詰め防止仕様

ポリ合板

付属部品一式

26
天理市立柳本小学校

HD
ＰＳ点検口

改修　建具リスト
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

1/100

撤去

天理市立柳本小学校

12棟 １階　職員便所 1/100 12棟 1/100 6-1棟 6-2棟 1～3階 便所 1/100２・３階　便所

放送室

踏込

ｽﾀｼﾞｵ

既設 １階　平面図

天 井 仕 上凡 例

Ｂ

Ｂ

Ａ

ｽﾃﾝﾚｽ製吊ﾊﾟｲﾌﾟφ34x2.3 SOP

グラスウールｔ50

LGS下地

LGS下地

12棟 １階　職員便所 1/100 12棟 1/100 6-1棟 6-2棟 1～3階 便所 1/100２・３階　便所

放送室

踏込

ｽﾀｼﾞｵ

既設 １階　平面図

天 井 仕 上凡 例

天井点検口(アルミ製)450角（開口補強）

Ｂ
グラスウールｔ50

LGS下地

LGS下地

天井点検口(アルミ製)450角

石膏化粧ボードｔ9.5

PS

Ａ Ａ

Ａ Ａ
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

前室

女子便所

③

男子便所
④

男子便所女子便所
職員便所職員便所

②① 女子便所
⑦

男子便所

⑧

女子便所
職員便所

①
男子便所
職員便所

②

女子便所

③
男子便所

④

女子便所
⑦

男子便所
⑧

前室

▲ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ 目透し張り　5ｘ910ｘ910

改修

27

天井撤去部分 天井復旧部分
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有孔練り付けベニヤ（白ラワン）ｔ5.5　UC塗装 有孔練り付けベニヤ（白ラワン）ｔ5.5　UC塗装
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天井伏図

5
,
0
0
0

4,250

4,660

1,380 1,840 1,440

4,660

2,300 2,360

8
,
5
0
0

6
,
5
0
0

6
0
0

1
,
4
0
0

8
,
5
0
0

6
,
5
0
0

6
0
0

1
,
4
0
0

7
,
0
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

4,500

1,350 2,000 1,150

4,500

1,750 1,030 1,720

7
,
0
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

5
,
0
0
0

4,250

4,250

2,125 2,125

4,250

1,525 1,200 1,525

4,660

2,300 2,360

4,500

1,350 2,000 1,150

4,500

2,308 2,192

4,660

2,300 2,360

8
,
5
0
0

6
,
5
0
0

2
,
0
0
0

8
,
5
0
0

6
,
5
0
0

2
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
5
0

1
,
9
5
0

7
,
0
0
0

5
,
0
5
0

1
,
9
5
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

Ａ

（取外し撤去処分）

日誠建設株式会社



床：塩ビシート
【撤去】

【存置】
【存置】

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
ＲＣスラブ

下地モルタル
土間タイル 【撤去】

【撤去】

6-1,2棟 2･3階 
便所前室

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事
-----

1/20床改修　詳細図

撤去 改修

【改修部分】
1:10

はね上げ手摺取り付金物

取付補強材
C-60×30×10×2.3

取付補強材

LGS：W=65 LGS：W=65

はね上げ手摺

多目的WC　はね上げ手摺取付補強詳細図

※補強材については手摺メーカーの仕様に準じること。

C-60×30×10×2.3

①心出しをした後、取付プレートをt2.3
　mm以上の軽量鉄骨に溶接する。
②取付プレートのボルト穴に、長ねじボル
　トをねじ込み、裏側よりナットで締め
　付ける。
③φ10mmの長ねじボルトの通し穴を開
　けた合板を取り付ける。
④壁仕上げ後、長ねじボルトの出代が壁仕
　上げ面より9～16ｍｍ（手すりがT110
　B型の場合は9～12mm）の範囲となる
　ように調整する。
⑤フランジの取付穴を長ねじボルトに通し、
　座金、ナットで締め付ける。　
⑥カバーを仕上げ面に押し付ける。

手摺取付補強詳細図

※補強材については手摺メーカーの仕様に準じること。

通し穴

軽量鉄骨

軽量鉄骨

取付プレート

長ねじボルト

ナット

フランジ

カバー

座金

合板

溶接固定

C-60×30×10×2.3

C-60×30×10×2.3

天井点検口 詳細図 1:5

内枠・外枠・スライドアングル
アルミニウム押出形材A6063S-T5
色：シルバー（アルマイト処理）
回転軸
軟鉄線材
係止スライド
樹脂
チャンネルキャッチ
溶融亜鉛めっき鋼板 ナカ工業　ＨＨ-ＭＭⅡｆ-454　454×454　同等以上

取付チャンネル
（別途工事）

チャンネルキャッチ
スライドアングル

回転軸

断面詳細図　S=1/3

係止スライド

仕上材切断寸法　439

天井仕上げ材

規格寸法　454

外枠材

内枠材

チャンネルキャッチ

取付チャンネル
10

ハッチ有効開口寸法　444.8
415.4

下地材切断寸法　413

スライドアングル
野縁Ｍバー

野縁受け

4
6
.5

47

2.8 2.7
2

4.6 4.7

野縁受け 野縁Ｍバー 取付チャンネルチャンネルロック

チャンネルキャッチ

4
54

454

伏せ図　S=1/10

取付状態図 S=1/10

（Ｗ）（Ｈ）寸法は図示による

配管バック改修詳細図 1/10

仮留めテープ

接着剤

化粧ケイカル板　t6.0（新設）
シリコーン

アルミジョイナー

専用仮留めテープ

専用接着剤

化粧ケイカル板　t6.0（新設）

出隅 入隅

1/2化粧ケイカル板（タイル面）　詳細図

化粧ケイカル板　t6.0（新設）

1
0
0

巾木

仮留めテープ

既設壁 SUS角パイプ30x25x1.5

アルミL-30x15x2.0

シリコーン
シリコーン

化粧ケイカル板
　t6.0（新設）化粧ケイカル板

　t6.0（新設）

SUS平ビス＠300以内

平面

一般部見切り部

接着剤

既設タイル面

既設タイル面

アルミジョイナー

押え金物

面台：メラミンポストフォーム　（新設）

シリコンシール（１成分形、防カビタイプ）
10*10

化粧ケイカル板　t6.0（新設）

t=2.0貼　（新設）

▽新設ＦＬ

（
Ｈ
）

壁：既設タイル面の上樹脂モルタル薄塗ｔ5
　　化粧ケイカル板　t6.0（新設）

（Ｗ）

※

床：抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

アルミ巾木押え金物（新設）

T=20　芯材：耐水MDF

（
現
場
合
わ
せ
）

（現場合わせ）

床タイル、
防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ斫り範囲を示す
（アスファルト防水は存置）

100

フレア溶接
片面L=10D

100

1
0
0

1
00

平面

断面

和式便所撤去跡開口閉鎖　詳細図 1/20 汚垂石　詳細図 1/30

600
Ｈ

Ｗ

TOTOﾊｲﾄﾞﾛﾌﾛｱｰ同等

2
0

12

腰壁：LGS65型壁下地　耐水ﾗﾜﾝ合板 ｔ12の上
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床斫り範囲を示す
周囲カッター切り
（既存鉄筋は出来る限り存置）

部分詳細図（1）

120

66

30

2
5

20

1
5

1
0
0

65 6

700

30
0

金属系アンカーD13@150

D13@150 シングル、埋込L＝８D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打
FC=21N/mm2 S=18

重しろ 重しろ

1
3
0

7
0

1
40

金属系アンカーD13@150
D13@150 シングル

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)
ラワンベニア　t=12
ネダマット敷

汚垂石：（ア）6.0

６

FL

（１成分形、防カビタイプ）
シリコンシール

便所前室

床：塩ビシート
【撤去】

【撤去】

【存置】
【存置】

段鼻タイル

モザイクタイル貼
据付モルタル
下地モルタル
押えコンクリート
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
ＲＣスラブ

便所前室

抗菌塩ビシート張りt2.0
ｽﾃﾝﾚｽ沓摺(ｱ)2.0

12棟 2･3階 

【存置】
【存置】

4
0

7
0

1
3
0

1
0
0

【存置】
【存置】

ラワンベニア　t=12
ネダマット敷

既設土間タイル樹脂モルタルしごき

12棟 2･3階 

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺t=2.0

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺詳細図

抗菌塩ビシート張りt2.0
溶接(多湿仕様)

抗菌塩ビシート張りt2.0
溶接(多湿仕様)

1
2
0

6
0
1
.9

1,600

6-1,2棟 2･3階 
便所前室

抗菌塩ビシート張りt2.0

抗菌塩ビシート張りt2.0

溶接(多湿仕様)

溶接(多湿仕様)

溶接(多湿仕様)

溶接(多湿仕様)
抗菌塩ビシート張りt2.0

下地モルタル金鏝押え

巾木：ソフト巾木　H=100（新設）

（下地ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=10、ラワンベニアt=12共)

既設タイル面

巾木：ソフト巾木　H=100（新設）

既設タイル面

既設タイル面

日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事
-----

Ｔ型取合い

注記

・仕上材の種別は別図による。

8

8

打込みピン
＠1200程度

(65X45X0.8)

シーリング

シーリング

化粧珪酸カルシウム板ｔ6

シーリング シーリング

LGS壁下地＜65＞

-頭部　ランナーが野縁と直角の場合-

タッピンねじ

ランナー

野縁

＠900程度

野縁受

ランナー

野縁

タッピンねじ
又は溶接

野縁受
＠900程度

LGS壁下地＜65＞

-頭部　ランナーが野縁と平行の場合-

天井開口補強 詳細図
1:20
1:50

注記

・その他の補強野縁受、取付用補強材は野縁受と同材とする。 

・開口補強は建築工事とする。 ・器具の取付は各々設備、電気工事とする。 ・補強野縁は野縁と同材とする。 

・野縁受のはね出しが300以上の場合は増吊をする。 

D

取付用 補強材 

補強野縁受 

L

W
F

C

E

L W

補強野縁 

野縁 

補強野縁受 

W

L

A

B

補強野縁 

野縁受 

吊ボルト 照明器具及び吊ボルト（電気工事）

野縁 

野縁受 

野縁 

W

L

野縁 

照明器具及び吊ボルト（電気工事）

補強野縁 

野縁受 

W

L

野縁 

補強野縁受 

野縁 

野縁を切断する場合 

取付用補強材 
天井改め口 

野縁受 

天井改め口 

W

L 取付用補強材 

野縁受 

野縁を切断しない場合 

断面 D

断面 C

B 断面 

断面 A

断面 

断面 F

E

天井改め口の場合 

註）開口部周りは、C-60×30×10×2.3　にて補強の事。

化粧珪酸カルシウム板ｔ6

シーリング

アルミ
ジョイナー

Ｌ型取合い

H

アルミジョイナー

1/5ＬＧＳ壁ボード貼り（出隅・入隅部）詳細図

振止め 鉄筋 ９φ 溶接止め

ｷｬﾘﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ 溶接止め

2
5

25

天井見切
塩ビ製

型 見切縁
アルミ製

 (天井仕上に依る)

SUS上框 詳細図 1/10

【新設】

SUS上框 (新設)
ステンレスＨＬ加工
踏摺用アンカー＠600（新設）

レベリングモルタルt=10

【新設】

レベリングモルタルt=10

1/5

仕様

フレーム：ABS樹脂　クリア

2
0
0

20016

200

2
0
0

平付

突出

イラスト又は文字

イラスト又は文字

（表示は現場指示による）

（表示は現場指示による）

室名札 1/4 1：20

FC=18 N/mm2 S=15

1/5壁LGS（一般）詳細図

軽量コンクリートt=60
((ワイヤーメッシュφ6 150x150))

シージング石膏ボードt12.5の上　

12.5 12.5

1
2.
5

12
.
5

12.5 12.5

1
2.
5

1
2
.5

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

シージング石膏ボードt12.5の上　

ノンスリップシート張りt2.0 溶接
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便所窓際 上り天井納り標準詳細図

部分詳細図（2）

１階　便所床コンクリート復旧詳細図　

現場発泡硬質ウレタンフォームｔ70

12棟 1階
12棟 1階

便所 便所

6-1棟 6-2棟 1階6-1棟 6-2棟 1階

モザイクタイル撤去

ハッチングは撤去部分

既設：土間スラブ　Ｄ13＠150

4
0

（既存鉄筋は出来る限り存置）

撤去

ハッチングは既設部分

セルフレベリングｔ＝10
抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

改修

土間コンクリート　Ｄ13＠150

再生砕石

A種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種　t20
防湿シート0.15ｘ2

撤去存置
土間コンクリート 土間コンクリート

ハッチングは撤去部分

既設：土間スラブ　Ｄ13＠150

（既存鉄筋は出来る限り存置）

撤去

ハッチングは既設部分

改修

土間コンクリート　Ｄ13＠150

再生砕石

A種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種　t20
防湿シート0.15ｘ2

撤去存置
土間コンクリート 土間コンクリート

モザイクタイル

抗菌塩ビシート張りt2.0 溶接(多湿仕様)

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺(ｱ)2.0

セルフレベリングｔ＝20

塩ビシート撤去 ノンスリップシート
張りt2.0 溶接

踏込 踏込

6 665

6
65

6

6 665

6
65

6

50

3
1
0

1
0
0

1
0
3

1
20

1
2
0

1
20

1
2
0

1
20

1
2
0

1
20

1
2
0

4
0

2
0

20

巾木：ソフト巾木
　　　H=100（新設）

面板：ステンレスHL　ABS樹脂はめこみ(6-1，2棟1階)

面板：樹脂板(12棟1～3階)

男女便所表示

株式会社　フジタ　ＣＦ１６０　同等以上(12棟1～3階)

株式会社　研創　ＳＷ２００Ａ　同等以上(6-1､2棟1階)

男女便所表示

仕様

フレーム：ABS樹脂　クリア

面板：ステンレスHL　ABS樹脂はめこみ(6-1，2棟1階)

面板：樹脂板(12棟1～3階)

株式会社　フジタ　ＣＦ１６０　同等以上(12棟1～3階)

株式会社　研創　ＳＷ２００Ａ　同等以上(6-1､2棟1階)

日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. A

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事
-----

ヒンジ／ＳＫヒンジ 中心吊グレビティヒンジ／中心吊ヒンジ

引手 引手SK

(小松ウオール　サニティＴＢ－ＧＰＲタイプ)

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

パネル パネル表面材

ペーパーコア

付属品

ロック

笠木 アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>

表示付スライドロックSK

目板／戸当り アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>

壁面レール／コーナーカバー アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>

ステンレス　0.8mm　<ヘアライン仕上>巾木／床レール

笠木

表面材

芯材

15

　パネル詳細　 　扉詳細　

巾木調整範囲：巾木H-10～巾木H+15

PH
H

ＦＬ

60
H

ＦＬ

60
床レール

巾木

表面材

芯材

40

笠木

20

46

DH
20

46

40

下部小口防水テープ(PP)

AWCW

40

8

EW

20

Ｒ10

　外開きトイレ用扉　

3 DW1 3
DW

戸当り 目板

外ロック受けSMSK

4020
8

中心吊グレビティヒンジ

壁面レール取付下地

20

壁面レール

20

40

引手SK

　ＳＫ・物入れ用片開き扉　

3 DW2 3
DW

上部マグネットキャッチ 中心吊ヒンジ

ポリ合板(下地：MDF)・ポリエステル樹脂化粧板

Ｒコーナーカバー

1/5トイレブース　詳細図

表示付スライドロックSK

芯　材

※開き勝手は図示による

※手摺取付の場合は補強材を入れる事

断面図　Ｓ＝１／５

◇仕様表
参考品番

30
天理市立柳本小学校

部分詳細図（3）
日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ.

-----

01

電気設備工事特記仕様書

適用基準等

設計図書の優先順位

官公署その他への

届出手続等

工事実績情報の登録 

他工事との取合い

疑義に対する協議等

概成工期

総合施工計画書

電気保安技術者及び

工事用電力設備の

保安責任者

電気工事士

施工条件

施工中の安全確保

交通安全管理

災害時の安全確保

施工中の環境保全等

施工調査

発生材の処理等

項目

○

○地中埋設物等

性能確認試験

試験の箇所数 改修標準仕様書(建築工事編)による。

基準試験法による。

(社)日本建築あと施工アンカー協会によるあと施工アンカー

※行わない

確認強度

あと施工アンカー

章

Ⅰ．工事概要

２．建物概要

３．工事種目

１．共通仕様

２．特記仕様

１)

２)

１)

２)

工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を

適用する。

特記事項に記載の(    )内表示番号は、標準仕様書の編・章・節・項を示す。また、<    >内

表示番号は、改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

建物名

工事項目／棟別及び屋外

特記事項

○

○

構造

(外灯設備も含む)

階数 消防法令別表第一 備考

一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

○

○

○

○

機材の試験

見本施工の実施

化学物質の濃度測定

完成図等

耐震施工

※本工事に使用する設備機材等のうち、設備機材等指定表等により特定のもの

機材の品質及び性能を試験により証明する場合は、試験に先立ち試験計画書を

作成のうえ、監督職員に提出し、原則として監督職員の立ち会いを受けて行う。

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

図示  (図面番号        )

※実施する(○着工前  ※施工完了後)

測定対象化学物質  ホルムアルデヒド  トルエン  キシレン  エチルベンゼン

                  スチレン

測定対象室及び測定箇所数

測定方法は監督職員の指示による

重要機器(水槽類)は、下記による。(水槽類にはオイルタ ンク等を含む。)

○

○

上層階の定義は、次による。6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は

上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階。

備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」に記載されたもの(ただし、

評価の有効期限内のものに限る)を使用する。この場合、評価書の写しを

もって、標準仕様書第１編１．４．２(ｂ)の品質及び性能を有することの証

明となる資料(製作図、試験成績書等は除く)に替える。ただし、これらと同

等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

が特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものを使

用する。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

設置場所

中間階

1階及び地下階

配電盤

電算用電源

室  名

箇所数

設計用標準水平震度

注、(    )の内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

○

○

直流電源装置

中央監視装置

○

重要

機器

2.0(2.0)

1.5(1.5)

1.0(1.0)

特定の施設

水槽類

2

1.5

1.5

○

○ UPS装置

一般

機器

1.5(2.0)

1.0(1.5)

0.6(1.0)

※

重要

機器

1.5(2.0)

1.0(1.5)

0.6(1.0)

一般の施設

○

○

交換機

防災機器

水槽類

1.5

1

1

○

○

一般

機器

1.0(1.5)

0.6(1.0)

0.4(0.6)

(1.1.4.5)<1.1.4.6>

(1.1.5.3)<1.1.6.4>

<2.2.1.14><3.2.2.1><4.2.2.1><5.2.2.1><5.2.3.1><6.2.1.12>

共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

１．工事場所

●印を適用し、各一式とする。

(1.1.5.7)<1.1.6.8>

非常用発電装置

(2.2.1.13)(3.2.1.1)(4.3.1.1)(5.2.1.1)(5.2.2.1)(6.2.1.11)

(1.1.7.1)(1.1.7.2)(1.1.7.3)<1.1.11.1><1.1.11.2><1.1.11.3>

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築

○

○

○

○

フラッシュプレ－ト

フロアプレ－ト

盤類塗装色

寸法

最上階の埋込配管

機器の取替及び改造

再使用機器

圧着端子

盤類仕様

ベ－ス

※金属製(ステンレス、新金属も含む)    ○樹脂製

水平高低調整式(空転防止付リング付、OAフロア部分を除く)

※砲金製

製造者の標準色とする。ただし、建築意匠見合いとなる部分については監督職

員の指定色とする。

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。建築意匠見合いとな

る部分については監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるのを原

則とする。

機器の取替及び改造を行った場合、取替日、請負者名、施工者名及び能力等を

記した銘板を取付ける。

取外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定のうえ取付ける。なお照明

器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃を行うこと。

丸型とする。

○

○

○

○

○

○

分電盤

盤内配線は原則としてエコ電線とする。(消防法上はHIV)

キャビネットはステンレス製とする。

JIS C 0920に対する保護等級の試験を行う。

○

○

実験盤

アルミ製

○ 開閉器箱 ○ 制御盤 ○ 非接地電源用分電盤

○

盤名称・回路名称を彫刻した樹脂製の銘板で表示する。

製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号　　　　　)

積算計器 (※無検定 ○ 検定付　別図による。 (図面番号　　　　))

○

配管の塗装

電線

電線本数、管路等

呼び線

配線室以外で露出配管の場合は、すべて化学処理(エッチングプライマー1種)

の後、調合ペイント2回塗りとする。

図面に記載なきものはEM-IEとする。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管

径等は監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

(1.2.7.1)<1.2.8.1>

電
　
　
灯
　
　
設
　
　
備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

屋外

延面積(㎡)

設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針(国土交通省国土技術政策総合

研究所・建築研究所監修)2005年版」による。なお設計用水平地震力は、次に示

す設計用標準水平震度に、機器の重量を乗じたものとする。また、設計用鉛直

地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

○

○

○ 行わない 金属探知機により行う )

行う（図面番号　　　　）

埋込み配管等の探査 (

電　灯　設　備

動　力　設　備

電　熱　設　備

受変電設備

発　電　設　備

電力貯蔵設備

雷保護設備

構内交換設備

構内情報通信網設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

テレビ電波障害防除設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

火災報知設備

中央監視制御設備

医療関係設備

撤去工事

構内配電線路

構内通信線路

県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携   奈良県県土マネジメント部

<1.2.12.3>

<1.2.12.3>

(2.1.8.3)(2.1.13.3)(3.1.1.3)(4.2.1.3)(6.1.4.2)(7.1.2.3)

化学物質を放散させ

る建築材料等の使用

制限

※本工事の建築内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

　性能を有すると共に、次の(1)から(4)を満たすものとする。

(1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ

　、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤

　、保温材、緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材は、ホルムアルデヒド及びスチ

　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホ

　ルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少

　ない材料を使用する。

(3)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル

　ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料

　を使用する。

(4)(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、及びスチレンを発散しないか、発

　散が極めて少ない材料を使用したものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は次のとおりと

する。

規制対象外

　①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホル

　　ムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受け

　　た材料

第三種

　　①建築基準法第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築

　　　材料

　　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受

　　　けた材料

(２)現場説明書

(３)特記仕様書

(４)図面

(５)標準仕様書・改修標準仕様書

以上(１)から(５)の順番のとおりとする。

ただし、明示なき材料、仕上げ等については、監督職員の指示による。

(1.1.1.1)<1.1.1.1>(１)質問回答書(以下(２)から(５)までに対するもの)

(1.1.1.3)<1.1.1.3>

(1.1.1.4)<1.1.1.4>

こと。この場合、「建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集(奈良県県土

マネジメント部)」の書式に従い、日程管理を行う。

工事関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等は全て受注者が行う

(1.1.2.1)<1.1.2.1>

(1.1.3.3)<1.1.3.3>

常に工事の安全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に

努める。工事に関して、第三者から説明の要求又は苦情があった場合は、請負

者の責任において直ちに誠意をもって対応する。 (1.1.3.5)<1.1.3.5>

(1.1.3.6)<1.1.3.7>

両の出入りについては、必ず誘導員又は交通整理員を立て、交通渋滞、住民等

工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に、工事関係車

災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに、二次災

害の防止に努め、その経緯を監督職員に報告する。 (1.1.3.7)<1.1.3.8>

関係法令に従い、工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大

気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。塗料、

の安全に留意すること。又、工事着手前に警察、その他関係機関、地元自治会、

その他の化学製品の取扱いに当たっては、当該製品の化学物等安全データシー

ト（ＭＳＤＳ）を常備し、記載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の

確保及び環境保全に努める。建設事業及び建設業のイメージアップのために、

作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。 (1.1.3.8)<1.1.3.9>

監督職員などと十分打合せのうえ、安全管理を行う。なお、交通整理員につい

ては、現場説明事項による。

施設管理者

○ 工事の着手に先立ち、施工計画調査を行うと共に、次の関係者と当該工事に

必要な事前打合せを行う。

○ ○ 当該施設の電気主任技術者 ○ 関係官公署（建築主事、消防

○署等） ○電気事業者 通信事業者 ○ <1.1.5.1><1.1.5.3>(　　　　)

標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。

　施工前に、当該工事にかかわる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート

　内の既設・配管配線を含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及

　び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、探査方法及び試験堀方法を監督職

　員と協議する。

○

○

○

○

○

特別管理産業廃棄物については、「Ⅲ．電気設備解体工事仕様」を適用する。

再生資源化を図るもの

再生資源利用〔促進〕計画(実施)書を提出する。

(建設副産物対策近畿地方連絡協議会編)

産業廃棄物の処理

関係法令に従い、構外搬出適切処理とし搬出書類等提出する。なお、県内の

最終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税条例相当額を

支払うこと。

特定家庭用機器再商品化法に該当するものは適法処理する。

○ 蛍光ランプ ○

○ (1.1.3.9)<1.1.9.1>(            )

○ユニット形エアーコンディショナー(ウィンド形エアーコンディショナー

  又は室内ユニットが壁掛け形若しくは床置き形であるセパレート形エアー

引き渡しを要するもの  (                )

現場において再利用を図るもの (                 )

  コンディショナーに限る。)

HIDランプ ○ ○ (            )小型二次電池

産業廃棄物管理票(マニフェスト)を提出する。（D,E票の写し）

工事写真・完成写真 
※ 工事写真  「工事写真の撮影マニュアル(奈良県県土マネジメント部監修)」による。

建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集     奈良県県土マネジメント部

(1.1.1.8)<1.1.1.8>

適用する。

別記工事区分表による。

と協議する。

関係で、設計図書によることが困難若しくは不都合が生じた場合は、監督職員

設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取合い等の

保安業務を行うものとする。

工事用電力設備の保安責任者として有資格者を定め、監督職員に報告する。

(建1.1.3.4)

行う。

契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を

現場説明時の現場説明事項による。

工事の着手に先立ち、総合施工計画書を作成し、監督職員に提出する。

(1.1.3.2)<1.1.3.2>

 (1.1.2.2)<1.1.2.2>

電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、当該現場における電気工作物の

○ 県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携(奈良県県土マネジメント部)

に定める中間検査による。

○

○ 中間技術検査の実施

(1.1.6.2)<1.1.10.2>(                                          )

○

する。 

既存完成図を今回工事の内容を含んだものに修正し、全体完成図として提出

既存完成図の修正(多年度継続工事の場合)

する部数を提出する。

各種承諾図、工事写真、その他各種検査書類等を整理し、監督職員の指示

保証書、施工図(制御システム図・機器配管固定の施工図等)、施工計画書、

その他の引き渡し書類

※提出部数（※１部　　　　　　　　） ○ 「　　」部

　官公署届出書類、主要な機器一覧表を提出する。

※建築物等の利用に関する説明書、機器取扱い説明書、機器性能試験成績書、

完成図(機器製作図含む)

※作成する。

保全に関する資料

参考CADデータ の貸与  

完成図CADデータ の提出○

※完成図は、原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は監督職員の指示とする。

○あり　○なし

○あり　○なし

監督職員事務所の

設ける○

○

100㎡程度○

○

○

65㎡程度○○30㎡程度20㎡程度○

設ける(規模        ㎡程度)

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り＋塗装

仕      様

○

※10㎡程度

仕上げの程度

※設けない

屋      根

内壁・天井

床

部      位

※設けない

総合会議室

監督職員事務所

○

○

※設ける（種類及び数量は、監督職員の指示による）・設けない

(1.2.1.1)<1.2.2.7>

※合板張り又は石膏ボード張り＋塗装

※合板張り又はビニル床シート張り

(1.2.1.1)<1.2.2.7>

仮
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

○

備品

○

○

○

○

砂利地業

屋外形手元開閉器箱

コンセントプレート

バスダクト

環境に配慮した電線

(EMケーブル)

色彩による表示

設備機能上の協議

天井点検口等

○

※再生砕石

○

コンセントプレートの指定箇所に回路名称(回路番号)を付す。

エキスパンションダクトは別図による。 (図面番号        )

以下のケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。

○

○

○

ビニル電線、ビニルシースケーブル等を使用する旨の記載があるものは、EM

ケーブルの規格を含むものとする。EMケーブルの電線色別は、原則として

「標準仕様書」による。

監督職員の指示による。

図面上において機能上疑義を生じた場合は、検討した後、監督職員と協議する。

天井点検口の裏側に用途名称を付す。また、大型プルボックスの見やすい部分

に、用途名称を付す。

EM-MEES

FP、FP-C、HP

○

○

JIS X 5150に準じ絶縁材にJCS規格によるEMケーブルの耐燃焼

性架橋ポリエチレンを用いたものとする。

JCS3271(MVVS)に準じ、絶縁材及びシースにJCS規格によるEM

ケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたものとする。

シースにJCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用

いたものとする。  

(2.2.12.4)<2.2.14.4>

(2.2.9.2)<2.2.10.2>

地中管路に標識シート(2倍長)を設ける。

高圧管路

※SUS製  ○溶融亜鉛めっき  ○鋼板製  ○        塗装○不要  ○要

標識シート

製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号        )

EM-UTP

○ 土工事 ○

○

埋戻し及び盛土

残土処分 ※構内指示の場所に敷きならし

※B種(根切り土中の良質土)

○ A種(山砂の類)(標準仕様書建築工事編)

○ 構外搬出

(1.2.2.1)<1.2.3.1>

○既存建築物貫通部の

取扱い による。

既存建築物の設備配管等改修に係る貫通部の取扱い方針（奈良県営繕課）

○ 屋外形

プルボックス等

屋外形のプルボックス及び屋外に使用する配管支持金物等の雑材料は、SUS製

又は溶融亜鉛めっき(JIS H 8641に規定するHDZ35相当)とする。

なお、蓋用のネジは屋内外とも六角プラスビスとする。

低圧管路(植栽地盤の地中配線は除く) ○ ○外灯回路 通信管路

図面上合成樹脂性可とう管(以下PF管という)であっても、露出部分は鋼製電線

既存のコンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモン

風圧力に対する性能（建築基準法に定められた風速及び地表面粗度区分）

管で施工する。なお、鋼製電線管を使用する場合は、電線の収容本数を考慮す

る。また、屋外露出(雨線内・雨線外共)部分で明示無き場合は、鋼製電線管と

する。

ドカッタ－とし、復旧はモルタル補修とする。梁貫通は不可。

太陽光発電装置 ○ 風力発電装置

○ テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト ○

○

建築基準法に定めるところによる風圧力(耐風力)検討(計算)書を監督職員に提

○受雷部システム及び引下げ導線システム

出する。なお、検討(計算)範囲は、それぞれの取付部分を含むものとする。

電線管

○ はつり

○

風速( ○ 30 ○ 32 ○ 34 ) 地表面粗度区分 ( ○ ○ ○ ○Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ )

風圧力の検討

○工事番号・工事名称・施工年月・施工者を銘板等で表示する。

（　　　）○ ※ 要 箇所 ○埋設票箇所数 不要地中埋設標

○ 工事用仮設物 構内につくることが ※できる ○ できない

足場、さん橋類 ※関係者が設置したものは無償で使用できる。

（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に

関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」

に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、

解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基

準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により

行うこと。

(1.2.1.1)<1.2.2.2>

○

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

本工事で設置する。

照度測定を行う。

適用する。

LED照明器具の定格消費電力等の規定が標準図とJILで異なる場合、JILの規定をLED照明器具の規格

工事範囲

○

○

照明制御装置

防水試験

照度測定

防爆及び防湿型の照明器具は防水試験を行う。

調光下限値、感知時間等システム設定は監督職員の指示による。

(2.1.20.1)

(2.2.18.2)<2.2.20.2>

(2.1.6.3)

※傾斜天井対応の器具を使用する。

測定結果はJIS Z 9110およびJIS Z 9127の推奨照度の照度範囲内であることを

確認する。

○ 傾斜天井

○ 非常用照明

する。

LED照明器具を用いる非常用照明は、床面において水平面照度で２lx以上を確保

○ 電源別置形電源内蔵形

○ 引出し形 ○ 飛び出し形 ○ 内部固定形 ○ 外部固定形 ○ ＯＡフロア用フロアコンセント○

動
　
　
力
　
　
設
　
　
備

電
熱
設
備 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

○ 基礎

○ 配電盤形式

○ 工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ＰＦ・Ｓ形　(変圧器容量300kVA未満)

○ＣＢ形

○ 受電電圧 ※高圧受電(6.6kV)  ○特別高圧受電(　　　kV)

認定キュービクル○

○ 設備容量

消防法に基づく登録認定機関による「キュービクル式非常電源専用受電設備」

の認定を受けたものを使用する。

○ 変圧器 ※「トップランナー変圧器2014」適用品を使用すること

○ 変圧器総容量            kVA ○

※油入 ○ ○ ガス入モ－ルド

○ ダイヤル温度計付○ 防振ゴム付 ○ 移動車輪付

高圧電動機総容量            kW  

○

○

○

高圧側設置

低圧側設置

ＡＰＦＣ(自動力率調整器) 設けない○※設ける

※別途工事 ○ 本工事 ○ 既設

※6％    ○13％

○ 進相コンデンサ

○直列リアクトル

受
　
　
　
　
変
　
　
　
　
電
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

予備配管 分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合(E25)を

1本、5個以上の場合(E25)を2本天井内まで立ち上げる。

○

スイッチ 大角ネ－ム付とする。換気扇用スイッチは確認表示灯付とする。

○ 工事範囲

○

○

○

○

制御盤

監視方法

インタ－ロック

制御盤の散水試験 

単位ユニットの電流計はコンデンサよりも負荷側に接続する。

自動連動回路は、試験運転にした場合連動しないものとする。

○

火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して空

調機を停止させる。

散水試験を行う。

警報盤による代表監視

試験個数

○

○

中央監視制御装置による監視

全数 ○ 全体の(    )％

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

発
　
　
電
　
　
設
　
　
備

○

○別途工事により対応する。

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ガスエンジン発電装置

○ガスタービン発電装置

○マイクロガスタービン発電装置

○ディーゼル発電装置

○燃料電池発電装置

○熱併供給発電装置（コージェネレーション装置）

工事範囲

工事種類○

○

○ 用途 ○非常用発電設備

○常用発電設備（※系統連携型　○独立型）

○太陽光発電装置

○風力発電装置

○小出力発電装置

○ 基礎 ※別途工事　○本工事　○既設

○ 騒音低減性能 ○超低騒音型　○低騒音型　○通常型 

○

○

工事範囲

工事種類

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○直流電源装置　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

90Ｖとする。

直流電源装置の過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は○ その他

電
力
貯
蔵
設
備

○ 接地の共用 Ａ種接地、Ｃ種接地及びＤ種接地の接地極は共用し、接地抵抗値は10Ω以下と

する。

○

○

○

盤内換気扇

盤内ヒ－タ 

付属品等

サ－モスタット(30℃～40℃可変形とし、35℃にセット)及び切替スイッチ

(自動・手動・断)を設ける。

○

盤内ヒ－タ及び同用スイッチ

屋内用配電盤の場合、外部換気扇連動(※端子    ○スイッチ)を設ける。

※不要 ○ 要

公称羽根径は300mmφ(鋼製)とし、電源100Vは配電盤内より供給する。

○ その他

予備限流ヒューズを収納ケースに入れ、盤内に収納する。

○

○

○

○

○

○

低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

低圧配電盤に内部点検空間を設ける。

○

○

○

○

○

○

接地抵抗値測定用端子を測定しやすい位置に設ける。

キャビネットはステンレス製とする。

据え付け用架台は溶融亜鉛めっきとする。

キュ－ビクルの内部から回路名称がわかるように表示する。

屋外キュービクルのネットフェンス

内部の点検用スペ－スは三方をアクリル板で囲む。

※本工事 ○ 別途工事

配電盤内部照明用はLED照明器具とし、盤前後の扉ごとに設ける。

低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

主遮断装置、変圧器、低圧主回路導体にそれぞれヒ－トラベルを貼付する。

接地線用の銅帯母線を設け、接地線の取出しが一ヶ所に集中するのを避ける。

Ⅱ．電気設備新築・改修工事仕様

上層階、屋上及び塔屋

機材等 別添(設備機材)に掲げる設備機材は、(社)公共建築協会発行「建築材料・設※

ボックス PF管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。
電
灯
設
備

現場説明時の現場説明事項による。

E

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ○配管　●配線　●機器取付　●機器移設・改設　●取り外し再取付

●

●

●

工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という)、公共建築改修工

事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下｢改修標準仕様書｣という)及び公共建築設備

工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図」という)による。

○

●

●

●

●

分類・規格

○

○

カラーサービス版

カラーキャビネ版

撮影枚数 原板の大きさ(mm)

○

○

24×36以上

100×125以上

部数 その他

※完成写真　　※工事写真に準じて作成する。

○下表による。

○6　○9　○12

監督職員指示箇所

○ 完成写真として、全紙パネルを    部提出する。

(ただし、上記写真 は、アルバム製本とする。)

１部提出

２部提出

●

　製本サイズ　　○Ａ１　●Ａ２　○Ａ３

●

●

※受注者において完成図を作成し、糊張製本「　」部提出する(原図共)

２部提出

２

朝和小学校

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

柳本小学校 奈良県天理市柳本町１２１３

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

３ＲＣ

●

●

○

電気設備　特記仕様書１
日 誠 建 設 株 式 会 社
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Ⅲ．電気設備解体工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様

項目

○

１)

２)

１)

２)

石綿作業主任者

特別管理産業廃棄物

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解

工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を

適用する。

特記事項に記載の[   ]内表示番号は、解体共通仕様書の編・章・節・項を示す。また、【   】

内表示番号は、建築改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

管理責任者

特記事項

※

※

※

 処分条件調査(収集運搬業者、処分業者、回収業者、産業廃棄物処理施設等)

  調査結果報告書の提出

適用する

適用する

【9.1.2】

【9.1.2】

[5.1.3]

名  称

  電灯動力共通

  電          灯

  動          力

  構  内  交  換

  情  報  表  示

  拡          声

  誘  導  支  援

  テレビ共同受信

  火  災  報  知

  引込用計器

  引込開閉器

  分電盤

  スイッチ(一般)

  スイッチ(身障者用)

  スイッチ(自動扉用)

  コンセント(一般)

  コンセント(和室)

  コンセント(台上)

  コンセント(機械室・車庫)

  ブラケット(一般)

  ブラケット(踊場)

  ブラケット(鏡上)

  壁掛形制御盤

  手元開閉器

  操作スイッチ

  端子盤(室内)

  集合保安器箱

  壁付アウトレット(一般)

  壁付アウトレット(和室)

  表示盤

  壁付発信機

  ベル・ブザ－・チャイム

  壁掛形親時計

  子時計

  壁掛形スピ－カ

  壁付アッテネ－タ 

  壁付インタ－ホン(身障者)

  壁付押しボタン(一般)

  壁付押しボタン(身障者玄関)

  壁付押しボタン(身障者便所)

  壁付インタ－ホン(一般)

  壁付アウトレット(一般)

  壁付アウトレット(和室)

  機器収容箱

  直列ユニット(一般)

  直列ユニット(和室)

  受信機・副受信機

  機器収容箱

  発信機

  ベル

  表示灯

測  点

  地上～窓中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  鏡上端～下端

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～下端

  天井下～上端

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  天井下～上端

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心

取付高(mm)

  １，８００～２，０００

  １，８００～２，２００

  １，５００

  １，３００

  １，１００

  １，７００

  ３００

  １５０

  １５０～３００

  ８００～１，３００

  ２，１００～２，３００

  ２，０００～２，５００

  ５０

  １，５００

  １，５００

  １，３００

  ３００

  ２００

  １，３００

  １５０

  ２，３００

  １，３００

  ２，３００

  １，５００

  ２，３００

  ２，３００

  １，３００

  １，１００

  １，３００

  １，１００

  ９００以下

  １，３００

  １，３００

  １５０

  ２００

  ３００

  １５０

  ８００～１，５００

  ８００～１，５００

  ８００～１，５００

  ２，３００

  ２，１００

※取付高さは標準であり、監督職員の承諾を受けて変更してもよい。機器取付高さ

設備機材等指定表

機  材 製造者名 製造者名 製造者名

  盤類(分電盤(実験盤を含む)、制御盤、キュービクル式配電盤、高圧スイッチギヤ(CW形)、

  高圧スイッチギヤ(PW形))

  高圧機器(高圧交流遮断器、高圧進相コンデンサ、高圧限流ヒューズ、高圧負荷開閉器、

  高圧変圧器(特定機器)、高圧避雷器)

　絶縁監視装置(高圧回路の絶縁監視装置、低圧回路の絶縁監視装置)

  蓄電池(ベント形据置鉛蓄電池、制御弁式据置鉛蓄電池、据置ニッケル ・カドミウムアルカリ蓄電池)、

  交流無停電電源装置

  太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)

  監視カメラ装置

  中央監視制御装置

　サージ防護デバイス(低圧用SPD)

解体共通仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改

○

○アスベスト含有保温

○

施工調査等

アスベスト含有成形

手続き等

除去後の仕上げ

アスベスト含有材

材等の除去及び処分

板の除去及び処分

リスト

施工調査(アスベスト含有建材の有無)  

※

○

除去方法

一時保管場所(                        )

除去物及び汚染物等の処理

処分

除去方法

一時保管場所(                        )

処分

※

○

○

○

監督員、工事監理者、請負者立会のもと調査を行う。

目視及び設計図書等による製造年等の確認

アスベスト含有建材の分析調査

分析方法

分析結果報告書の提出

※

※

仕上げ表による。

(                              )

(                              )

○

※

密封処理

JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による

「建材中の石綿含有率の分析方法」(平成18年8月21日基発第0821002号、

基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0208003号)による。

○ 埋立処分

埋立処分

○ セメント固化

○

○

溶解固化

溶解固化

【9.1.1】

【9.1.1】【9.1.4】

【9.1.1】【9.1.5】

※

○ (                              )

○ (                              )

手ばらし（湿潤化） ○(　        　        )

手ばらし（湿潤化） ○(　         　       )

環
境
配
慮
改
修
工
事（

ア
ス
ベ
ス
ト
処
理）

○

特別管理産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

の処分等 種類

○

○

○

○

○

種類

○

○

○

○

○

特別管理産業廃棄物

廃石綿等

PCBを含む機器類

PCB含有シーリング材

廃油

廃酸・廃アルカリ

特殊な建築副産物の回収及び処分

フロン

ハロン

イオン化式感知器

六フッ化硫黄(SF6)ガス

特定化学物質

処理方法

※

※

※

○

○

○

処理方法

※

※

※

※

○

○

アスベスト含有建材の除去等による

保管(保管場所：                )

保管(保管場所：                )

中間処理施設再生処理

製造業者又は専門業者(回収委託)

再生処理

登録回収業者(回収委託)

設備設置業者(回収委託)

製造業者又は販売業者(回収委託)

製造業者又はガス回収業者(回収委託)

再資源化

回収 ○

○ 再使用

○

○

○

焼却処分

再利用

再利用

○

○

破壊

保管

[5.4.1]

[5.5.1]

(                              )

(                              )

○

○ (                              )

○

○

○微量PCBの測定を行う。（対象機器：　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査を行う(適用範囲：                    )調査

住民の見やすい場所に掲示すること。

は奈良市環境政策課)に必要な書類の届出を行うこと。また、その内容を周辺

所轄の労働基準監督署及び奈良県景観・環境総合センター(奈良市内において

処分 破壊

等リスト

○

○

○ ○保護レベル Ⅰ ○ Ⅱ ○ ○Ⅲ Ⅳ

雷保護システム

内部雷保護システム

○ 適用ＪＩＳ

○

JIS A 4201-2003

JIS A 4201-1997

※

○ 外部雷保護システム

○

(2.2.17.4)

接地システム ○

○

○

Ａ型接地極

Ｂ型接地極

構造体利用接地極 (大地抵抗率測定用接地補助極を構造体下部に設ける。)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付○ 工事範囲

○ 形式 ○ ボタン電話装置 ○ 交換装置

○ ○ 外部固定形 ○ 内部固定形 ○ 回転形または上下動形フロアコンセント

※本工事 ○ 別途工事

構
内
交
換
設
備

通
信
網
設
備

構
内
情
報

○

○

工事範囲

工事種類

○ 工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

設
備

情
報
表
示

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ 保安器用接地工事

○ 工事範囲

○マルチサイン装置　○出退表示設備　○時刻表示設備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ 工事範囲

○ 工事種類

○ 放送設備の兼用

増幅器○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

非常放送設備を一般放送設備と兼用する。

○ ○ ○非常放送設備 一般放送設備

自動放送はアッテネ－タを経由した回路とする。○

拡
声
設
備

工事範囲

工事種類○

(6.1.10.7)

(6.1.10.6)

(6.1.10.3)

(6.1.10.2)

トイレ等呼出装置

インターホン○

○ 受付呼出装置

○ 音声誘導装置

○ テレビインターホン 親機には、子機カメラ角度調整機能付とする。

誘
導
支
援
設
備

○ 工事範囲

○UHF ○BS･110°CS　○CS○ アンテナ (6.1.11.3)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ アンテナマスト ○ 壁面取付形 ○ 自立形

○ 電界強度等 電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付け予定位置、

またその周辺で測定する。(測定チャンネルは別図による(図面番号      ))

その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。 (6.2.19.3)<6.2.21.3>

溶融亜鉛めっき ○ ステンレス※ (6.1.11.3)

テ
 
レ
 
ビ
 共
 同
 受
 
信
 
設
 備

○ 工事範囲

○ 事前調査 調査箇所数        箇所

調査チャンネルは別図による。(図面番号              ) (6.2.20.6)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ 工事範囲監
視
カ
メ
ラ
設
備

駐
車
場
管
制
設
備

○

○

工事範囲

工事範囲
防
犯
・
入
退
室
管
理
設
備

工事種類○ ○機械警備用配管　○防犯設備　○入退室管理制御装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

自動火災報知設備 自動閉鎖設備○ 非常警報設備○ ガス漏れ火災警報設備○○○ 工事種類

工事範囲○ ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

連動制御器○ ○

○ ダンパ等(全数)復帰用の予備電源容量をもつこと。

単独 ○ 自動火災報知装置受信機と一体

(6.1.17.2)

火
　
　
災
　
　
報
　
　
知
　
　
設
　
　
備

非常警報装置

○

○ ○ 非常放送装置 ○ 非常ベル(自動式サイレンを含む。)

(6.1.17.3)

(6.1.18.1)

(6.1.19.2)

ガス漏れ火災警報

装置

単独形 ○ 自動火災報知装置受信機と一体

○○ 都市ガス用 LPガス用ガスの種類

○

自動閉鎖装置○ 防火戸用(DC24V    0.6A以下  電磁式またはラッチ式)

防煙ダンパ用〔別途工事  瞬時通電式または電動式DC24V 0.6A以下、

遠方復帰機構(電動式)DC24V 0.7A以下〕

防火シャッタ用  (別途工事  DC24V  0.6A以下)

○

○

○

○ 工事範囲

○ ○機器 警報盤 ○ 簡易型監視制御装置 ○ 監視制御装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ ナースコール設備

○ 工事範囲

○ 非接地電源用分電盤 キャビネット ( ※鋼板製 ○ SUS製 ) (8.2.1.3)

○ 基本形ナースコール装置

○

○

○ 病床ユニット

(8.3.1.2)

(8.2.1.5)

(8.3.1.3)

(8.2.1.4)

携帯形ナースコール装置

情報表示形ナースコール装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

医
療
関
係
設
備

構
  
  内
 
   
配
   
 電
  
  
線
 
  
 路

○ 工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ ふ設方法 ○

埋設深さ

地中埋設式

図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)

-600mm以下とする

○ 架空線式

○ 区分開閉器 ○ 架空引込用 ○ 地中引込用

ステンレス製鋼板○

制御電源用変圧器避雷器 ※○

※屋外形（ステンレス鋼板性収納箱・鍵付き）

引外し装置なし○ (3.1.10.8)

ＳＯＧ制御装置

内蔵機器

用途

構造

○ 自立開閉器　基礎 ※別途工事　○本工事　○既設

○

○

○

○

○

○

マンホ－ル及び

余長

高圧ケーブル、

避雷器

装柱材

外灯

ハンドホール

がいし、端末処理

構造、寸法は

蓋の用途表示は

ケ－ブルが直接接触しない場合の金物は接地を省略してもよい。

ハンドホ－ルにおいてもケ－ブル支持材を設ける。

高圧ケ－ブルは、マンホ－ル、ハンドホ－ルまたはキュ－ビクル内等の1ヶ所

で約3mの余長をとる。

○

○

○

一般用

屋外形

一般用

一般用

鋼製屋外灯ポ－ルは溶融亜鉛めっきとし、指定色塗装とする。

接地は各ポ－ル毎に施す。

○

○

○

○

※標準図による。

○

耐塩用

耐塩形

耐塩形

景観照明用

奈良県高圧

○ 重耐塩用

○

基礎

○

奈良県電気

別図による。(図面番号      )

※ 本工事

○

○

○

別途

強電・弱電用セパレート

とする。

照明用ポ－ルに ○ 配線用遮断器（引き外し装置なし）

○ カットアウトスイッチ（素通しヒューズ）

を内蔵する。

(2.1.4.2)

※

※

※

○

○

工事範囲

ふ設方法 ○

埋設深さ

地中埋設式

図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)

-600mm以下とする

○ 架空線式

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ マンホ－ル及び

ハンドホール

構造、寸法は

蓋の用途表示は

※標準図による。

○ 奈良県通信 ○

○ 別図による。(図面番号      )

とする。

構
内
通
信
線
路

(                              )

○

破壊○

設
備

映
像
・
音
響

雷
　
保
　
護
　
設
　
備

工事範囲○ ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

平成28年版　　Ver.1.0

中
央
監
視
制
御
設
備

  蛍光灯用の安定器(高周波点灯専用形蛍光灯電子安定器)、蛍光灯器具、照明制御装置

設備機材

  可変速運転用インバータ装置

  液化石油ガス用検知器

  床上～中心

  床上～上端   ３００

電気設備　特記仕様書２ E

●

●

●

  使用状況調査(製造所名、製造年、形式、種類、数量等)

照明器具

事業主に引渡し

●

●

●

●

○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付○

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

●

体工事共通仕様書・同解説(平成31年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。ただし、

修工事標準仕様書(建築工事編)平成31年版」(以下建築改修標準仕様書」という。)による。

●

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ

日 誠 建 設 株 式 会 社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. E

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校 03

天理市立柳本小学校 6-1棟　6-2棟

1/50

多目的便所

PS

掃除用具入

換気扇 換気扇

4,500

7,
00

0

既設 １階　平面図 1/50

女子便所

男子便所

多目的便所

PS

掃除用具入

換気扇換気扇

4,500

7,
00

0

既設 ２・３階　平面図 1/50

女子便所

男子便所

撤去・電灯設備図(1)

(B）

(B）

3

(B）

(B）

3

3 3

既設分電盤

(B）

(B）

3

(B）

(B）

3

3 3

既設分電盤

⑨

⑪

⑩
⑫

⑦

⑧

【　注記　】

1.図中実線部分の器具及び配管配線の撤去を行うこと

　　図中特記なき配管配線は下記とする

IV1.6×2　　　　（19）

IV1.6×3　　　　（19）

IV1.6×4　　　　（25）

2.0
IV2.0×2　E2.0　（19）

記　　号 備　　考名　　称

照明器具(A）

照明器具(B）

照明器具(C）

照明器具(D）

スイッチ 1P15A×1

1P15A×1
L

2P15A×1コンセント

2E 2P15A×2防水型コンセント
WP

換気設備天井扇

換気設備天井扇

日 誠 建 設 株 式 会 社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. E

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

掃除用具入 掃除用具入

盤

掃除用具入
掃除用具入

ＰＳ

盤

ＰＳ

掃除用具入

5,
00

0

職員便所
女子便所

職員便所

男子便所

前室前室

女子便所女子便所 女子便所女子便所

4,250

8,
50

0

4,660 4,660

8,
50

0

天理市立柳本小学校 12棟

既設 １階職員便所　平面図 1/50

1/50既設 ２階　平面図 1/50既設 ３階　平面図

04

1/50

撤去・電灯設備図(2)

(A）

(B）

(B）

(B）

(B）

(A）

(B）

(B）

(B）

(B）

3 3

(C）

(C）(C）

(C）

(D）

(D）

既設回路

記　　号 名　　称

L

WP

2E

天井扇

スイッチ

照明器具

照明器具

(A）

(B）

照明器具(D）

照明器具(C）

1P15A×1

1P15A×1

2P15A×1

2P15A×2防水型コンセント

コンセント

天井扇

備　　考

換気設備

換気設備

【　注記　】

2.0

IV1.6×2　　　　（19）

IV1.6×3　　　　（19）

IV1.6×4　　　　（25）

IV2.0×2　E2.0　（19）

1.図中実線部分の器具及び配管配線の撤去を行うこと

　　図中特記なき配管配線は下記とする

日 誠 建 設 株 式 会 社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ.

-----

E

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校 05器具リスト

（B）

（A）

ＬＲＳ１－１５ＥＬ９

ＬＲＳ１－２５ＥＬ９

ＬＥＤダウンライト

ＬＥＤダウンライト 呼出ボタン(引きひも付)

引きひも式、押ボタン式両用

自己消火性樹脂

壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)

備　　考

材　　質

形　　状

ブザー付廊下灯

NR-BZLB27

備　　考 ブザー付

ランプカバー：ポリカーボネート

プレート：自己消火性樹脂
材　　質

形　　状 壁埋込型(JIS2個用スイッチボックス)

復旧ボタン

NBR-2A-C

備　　考 非防水形

材　　質

形　　状

樹脂

壁埋込型（JIS1個用スイッチボックス）

SL 熱線センサ用自動スイッチ用操作ユニット（1回路）

※ﾗｳﾝﾄﾞｽｲｯﾁﾌ°ﾚｰﾄ共

15A　250V定　格

2SL 熱線センサ用自動スイッチ用操作ユニット（2回路）

※ﾗｳﾝﾄﾞｽｲｯﾁﾌ°ﾚｰﾄ共

15A　250V定　格

熱線センサ付自動スイッチ（子器・換気扇接続端子付）KL

SL

S

検知後換気扇連続動作時間、約10秒～30分

天井取付　換気扇（100W）接続端子付

1A　100V AC

可変形

定　格

5ｍA　12V DC

熱線センサ付自動スイッチ（子器）

定　格

可変形

検知後連続動作時間、約10秒～30分）

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ

8A　100V AC定　格

切 連続入

自動

連続入切

自動

熱線センサ用スイッチ

11
0

呼出

ｾﾝｻ用切換ｽｲｯﾁ

切 連続入

自動

Φ105

59
.2

14
.2

25.2 24.9

24

70

12
0

11

12
0

21.5116

9.5

69 74

21 24

25.2 24.9

11
0

91
.4

50

11
.2

59
.2

Φ105

59
.2

11
.2

Φ105

1370

12
0

ＰＳ

S

S

8
2
±

1
3
5
±

1

99±1

非常呼出し電源装置　　AC100V－DC12V

Ｎ

LEKT412253N-LS9

●LED（昼白色）

●寸法：幅120×1,250×高53

●本体：鋼板　白

●定格電圧：AC100V～242V

●器具光束：2,500 lm　固有エネルギー消費効率：147.0 lm/W

●寿命：40,000時間（光束維持率90％）

●相関色温度：5000K　平均演色評価数（Ra）：83

◆LEDベースライトTENQOOシリーズ　直付形　幅120

●消費電力：17.0W（AC200V時）

●LEDバー：ポリカーボネート　乳白

日 誠 建 設 株 式 会 社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. E

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校 06

天理市立柳本小学校 6-1棟　6-2棟

PS

多目的便所

女子便所

男子便所

改修 ２・３階　平面図 1/50

PS

多目的便所

女子便所

男子便所

掃除用具入

改修 １階　平面図 1/50

1/50

改修・電灯設備図(1)

注記（共通）

1.特記なき配管配線は下記による

（C）
MMA

MMB

（16）

★

EM-EEF　2.0-3C（内　1CE）天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-3C×2　　　　天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-3C　　　　　 天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-2C×2　　　　天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-2C　　　　　 天井内コロガシ配線

メタルモールA型 （配線種は上記表記による）

メタルモールB型 （配線種は上記表記による）

配管PF16（配線種は上記表記による）

EM-EEF　1.6-2C　天井内コロガシ配線（熱線センサ制御線）

2.　　箇所に於いて既設配線と接続を行うこと。

凡例（共通）

(FW)

KL

SL

2SL

CL

ELK

ET

熱線センサ付自動スイッチ（親器　8A　広角）

熱線センサ付自動スイッチ（子器）

熱線センサ付自動スイッチ（子器　換気扇接続端子付）

コンセント　100V　2P15A×1（抜止め）

コンセント　100V　2P15A×1（メタルモールスイッチボックス取付）

熱線センサ付自動スイッチ操作ユニット（2回路用　FL+2,000H　MM用露出ﾎﾞｯｸｽ.ﾗｳﾝﾄﾞSWﾌ°ﾚｰﾄ共）

熱線センサ付自動スイッチ操作ユニット（1回路用　FL+2,000H　MM用露出ﾎﾞｯｸｽ.ﾗｳﾝﾄﾞSWﾌ°ﾚｰﾄ共）

換気扇（換気設備工事）

天井扇（換気設備工事）

小便器感知式フラッシュバル用ボックス

2.0

ジョイントボックス（ナイスハット）

S

S

S

Ｓ

★

(A)

Ｓ

★

(A)

Ｓ

★

(B)

(B)

Ｓ

CL

Ｓ

CL

(A)

(B)

Ｓ

KL

(B)

(A)

Ｓ

KL

(B)

(A)

LKLK

(A)

SL SL SL

ET

(FW)

(FW)

(FW)

ET

ET

ET

MMA

MMA

ET

ET

MM

MMA

2.
0

2.0

2.0

2.0

2.
0

（C）
（C）

既設分電盤

既設SWボックス使用

2.0 2.0

LK
LK

(B)

(B)

Ｓ

KL
(A)

(B)

KL
Ｓ

(A)

(B)

(A)
Ｓ

CL

(A)

(B)

CL
Ｓ

Ｓ

★

(A)

Ｓ

Ｓ

★

(A)

ET

SL SL

MMA

SL

MMA

ET

(FW)

(FW)

(FW)

ET

ET

MM

MMA

ET

ET

2.0

2.
0

2.
0

2.
0

2.
0

2.0

（C）

（C）

（C）

既設分電盤

既設SWボックス使用

2.0 2.0

日 誠 建 設 株 式 会 社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. E

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校

07

天理市立柳本小学校 12棟

PS

男子職員

便所

女子職員

便所

5,
00

0

4,250

SK

PS

SK

女子便所
男子便所

8,
50
0

6,
50

0
60

0
1,

40
0

8,
50
0

6,
50

0
60

0
1,

40
0

4,660

2,300 2,200 160

1/50１階　平面図改修

1/50２・３階　平面図改修

1/50

改修・電灯設備図(2)

前室

注記（共通）

1.特記なき配管配線は下記による

（C）
MMA

MMB

（16）

★

EM-EEF　2.0-3C（内　1CE）天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-3C×2　　　　天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-3C　　　　　 天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-2C×2　　　　天井内コロガシ配線

EM-EEF　1.6-2C　　　　　 天井内コロガシ配線

メタルモールA型 （配線種は上記表記による）

メタルモールB型 （配線種は上記表記による）

配管PF16（配線種は上記表記による）

EM-EEF　1.6-2C　天井内コロガシ配線（熱線センサ制御線）

2.　　箇所に於いて既設配線と接続を行うこと。

凡例（共通）

(FW)

KL

SL

2SL

CL

ELK

ET

熱線センサ付自動スイッチ（親器　8A　広角）

熱線センサ付自動スイッチ（子器）

熱線センサ付自動スイッチ（子器　換気扇接続端子付）

コンセント　100V　2P15A×1（抜止め）

コンセント　100V　2P15A×1（メタルモールスイッチボックス取付）

熱線センサ付自動スイッチ操作ユニット（2回路用　FL+2,000H　MM用露出ﾎﾞｯｸｽ.ﾗｳﾝﾄﾞSWﾌ°ﾚｰﾄ共）

熱線センサ付自動スイッチ操作ユニット（1回路用　FL+2,000H　MM用露出ﾎﾞｯｸｽ.ﾗｳﾝﾄﾞSWﾌ°ﾚｰﾄ共）

換気扇（換気設備工事）

天井扇（換気設備工事）

小便器感知式フラッシュバル用ボックス

2.0

ジョイントボックス（ナイスハット）

MMA

SL

MMA

SL

(FW)

(FW)

(FW)

ET ET

ET

ET

2.0
2.0

2.
02.0

2.0

2SL

MM ET

MM ET

MM ET

MM ET

(A)

S

S

S

(FW)

(FW)

(FW)

(FW)

(FW)

ET

ET

MM

MM

MM

2.
0

2.0

2.0

2.
0

2.0

2.0 2.0

2.0

既設分電盤

(A)

Ｓ

★

(A)

KL

Ｓ

(B)

Ｓ

CL

(A)

(B)

(B) (A)

Ｓ

KL

(A)

Ｓ

(A)

(A)

(A)

Ｓ(B)

(A)

Ｓ

(A)

(A)

(B)

KL
Ｓ

(B)

(A)

Ｓ
KL

(A)

(B)

Ｓ
CL

(A)

(B)

(B)

CL

Ｓ

(B)

(A)

(B)

既設回路

MMB

Ｓ

5

7

1
0
0

日 誠 建 設 株 式 会 社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 -Ｎｏ. E

天理市立井戸堂・柳本小学校トイレ改修工事

天理市立柳本小学校 08

天理市立柳本小学校 6-1棟　6-2棟

PS

多目的便所

女子便所

男子便所

掃除用具入

SUS踏摺 SUS踏摺

女子便所

PS

掃除用具入

男子便所

多目的便所

PS

多目的便所

女子便所

男子便所

1/50１階　平面図改修 1/50２・３階　平面図改修

1/50

非常呼出し設備図

注記（共通）

MMA

凡例（共通）

NEM-AE　1.2-2C　　　　　 天井内コロガシ配線

EM-AE　1.2-3C　　　　　 天井内コロガシ配線

メタルモールA型 （配線種は上記表記による）

1.特記なき配管配線は下記による

呼出し押しボタン　（引きひも付） 器具リスト参照

復旧ボタン

廊下表示灯 器具リスト参照

器具リスト参照

MMA

MMA

N

MMA

H：1800

H：2000

H：900

ＰＳ

AC100V

非常呼出し

電源装置

MMA

MMAH：1800

H：2000

ＰＳ

AC100V

非常呼出し

電源装置N

MMA

H：900

ＰＳ 非常呼出し電源装置　AC100V－DC12V 器具リスト参照

4
0
0

150 150

4
0
0

日 誠 建 設 株 式 会 社



図面名称

工事名称

設計年月日

縮尺製　図照　合承　認

Ｎｏ.

(2.2.3.8)

こと。この場合、「建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集（奈良県県土

おける電気工作物の保安業務を行うものとする。

電気主任技術者の業務を補佐すると共に、)監督職員の指示に従い、当該現場に

工事の着手に先立ち、総合施工計画書を作成し、監督職員に提出する。
(1.1.2.2)<1.1.2.2>

総合施工計画書

一

般

事

項

Ⅰ．工事概要

Ⅱ．機械設備工事仕様

１．工事場所

３．工事種目

１．共通仕様

２．特記仕様
２）工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合は、その仕様は当該図面による。

１）項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を

２）特記事項に記載の（　）内表示番号は標準仕様書の編・章・節・項を示す。また、<  >内の表示

設計図書の優先順位

官公署その他への届
出手続等

工事実績情報の登録

適用する。

番号は改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

工事項目／棟別及び屋外

（１）質問回答書（以下（２）から（５）に対するもの）
（２）現場説明書
（３）特記仕様書
（４）図面
（５）標準仕様書・改修標準仕様書
以上（１）から（５）の順番のとおりとする。
ただし、明示なき材料、仕上げ等については、監督職員の指示による。

工事関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等は全て請負者が行う

適用する。

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

備考

屋外
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

●印をつけたものを適用し、各一式とする。

(1.1.1.1)<1.1.1.1>

(1.1.1.3)<1.1.1.3>

(1.1.1.4)<1.1.1.4>

他工事との取合い 別記工事区分表による。 (1.1.1.7)<1.1.1.7>

疑義に対する協議等 設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり取り合い等の

(1.1.1.8)<1.1.1.8>
関係で設計図書によることが困難若しくは不都合な場合が生じた時は、監督職
員と協議する。

概成工期 現場説明書による。 (1.1.2.1)<1.1.2.1>

電気保安技術者は、(事業用電気工作物に係る工事の場合、電気事業法に基づく

(1.1.3.2)<1.1.3.2>

マネジメント部）」の書式に従い、日程管理を行う。 

○スリーブ （１）外壁の地中部分等水密を要する部分のｽﾘｰﾌﾞ
（２）地中部分で水密を要しない部分のｽﾘｰﾌﾞ
（３）柱及び梁以外の箇所で､開口補強が不要であり､かつ､スリーブ径２００㎜

※つば付鋼管 ○

○

○

※約70㎜×約70㎜×約1,300㎜Ｈ

※全長約1,500㎜

寸法

不凍水栓柱の寸法○

一

般

事

項

共

通

事

項

○

○

○

機材の試験

色彩による表示
及び指示

技能士

継手

一般用弁の耐圧

鋼管用伸縮管継手

耐火二層管伸縮継手

異種管の接合及び
絶縁継手

量水器

なお､Ｆ☆☆☆☆の規格に適合するものと規定された材料等で､Ｆ☆☆☆☆に適合
する材料等がない場合は、監督員と協議を行うこと。

機材の品質及び性能を試験により証明する場合は、試験に先立ち試験計画書を作
成のうえ、監督職員に提出し、原則として監督職員の立ち会いを受けて行う。
ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。 

監督職員の指示による。

適用する。
○
○
○
○

鋼管及びポリ粉体鋼管で、ねじ接合する場合の継手は管端防食継手とし、パイプ
ニップルは管端防食継手用パイプニップルとする。

図面に明記なき一般用弁の耐圧は、下記による。
水道直結配管に使用する弁は、JIS 0.98MPa(10K)弁とする。
その他配管に使用する弁は、

※ベローズ形

取付箇所は図示による

○

呼称13のもの
呼称20～40のもの
呼称50以上のもの

材 料 等
①接着剤

②保温材
　緩衝材
　断熱材

③塗料

④設備機

１級配管技能士（配管工事）
１級熱絶縁施工技能士（保温工事）
１級建築板金技能士（ダクト製作及び取付）
１級冷凍空気調和機器施工技能士（ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機の据付
及び整備）

異種管の接合要領
※標準図（施工３）
機器接続部の金属材料と配管材料のイオン化傾向が大きく異なる場合（鋼とス
テンレス、銅と鋼）は、絶縁継手を使用し、設置箇所及び絶縁継手の仕様は図
示による。   （図面番号　　　　　　）

器

基　準　等
次の１､２及び３を満足するものとする。
１　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合している

２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて

次の１､２を満足するものとする。
１　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合している

２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて
　　少ないものであること。
次の１､２及び３を満足するものとする。
１　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合している

２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて

３　トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないもの

製品を構成する建築材料は、次の１及び２を満足するものとする。
 １　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合している

 ２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて

ものであること。

少ないものであること。

ものであること。

ものであること。

少ないものであること。

であること。

○

ものであること。

少ないものであること。

スリーブ形

○図示   （図面番号　　　　　）

※JIS 0.49MPa(5K)弁 ○JIS 0.98MPa(10K)弁

(1.1.4.1)<1.1.4.1>

(1.1.4.6)<1.1.4.6>

(1.1.4.2)(1.1.7.4)
<1.1.4.2><1.1.8.5>

(1.1.5.2)<1.1.6.2>

(2.2.1.2)

(2.2.2.1)

(2.2.5.15)<2.2.3.15>

(2.2.5.17)<2.2.3.17>

人造石とぎ出し製○ｽﾃﾝﾚｽ製○ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製○※合成樹脂製水栓柱○

○緊急遮断弁装置 適用する
駆動方式 ○電気式　　　○機械式

(2.2.2.7)

(2.2.2.12)(2.2.4.1)

(2.2.2.16)※単箱形接線流羽根車式（乾式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式）
※複箱形接線流羽根車式（乾式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式）
※たて型軸流羽根車式（乾式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式）

(2.2.2.22)

(2.2.2.23)

(2.2.2.24)

であること。なお､接着剤は可塑剤が添加されていない材料を使用
する。（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル
等を含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものは除く）

３　トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないもの

共

通

事

項

○溶接部の非破壊
検査

配管・ダクトの
吊り及び支持

地中埋設管の埋
戻土

管の埋設深さ

地中埋設標及び
埋設表示用ﾃｰﾌﾟ

塗装

※
○

コンクリート管以外の管を地中埋設とする場合は､管及び被覆樹脂を傷めぬよう
山砂の類で管の周囲を埋戻した後、掘削土の良質土で埋戻す。

（１）一般敷地
（２）構内車両通路

(1)給水管　地中埋設標
(2)消火管　地中埋設標
(3)ガス管　地中埋設標
(4)油　管　地中埋設標
(5)地中埋設標の設置箇所は図示による。
(6)埋設給水本管の分岐､曲り部等の衝撃防護措置は図示による。

適用しない
適用する
判定基準
抜取率は下記による。
溶接部

の種類
突合せ

溶接部

すみ肉
溶接部
工場溶接部については適用された抜取率の１/５としてもよい。

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

○

※不要

(図面番号      　　）

換気用ダクト
空調している建物内の還りダクト
内貼りしたダクト及びチャンバー
断熱材付フレキシブルダクト及びたわみ継手
屋外露出の煙導及び煙突

放熱器廻り蒸気配管及び温水管
蒸気管及び温水管で､屋内及び暗渠内の各種装置廻りの配管

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ等
冷凍機の冷却水管
ポンプ廻りの防振継手､ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ等
各種タンク類のオーバーフロー管及びドレン管

エア抜弁以降の配管及び排泥弁以降の配管等
衛生器具の付属品と見なされる器具及び配管

給水用配管で､ポンプ廻りの防振継手､ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ
給水及び排水の地中又はコンクリート埋設配管

保温付被覆銅管
厨房機器及びガス湯沸器廻りの給水､排水及び給湯管
排水管で､暗渠内配管（ピット内を含む）､最下階の床下配管､屋外露出配管
及び耐火二層管
通気管（排水管の分岐点より１００㎜以下の部分を除く）

（冷水､冷温水タンクの第１バルブまでを除く）

（流し下部の床上排水管を含む）

よる。

種　　　別

検査の種類
放射線透過検査（RT）
浸透探傷検査又は
磁粉探傷検査

浸透探傷検査又は磁粉
探傷検査(RT又はMT)

（
（

○

○

放射線透過検査

要（支持間隔は図示による。（図面番号　　　　　））

○

※
※

外気取入れ用ダクト

使用圧力

３００㎜
６００㎜

（
（
（
（

※
※
※
※

要
要
要
要

※

○

蒸気配管

1.0MPa未満

※

○

行わない

（

○
○

○
○
○
○

５

不要
不要
不要
不要

○

（図面番号　　　　　）

蒸気還り管

％

％

）
）
）
）

○

）

埋設表示ﾃｰﾌﾟ
埋設表示ﾃｰﾌﾟ
埋設表示ﾃｰﾌﾟ
埋設表示ﾃｰﾌﾟ

○

○
屋内外露出排煙ダクト

（図面番号　　　　　）

※

1.0MPa未満

※

○

行う（蓋の部分は行わない）

排気用ダクト

（図面番号　　　　）

要
要
要

（

10

（図面番号　　　　　）

○

％

％

（図面番号　　　　　）

○

○

不要
不要
不要

※

）

）

油管

消火管

Ｆ☆☆☆☆

冷却水､冷温水､
消火(水用)
及び油配管

※

○

（
（
（
（

（

※
※
※
※

５

要
要
要
要

）

％

％

○
○
○
○

）

不要
不要
不要
不要

○

）
）
）
）

(2.2.5.16)<2.2.3.16>

(2.2.6.3)<2.2.4.3>

(2.2.7.1)<2.2.5.1>

(2.2.7.2)<2.2.5.2>

(2.2.7.1)(6.2.2.3)
<2.2.5.1><6.2.2.3>

(2.3.1.4)(2.3.1.5)(2.3.1.6)

○瞬間流量計 ○固定形　　個 ○

○建物導入部配管 不同沈下の恐れがある場合は、標準図（施工4）のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄを使用した方法
で施工する。ただし、排水及び通気管を除く。 (2.2.4.1)

○空調機用ﾄﾗｯﾌﾟの
形式

図示による。（図面番号　　　　　　） (2.2.4.2)

管の接合
○
○

ビニル管
架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管

耐火二層管
（ 伸縮継手の設置箇所は図示による（図示番号　　　　））

（
（
（

（

※
○
○

※

接着接合
電気融着接合
熱融着接合

接着接合

○
○
○

○

ゴム輪接合）
ﾒｶﾆｶﾙ接合）
電気融着接合

ゴム輪接合）

○ﾒｶﾆｶﾙ接合）

(2.2.5.10)<2.2.3.10>
(2.2.5.12)<2.2.3.12>

(2.2.5.13)
<2.2.3.13>

(2.2.5.15)<2.2.3.15>

○ (2.2.4.2)ファンコイルの
流量弁

○流量調整弁（図面番号　　　　）　○定流量弁（図面番号　　　　）

浸透探傷検査又は磁粉探傷検査

（４）鋼板製タンクの保温は
（５）次のダクト等に保温を行う場合は、図示による。

（６）次の管､弁､フランジ等に保温を行う場合は、図示による。

（７）寒冷地等での保温厚は、図示による。
（８）高圧（0.1MPa）以上の蒸気管及び蒸気ヘッダーの保温厚は、図示による。

（９）ファンコイルユニット等のドレン管の保温は、給排水設備工事の排水管に

（10）エアー抜き管の保温厚は２０㎜とし、仕様は当該配管の項に準ずる。
（11）保温を施す空調用タンクの蓋の保温
（12）全熱交換形換気扇の給気ダクトの保温

保温 （１）保温種別は、標準仕様書第２編表２.３.２及び表２.３.５による。ロック

（２）共同溝の保温種別は、図示による。
（３）冷媒管の保温外装は、下記による。

【屋内】

【屋外】

 断熱材被覆銅管を使用した場合の保温種別は、図示による。

 ウール保温材､グラスウール保温材及びポリエチレンフォーム保温材が併記
 されている箇所は､どれを使用してもよい。ただし､給水管､排水管で､床下､
 暗渠内(ピット内を含む)､屋外露出及び浴室､厨房等の多湿箇所(厨房の天井
 内は含まない)は､ポリスチレンフォーム保温材とする。

保温化粧ケースの下部カバー

隠蔽部
露出部

○
ステンレス鋼板
保温化粧ケース（

○溶融アルミニウム-亜鉛鉄板

※ 不要 ○

○
○

要

塩化ビニル樹脂製

○要

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

不要
○

○
ステンレス鋼板製）

アルミ合金製

○

区画貫通部の処理 標準図（施工１）による。 (2.2.8.1)<2.2.6.1>

保温化粧ｹｰｽ（塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂製）※

※
 下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したﾀﾞｸﾄ及び配管は､塗装を行わない。
○

屋外配管

倉庫

ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ塗りの塗料

○

○

（　　　　　　　）の屋内露出

機械室

※
※ JIS K 5492(ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ)の１種

○（　　　　　　　　　　）

○
○

(2.3.2.1)

JIS K 5516(合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ)の１種

（１）塗料を屋内で使用する場合のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

（２）表2.3.10によらない場合は、図示による　（図面番号　　　　） (2.3.1.1)
（３）調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗りの塗料

（４）下記の金属電線管は、塗装を行う。

土工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

鋼材工事

図面に明記なきコンクリート設計基準強度及びスランプは､下記による。

鋼製架台､はしご等の機器付属金物及び配管､ﾀﾞｸﾄの支持金物の屋外部分は､ｽﾃﾝﾚｽ
鋼製（SUS304）又は溶融亜鉛めっき（※2種35　　○2種50）とする。
ただし､ﾋﾟｯﾄ内等多湿箇所の吊り及び支持金物はｽﾃﾝﾚｽ鋼製（SUS304）とする。

地中埋設管を除き､埋め戻し及び盛土は､
※
○
残土処分
※

設計基準強度
スランプ

根切り土の中の良質土を使用し､十分な締め固めを行う。
山砂の類を使用し､十分な締め固めを行い､水締めを行う。

構内指示の場所に敷きならし

※
※

１８Ｎ/ｍ㎡以上
１８㎝以下

○
○

○構外処分

(2.4.6.2)

(2.4.2.1)
<2.7.1.1>

(2.4.4.1)
<2.7.3.1>

<2.7.5.2>

(PT又はMT)

蒸気管及び温水管で､屋内及び暗渠内の弁、ﾌﾗﾝｼﾞ､伸縮管継手､防振継手､

給湯管で､屋内及び暗渠内の弁､ﾌﾗﾝｼﾞ､伸縮管継手､防振継手､ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ等

（13）消火用充水タンクの保温

※ ○

※ ○

※

仮

設

工

事

空

気

調

和

設

備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

はつり

容量等の表示

防火区画

掲示板

天井仕上区分

マンホール､蓋類

取替機器

天井点検口

耐震施工

監督職員事務所

総合会議室

監督員事務所の備品

工事用水

工事用電力

工事用仮設物

足場・さん橋類

方式

主要熱源機器

設計時の温湿度
条件

ダクトの種別

ダクトの工法

チャンバー等

吹出口及び吸込口
ボックスの材料

風量測定口の取付
位置

配管材料

既存のｺﾝｸﾘｰﾄ床､壁等配管貫通部の穴明けは､原則としてﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰを使用する。

機器類の能力､容量等は表示された数値以上とする。
ただし､電動機の出力､燃料消費量及び圧力損失は表示された数値以下とする。

○

機械室に操作順序､注意事項､連絡先及び系統図等を描いた掲示板を設ける。

（　　　　　）書きの室名は直天井を示し､その他は二重天井を示す。

機器を取り替えた場合､取替日､請負者名､施工者名及び能力を記した銘板を取付
ける。

天井点検口の裏側に用途名称を付す。

設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土技術政策総合

標準水平震度に、機器の重量を乗じたものとする。
また、設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１/２とする。

重要機器（水槽類）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

上層階の定義は、次による。

※
○

※

監督員事務所を設ける場合の備品は､図面番号（　　　　　）による。

構内既存の施設

構内既存の施設

構内につくることが

※

○
○
○
○
○

○
○

※

○
○

製作及び取付は､標準仕様書第３編２.２.２「アングルフランジ工法ダクト」の当
該事項による。
消音内貼

※

図示による。（図面番号　　　　　　）

図面に明記なき配管材料は､下記による。
（１）冷温水管･膨張管･エアー抜管･膨張タンクよりボイラー等への補給水管

平面階

○

6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、
10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階

別途工事（　　　　　　）
本工事（規模
仕上げの程度

別途工事（　　　　　　）

関係者が設置したものは､無償で使用できる。
本工事で設置する。
足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」
（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関する
ガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合す
る手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変
更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)

ボイラー
遠心冷凍機
冷却塔
直だき吸収冷温水機
氷蓄熱ユニット
パッケージ形空気調和機
ファンコイルユニット
放熱器

場所

低圧ダクト

アングルフランジ工法
コーナーボルト工法(
（長辺の長さが１５００㎜以下の部分）

亜鉛鉄板製

※
○
○

設置場所

上層階､屋上及び塔屋
中間階
１階及び地下階
注　（　　）の内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

消火設備

床
内壁

屋根

時期

配管用炭素鋼鋼管(白管)
耐熱性ライニング鋼管(SGP-HVA,SGP-H-FVA,SGP-H-FCA)

部位

天井

設計用標準水平震度

屋外

温度(DB)

※
○

○

要（標準仕様書第２編表２.３.２及び表２.３.４による。）
不要

図示（図面番号　　　　　）

※

※
※

○

○

※

合板張り又はビニルシート張り

合板張り又は石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り＋塗装
塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り＋塗装

高圧１ダクト

水槽類

10㎡程度

※

※

湿度(RH)

利用できない

利用できない

※

○

できる

グラスウール製

○特定の施設
重要

機器
2.0(2.0)
1.5(1.5)
1.0(1.0)

○
○
○
○
○

○

○
○

○

温風暖房機
スクリュー冷凍機
チリングユニット
小型吸収冷温水機ﾕﾆｯﾄ
ユニット形空気調和機

空気清浄装置

屋内（調整目標値）
一般事務室

温度(DB)

スパイラルダクト
共板フランジ工法

○

20㎡程度

○

○

○

本工事（規模　　　　㎡程度）　　

ガスエンジン式パッケージ形空気調和機

高圧２ダクト

水槽類
2.0 
1.5 
1.5 

○

利用できる（

利用できる（

できない

湿度(RH)

○

仕　様

30㎡程度

一般
機器

1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

○

○

温度(DB)
℃
℃

○
○

○
○
○

フレキシブルダクト
スライドオンフランジ工法）

○

温水発生機
吸収冷凍機
空気熱源ヒートポンプユニット

○

○

※一般の施設
重要

機器
1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

65㎡程度

有償

有償

コンパクト形空気調和機

全熱交換器

○

湿度(RH)
％
％

○

○

ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置

○

○

○

水槽類
1.5 
1.0 
1.0 

○

無償）

無償）

100㎡程度

○

(2.4.1.1)

一般
機器

1.0(1.5)
0.6(1.0)
0.4(0.6)

(3.2.1.1)(5.2.1.1)
<3.2.1.1><5.2.1.1>

<1.2.3.1>

(2.4.1.1)
<1.2.3.1>
(2.4.1.1)
<1.2.3.1>
<1.2.2.2>

<1.2.2.2>

(2.4.1.1)<1.2.2.1>

(3.2.2.2)<3.2.2.2>

(3.2.2.1)～(3.2.2.5)
<3.2.2.1>～<3.2.2.5>

(2.3.1.4)(3.1.14.5)(3.2.2.2)(3.2.2.7)

(3.1.14.6)

(3.2.2.7)

(2.2.1.2)

なお､復旧はﾓﾙﾀﾙ又はﾛｯｸｳｰﾙを充てんする。（建築基準法令に適合させること）

冬期
夏期

40％
50％

○県名入りとする。用途名入りとする。

手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。なお単管足場
枠組足場を用いる場合の設置場所については図示による。

空気調和 ○
○

ダクト方式
ファンコイル･ダクト併用方式

（○中央 ○各階ユニット）
個別方式

○新設※ 改修

○空気調和 ○
○

ダクト方式
ファンコイル･ダクト併用方式

（○中央 ○各階ユニット）
○個別方式

既設○

19℃
28℃

※屋外に設置するダクト類にはシール等で水密を確保する。

ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　） ○架橋ポリエチレン管

（２）冷却水管

（３）蒸気給気管

※
○
○
○

※
○

配管用炭素鋼鋼管(白管)
硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)
ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)

配管用炭素鋼鋼管(黒管)
圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)

ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　）

○ポリブデン管

溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板製 ○カラー亜鉛鉄板製○

関係法令に従い、工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大

施工条件 現場説明書による。 (1.1.3.3)<1.1.3.3>

施工中の安全確保 工事現場周辺の状況を調査判断し、本工事施工によって生じる騒音、振動、大
気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。工事に
関して、第三者から説明の要求又は苦情があった場合は、請負者の責任におい
て直ちに誠意をもって対応する。 (1.1.3.5)<1.1.3.5>

交通安全管理 工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に、工事関係車
両の出入りについては、必ず誘導員又は交通整理員を立て、交通渋滞、住民等
の安全に留意すること。また､工事着手前に警察､その他関係機関､地元自治会
､監督職員などと十分打ち合わせのうえ､安全管理を行う。 (1.1.3.6)<1.1.3.6>

災害時の安全確保 災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに、二次災
害の防止に努め、その経緯を監督職員に報告する。 (1.1.3.7)<1.1.3.8>

施工中の環境保全等

作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。 (1.1.3.8)<1.1.3.9>

発生材の処理等

機材等

建築材料･設備機器

○

○
○

○

※別記(設備機材)に掲げる設備機材は、(社)公共建築協会発行「建築材料・設
  備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」に記載されたもの（ただし
  ､評価の有効期限内のものに限る）を使用する。この場合、評価書の写しを
  もって、標準仕様書第１編1.4.2(c)の品質及び性能を有することの証明とな
  る資料（製作図、試験成績書等は除く）に替える。ただし、これらと同等の
  ものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。
※本工事に使用する設備機材等のうち、設備機材等指定表等により特定のもの
  が特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等 のものを
  使用する。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

※建物内部（天井裏､床下､ＰＳ､ＥＰＳ､ＤＳ等を含む）及びダクト等の内部に
  使用する下記に掲げる各材料・機材等は、それぞれに定められた基準等に適
  合するものを選定する。

引き渡しを要するもの　（　　　　　　　　）
特別管理産業廃棄物に関しては、「Ⅲ.機械設備解体工事仕様」を適用する。

現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　）
再生資源化を図るもの

再生資源利用〔促進〕計画（実施）書を提出する。
  (建設副産物対策近畿地方連絡協議会編)
産業廃棄物の処理

産業廃棄物管理票（マニフェスト）を提出する。
フロン類(冷媒及び消火ガス等)は、抜取回収後破壊処分を行い、証明書を提
出する。
特定家庭用機器再商品化法に該当するものは適法処理とする。
○

○

○

関係法令に従い、構外搬出適切処理とし搬出書類等提出する。なお、県内
の最終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税条例相当
額を支払うこと。

ﾕﾆｯﾄ形ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ（ｳｲﾝﾄﾞ形ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ又は室内ﾕﾆｯﾄが壁掛形もしくは
床置き形であるｾﾊﾟﾚｰﾄ形ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰに限る。）

（　　　　　　　　） ○（　　　　　　　　） ○（　　　　　　　）

(1.1.3.9)<1.5.1.1><1.5.1.2>

(1.1.4.2)<1.1.4.2>

気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。塗料、

確保及び環境保全に努める。建設事業及び建設業のイメージアップのために、

その他の化学製品の取扱いに当たっては、当該製品の製造者が作成したＪＩＳ
Ｚ　７２５３を常備し、記載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の

電気保安技術者及び
工事用電力設備の
保安責任者

工事用電力設備の保安責任者として有資格者を定め、監督職員に報告する。
(建1.1.3.4)

○

○

○

見本施工の実施

化学物質の濃度
測定

中間技術検査の
実施

完成図等

工事写真・完成
写真

図示による。（図面番号　　　　　） 

※実施する（○着工前　※施工完了後） 

○

※作成する。

※

測定対象化学物質　　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ
測定対象室及び測定箇所数
室　名
箇所数
測定方法は監督職員の指示による。

完成図（機器製作図含む）

完成図は、原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は監督職員の指示とする。

保全に関する資料等
保全に関する資料等（建築物等の利用に関する説明書､機器取扱い説明書､機器
性能試験成績書､官公署届出書類､主要機器一覧表､総合調整測定表）を提出する。
その他の引き渡し書類
保証書､施工図(制御システム図･機器配管固定の施工図等)､施工計画書､各種承
諾図､工事写真､その他各種検査書類等を整理し、監督職員の指示する部数を提
出する。
既存完成図の修正（多年度継続工事の場合）
既存完成図を今回工事の内容を含んだものに修正し､全体完成図として提出する。

カラーサービス版

カラーキャビネ版

分類・規格

監督職員指示箇所

撮影枚数
○ ○

あり

部数

○

○

○

なし

24×36以上

100×125以上

原板の大きさ(㎜)

(1.1.5.4)<1.1.6.5>

(1.1.5.8)<1.1.6.9>

(1.1.7.2) (1.1.7.3)
<1.1.8.3> <1.1.8.4>

(1.1.2.4)<1.1.2.4>

(1.1.6.2)<1.1.7.2>（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）○
に定める中間検査による。
県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携（奈良県県土マネジメント部）

※工事写真　「工事写真の撮影マニュアル（奈良県県土マネジメント部監修）」による。

参考ＣＡＤデータの貸与

（ただし、上記写真は、アルバム製本とする。）

6 9 12

地中埋設物等 標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。
施工前に､当該工事に係わる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内の
既設配管・配線も含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設
埋設配管の経路等が不明な場合は探査方法及び試験堀方法を監督職員と協議する。

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

３）改修工事の分類　　　○全館無人改修 ○執務並行改修

●

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○
完成図ＣＡＤデータの提出　　　　 あり ○なし

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

完成写真　※工事写真に準じて作成する。　○下表による。

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ○ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ○ 建設発生木材

管端コア付鋼管を除く塩化ビニルライニング鋼管、耐熱性塩化ビニルライニング

○ 制御及び操作盤

(2) 標準仕様書第２編表2.1.6～2.1.8による。
(1)

機器に付属する制御及び操作盤の仕様の優先順位は、次の（１）～（３）の順番

図示による。（図面番号　　　　　　）
のとおりとする。

ただし、標準仕様書各編で製造者の標準仕様と明示されたものは除く。また、
同表の各機材ごとの△印の項目の適用は、 ○適用する 適用しない○
インバータ用制御及び操作盤の仕様において標準仕様書第２編1.2.2.2(2)～
(4)の規定を 適用する○ ○適用しない

(3) 製造者の標準仕様

総合調整 別途工事○ 総合調整を行う項目は下記による。

(2.1.2.2)

(2.1.3.2)<2.1.3.2>

○室内外空気の温湿度測定水量調整風量調整
※本工事

○騒音測定 ○初期運転状態の測定

○※ビニル管

※白管
※紙製仮枠

着脱可能形（測定用ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ　　個、本体　　個）

（４）上記以外の鋼管製スリーブ
以下の部分は

○ (2.2.2.27)<2.2.6.1>

室内気流及び塵埃の測定
○
○
○

34.6℃
0.1℃

　ﾝ管及び銅管の呼び径20以下の管の形鋼振止め支持は､

（１）土間埋設配管の吊りはﾋﾟｯﾄ内（材質はｽﾃﾝﾚｽ鋼製）に準じる。
（２）鋼管､鋳鉄管及びｽﾃﾝﾚｽ鋼管の配管呼び径40以下､ﾋﾞﾆﾙ管､ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管､ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞ

研究所監修）　　　　年版」による。なお設計用水平地震力は、次に示す設計用２０１４

58.0％
53.2％

○

（VU）

○誘導電動機 電動機出力が0.75kW以上の低圧三相かご形誘導電動機の規格は、JIS C 4213（低圧

○雑用水質の測定

ｺﾝｸﾘｰﾄ2次製品

建築設備耐震設計・施工指針(2014年版)」による形鋼振れ止め支持を行う場合は、SA種とする。

三相かご形誘導電動機－低圧トップランナーモータ）による(2.1.2.1)

ボックスの吊りは３点支持を標準とし、これによれない場合は監督職員との協議による。

１）本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工

機械設備工事特記仕様書

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●
●

飲料水の水質測定（※水道法施行規則第10条による水質検査●飲料水適合検査）

●

●

●

● ●

●

●

●

●

● ● ●

● ● ●

●

●

事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書｣という。)、公共建築改修工事
標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「改修標準仕様書｣という。)及び公共建築設備
工事標準図(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図｣という。)による。

●

●
●
●

●

耐震安全性の分類構造 階数 延面積（m2）建物名 消防法令別表第一２．建物概要

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

●

●
●
●

●

天理市井戸堂・柳本本小学校　トイレ改修等工事

天理市柳本町１２１３

12棟 6-1棟

天理市立柳本小学校

●

● 工事写真　完成写真の部数　工程１部　完成２部提出する。

空気調和設備
換気設備
排煙設備
自動制御設備
衛生器具設備
給水設備
排水設備
給湯設備
消火設備
ガス設備

さく井設備
厨房機器設備
浄化槽設備

昇降機設備
機械式駐車設備
井水揚水設備
医療ガス設備
撤去工事

○

-M 01

-----

● ●

●

●

○

●

※請負者において完成図を作成し、糊張製本「２」部提出する（原図共）

特記仕様書１

日誠建設株式会社



工事名称
縮尺製　図照　合承　認

特記仕様書２ -M図面名称
設計年月日

空

気

調

和

設

備

○

○

○

○

○

○

○

定風量ユニット
変風量ユニット

地下オイルタンク

バーナーの制御方式

鋼板製煙道

ばい煙濃度計

給水軟化装置

無圧式温水発生器
の本体内面防錆処
理

（４）蒸気還管

（５）高温水管

（６）油管

（７）空調用給水管

（８）空調用排水管

（９）冷媒管

○

（１）本体

（２）蓋
（３）タンク室
（４）コンクリート工事
（５）コンクリート躯体工事
（６）内部充填砂
（７）タンク外面防護処理

（８）基礎杭
（９）遠隔油量指示計
○

図面に明記なき鋼板製煙道の厚さ
煤煙濃度計取付座及び煤塵量測定口(80φ以上)の箇所は図示による。

○
○

（２）イオン交換樹脂筒
（３）処理水用硬度測定器

ステンレスを除く鋼製の場合の内面防錆処理は
○
○

※
○
○

※
○

※
※

○

○
○
○
○

○
○

※
○
○

メカニカルタイプ

オン･オフ制御

設けない
設ける（電源制御盤より取り出し配管配線は本工事に含む。）

溶融亜鉛めっき２種55
熱媒水に腐食抑制剤を添加する方法

圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)
一般配管用ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　　）

圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管)

配管用炭素鋼鋼管(黒管)（トラフ内共）

硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)
ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)
水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)

硬質塩化ビニル管(VP)
排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)

断熱材被覆銅管
銅管
圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)

※

（

送風機付き

※

※
○

地中(屋内及び屋外)）

※
○
WPM-AW800

施工しない
施工する

地下オイルタンク
鋼製強化プラスチック製二重殻タンク

○ハイ･ロー制御

○

（

送風機なし

○

○
○

※

○
※
※

○

風速センサータイプ

WPM-AW700
設けない(コロッケ形)

本工事

アスファルト被覆
不要
設ける

※
※
※

溶融アルミニウムめっき２種

自動式
１筒式
設ける

○

記号 TO-

※
※

本工事
本工事
○

○
○
○

※

別途建築工事

要
設けない
比例制御

３.２㎜

○
○
○

○

○

手動式

設けない

Sch40

WPM-A450

（

）

○
○

※

別途建築工事
別途建築工事

○

○

○

一般

エポキシ樹脂被覆

４.５㎜

（図面番号　　　　）

Sch80

記号　TOSF-

○
○

○

○

）

)

(3.1.15.13)(3.2.15.14)

(3.1.13.7)

(3.1.1.8)

(3.1.1.9)
(3.2.1.5)

(3.1.1.10)

(3.1.1.12)

(3.1.2.2)
(5.1.3.2)

○

○

○

○

空気清浄装置

回転形全熱交換器

全熱交換ユニット

放熱器及び放熱器
付属品

フィルターの形式等図示による。

回転数制御装置は図示による。

運転表示灯及び操作スイッチ等は図示による。

ファンコンベクターの吹出口､吸込口､エアフィルター等図示による。

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

(3.1.8.1)～(3.1.8.6)

(3.1.9.1)～(3.1.9.4)

（図面番号　   　　）
(3.1.9.1)～(3.1.9.4)

（図面番号　   　　）

空気調和機 ○

○

○

○

○

基礎

ユニット形空気調和機

コンパクト形空気調和機

ファンコイルユニット

カセット形ファンコイルユニット
パッケージ形空気調和機

※標準基礎 ○防振基礎

加湿器､許容騒音レベル､吐出口風速等図示による。

加熱器，加湿器､ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､冷媒等図示による。

加湿器､ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､制御盤等図示による。

図示による。

（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）
（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）
(3.1.7.1)～(3.1.7.7)

○氷蓄熱ユニット 冷媒は図示による。
氷生成装置

タンク本体の材質は図示による。
基礎等は図示による。

○
○

スタティック形（
ダイナミック形

（図面番号　　　　　）
○

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

内融式 ○外融式 ○カプセル式）

(3.2.1.11)

○ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置 仕様､システム等は図示による。（図面番号　　　　　） (3.1.4.1)～(3.1.4.16)

○

○

直だき吸収式冷温
水機

小型吸収式冷温水
機ﾕﾆｯﾄ

排熱熱交換器
排熱投入型再生器
高温再生器の構造は図示による。
排熱を回収又は投入している運転状態における燃料削減率は図示による。

冷却塔､ポンプの補機類の組み込みの有無等図示による。

○
○

設ける
設ける

○
○

設けない
設けない

（図面番号　　　　　）

(3.1.3.6)

（図面番号　   　　）
（図面番号　   　　）

(3.1.3.7)

○

○

遠心冷凍機

ｽｸﾘｭｰ冷凍機

電動機盤内の進相コンデンサー

電動機盤内の進相コンデンサー

○

○

設ける

設ける

○

○

設けない

設けない

(3.1.3.3)

(3.1.3.4)

成績係数 図示による。（図面番号　　　　　　）
○グリーン購入法で定める数値以上とする。

(3.1.1.13)～(3.1.7.14)

冷媒 図示による。（図面番号　　　　　　） (3.1.1.11)～(3.1.3.11)

○
○

ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ
(3.1.3.1)～(3.1.3.4)氷蓄熱用に使用する場合の仕様（図面番号　　　　　）

○圧縮機インバーター制御（図面番号　　　　）○始動方式（図面番号　　　　）

高温再生器（○煙管式　○液管式）

(3.1.5.1)～(3.1.5.10)

サブドレンパンの適用は図示による。

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機 加湿器、冷媒､成績係数等図示による。

コンベクター､パネルラジエーターの寸法､放熱能力等図示による。
(3.1.10.1)～(3.1.10.9)

○

○

還水タンク

膨張タンク

※

○開放形膨張タンク （ ○鋼板製 ○ステンレス鋼板製(SUS304)）

(3.1.13.2)

(3.1.13.5)

○ポンプ類

基礎 ○防振基礎（振動絶縁効率 ％）
(3.1.12.1)～(3.1.12.6)

(3.2.1.16)標準基礎※
（図面番号　   　　）

SUS鋼板溶接加工 (○SUS304○SUS316○SUS444)配管接続は図示による

換

気

設

備

○

ダクトの種別

ダクトの工法

厨房用排気ﾀﾞｸﾄの
板厚

※

○

○

厨房用排気ダクトの板厚は下記による。

低圧ダクト

アングルフランジ工法

コーナーボルト工法（
（長辺の長さが１５００㎜以下の部分）

ダクトの長辺(㎜)
450以下

450を超え､750以下
750を超え､1500以下
1500を超え､2200以下

○高圧１ダクト

○

適用表示厚さ(㎜)
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

スパイラルダクト

共板フランジ工法

○高圧２ダクト

○フレキシブルダクト

○スライドオンフランジ工法）

(3.2.2.1)

(3.2.2.1)～(3.2.2.4)

(3.2.2.2)

○密閉形隔膜式膨張タンク （ 溶解栓 ○あり ○なし ） (3.1.13.6)

○ ○ (3.1.13.5)ヘッダー 接続口を設ける（○還水管　○排水管）

本体及びﾍﾞｰｽの材質､構成、形式、ﾌｰﾄ弁の口径、電動機等図示による。

電動機の仕様等は図示による。○送風機 (3.1.11.1)～(3.1.11.4)

○防振基礎（振動絶縁効率 ％）標準基礎
水抜き穴（※設けない　○設ける）

(3.2.1.15)

（図面番号　   　　）

基礎 ※

（１）運転方式

※

換

気

設

備

自

動

制

御

設

備

衛

生

器

具

設

備

給

水

設

備

排

水

設

備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

自動制御設備一般

自動制御機器

中央監視制御装置
一般
中央監視盤

周辺装置

端末装置

電気計装用機材

小便器用節水装置

温水洗浄式便座

給水方式

配管材料

ポンプ類

加入金等

タンク

排水方式

放流先

配管材料

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式調節部の中央監視制御装置との通信機能は図示による。

操作部電動弁の開閉状態を遠方表示するための電気接点は図示による。

印字装置の方式は図示による。
集合表示装置は図示による。

種類及び機能は図示による。

電線及びｹｰﾌﾞﾙの規格､通信信号線の規格及び使用区分､線径及び本数は図示による。
電線管及び付属品等の規格は図示による。

加熱方式（

○

図面に明記なき配管材料は､下記による。
（１）一般配管

（２）地中配管

○

○

○

※

汚水と雑排水
汚水･雑排水と雨水
ポンプ排水

（１）汚水
（２）雑排水

図面に明記なき配管材料は､下記による。
（１）汚水･雑排水管

小便器一体型

水道直結方式

○
○
○

○
○

揚水用ポンプ
共通ベースの材質､フート弁の呼び径等図示による。
小型給水ポンプユニット

深井戸用水中モーターポンプ

不要

硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)
ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)
ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　　）
水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(内外面ﾗｲﾆﾝｸﾞ)(SGP-VD,SGP-FVD)
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(内外面ﾗｲﾆﾝｸﾞ)(SGP-PD,SGP-FPD)
水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)

水道用硬質塩化ビニル管(VP)

○

○

貯湯式

要（

○

高置タンク方式

○

あり

直放流下水管
直放流下水管

○

本工事

屋内
屋外

小便器分離型

○

（

瞬間式　）

※
○

分流式
分流式
汚物

○

（図面番号　　　　　　）
（図面番号　　　　　　）

（図面番号　　　　　　）

別途工事）

○

○

圧力タンク方式

○

汚水

（図面番号　　　　  　）

合流式

（図面番号　　　　　　）

名称：

○雑排水

○

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

○

ポンプ直送方式

浄化槽二次側

（

（図面番号　　　）

（
（
（

○
○
○

屋内

屋内
屋内
屋内

）

○
○

○

屋外）

屋外）
屋外）
屋外）

なし

(4.1.1.1)

(5.1.1.2)

(5.1.1.2)

(2.2.1.2)

(5.1.2.1)(5.1.2.2)

(5.1.2.3)

(5.1.4.2)

(2.2.1.2)

排

煙

設

備

○

○

○

○

○

○

排煙対象部分

ダクトの種別

ダクトの工法

ダクトの材料

排煙口及びﾀﾞﾝﾊﾟｰ

排煙機

○
○

○

※

※

（１）形状
（２）排煙口の作動
（３）ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管

※
基礎

廊下
最大面積

高圧１ダクト

アングルフランジ工法

亜鉛鉄板製

遠心送風機

配線は別途工事（電気設備工事）とする。

※標準基礎

○事務所

○

○

スリットフェイス形

㎡

高圧２ダクト

○

○
○

手動

斜流送風機
防振基礎（振動絶縁効率

○

○

○

図示による。

普通鋼板製

（○ 機械式

（図面番号　　　　　　　）

○
○
電気式　）

○

パネル形

軸流送風機

○
○

ダンパー形
煙感知器連動

％）

(3.2.2.1)

(3.2.2.1)～(3.2.2.2)

(3.2.2.1)

(3.1.11.4)
(3.2.1.16)

○

○

○

○

排気フード

グリス除去装置

防煙ダンパー
防火防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰ
ピストンダンパー

ドレン抜き

（１）排気フードの補強､支持金物､接合材等は､亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によ

（２）フード囲いにダンパー類の点検口を
（３）フードの内側周囲にはといを設け､といには呼び径10～20の黄銅製コック､

○

防煙ダンパー･防火防煙ダンパーの復帰方式

ピストンダンパーの復帰方式

グリスエクストラクター

※

るものとし､材質は次による。

プラグ又はステンレス製コックを

遠隔復帰式（電気式(定格入力 DC24V 0.6A以下)）

○

※

グリスフィルター

遠隔復帰式

※ステンレス鋼板(補強共)

○

○

設ける

設ける

○

○

○

設けない

手動復帰式

設けない

○手動復帰式

○亜鉛鉄板

(3.1.14.7)

(3.1.14.8)

(3.1.15.8)～(3.1.15.10)

○吹出口及び吸込口
ボックスの材料

※亜鉛鉄板製 ○グラスウール製 (3.1.14.6)

○送風機 電動機直動式の場合の極数等図示による。
基礎 ※標準基礎 ○防振基礎（振動絶縁効率

（図面番号　　　　　　　）
％）(3.1.11.1)～(3.1.11.4)

(3.2.1.15)

(4.1.2.2)

(4.1.2.3)

システム構成、仕様及び機能は図示による。 （図面番号　　　　　　　）

(4.1.4.1)

(4.1.4.2)

システム構成、仕様及び機能は図示による。（図面番号　　　　　　）

システム構成、仕様及び外観形状は図示による。 （図面番号　　　　　　）

(4.1.4.4)

(4.1.4.3)

(4.1.5.1)

○

運転方式､制御方式、24時間強制ﾛｰﾃｰｼｮﾝ機能､ﾌｰﾄ弁の呼び径等図示による。

揚水管の材質､水中ケーブル及び電極の長さ等図示による。 （図面番号　　　　　）

厨房､浴室等の多湿箇所の排気ダクトに設ける。 （図面番号　　　　　　　）
(3.2.2.1)

○

○

○

大便器ユニット

小便器ユニット

洗面器ユニット

温風乾燥機能（

大便器の種類及び給水装置の組合せ､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様､配管は
図示による。

小便器の種類及び節水装置の組合せ､配管､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様は
図示による。

洗面器の種類及び給湯管の要否､配管､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様は図示
による。

（図面番号　　　　　　　）

（図面番号　　　　　　　）

（図面番号　　　　　　　）

○あり ○なし　） ○あり ○なし　）

(5.1.1.3)

(5.1.1.4)

(5.1.1.5)

(5.1.1.7)

○壁掛型汚物流し
ユニット （図面番号　　　　　　　）

汚物流しの種類、シャワー付水栓、給湯方式、配管材料は図示による。
(5.1.1.6)

○

○

浴室ユニット

複合浴室ユニット

JIS A 5532(浴槽)､プラスチック浴槽ふた､照明の種類､給水･給湯管の要否､管材､
壁･床･天井､付属品の仕様は図示による。

JIS A 5532(浴槽)､JIS A 5207(衛生陶器)､照明の種類､給水･給湯管の要否､管材､
壁･床･天井､付属品の仕様は図示による。

（図面番号　　　　　　）

（図面番号　　　　　　） (5.1.1.9)

(5.1.1.8)

○多目的トイレの

○

○

○

洗浄弁

化粧棚

水石鹸入れ

自動水栓

大便器耐火カバー

操作方式

陶器製又は金属製の縁付きとし､大きさは図示による。

電源供給方式（
手動スイッチ（

※設ける（ピット内は除く）

○
○

手動式（※レバー式
電気開閉式（

○
AC電源式
あり

○

○

センサー式

○
なし　）

乾電池式

○

○設けない

○

○

タッチスイッチ式）

発電式　）

（図面番号　　　　　　　）

）

手洗器一体型　○手洗器分離型　○自動供給式 ○ (5.1.1.15)

(5.1.1.14)

(5.1.1.12)

(5.1.1.11)

紙巻器、便器洗浄ボタン、呼出ボタンの配置はＪＩＳ Ｓ ００２６による。
器具配置

ポリブデン管○架橋ポリエチレン管

(5.1.2.5)

FRP製パネルタンク ※ 複合板形 ○ 単板形○
○
○鋼板製一体形タンク

ステンレス鋼板製パネルタンク ○あり○なし外部保温

設けない○設ける○タンク本体給水栓用配管接続口

○
○

浄化槽
浄化槽 ○別途桝（　　　　　　　　工事）

○建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル(RF-VP) （○屋内○屋外）
○ （水道用硬質塩化ビニル管(VU) ※屋外埋設）

○水道配水用ポリエチレン管（※屋外）　○

排

水

設

備

給

湯

設

備

消

火

設

備

ガ

ス

設

備

浄

化

槽

設

備

駐
車
設
備

工
事

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

汚水､雑排水､汚物
用水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

消火設備の種類

機器の固定

流し

作業台 (調理台､

ｶﾞｽ及び電気ﾌﾗｲﾔｰ

ガスの種類

配管材料

ガス漏れ警報器

防食処置

液化石油ガス用
鋼管の溶接接合

地中埋設管の接合
方法
ピット内施工法

負担金

形式

処理種別

汚泥引抜き清掃
消毒
現場施工形

ユニット形

運転操作盤

耐震措置

撤去工事

脇台､盛付台等)

（２）通気管

（３）流し等の床上露出部分の配管は､硬質塩化ビニル管(VP)でもよい。

○
○

燃焼機器､加熱調理機器､高さが1.0ｍを超える機器及び図示による機器には､床又
は壁にｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄで固定できるよう補強及び固定金具を備える。

化粧板の有無､流しトラップの材質等図示による。

すのこ､引出し､戸棚等の有無等図示による。

甲板の厚さ､材質及びすのこの有無等図示による。

すのこの有無等図示による。

○

図面に明記なき配管材料は､下記による。
（１）一般配管

（２）地中配管

※

地中埋設管に電気防食を施す場合は図示による。

溶接部の非破壊検査
※
○

○

※

※

※

○

※

送風機室
防護さく
コンクリート躯体工事(土工事を含む)
換気用送風機

制御盤

消泡装置
消毒装置
マンホール
管材及び弁類は図示による。
土留め等は図示による。

基礎等の厚さ等図示による。

○
号機選択スイッチ

設計用水平震度は､設計用標準水平震度に地域係数を乗じて求める。

（１）引き渡しを要する配管､ダクト等の保温材は分離する。
（２）ダクト及び配管等の支持金物､吊りボルト等は本工事にて撤去する。
（３）撤去後の補修は､原則として現状復旧とする。

○

○

○
○
○

○

屋内消火栓
不活性ガス消火

都市ガス
液化石油ガス

※
○

※
○

別途工事（　　　　　　）

適用しない
適用する

ネジ工法

溶接工法

不要

ユニット形

小規模合併処理

別途工事

一台の搬器につき一面を設ける

○

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)
耐火二層管（国土交通大臣認定品）

水道用硬質塩化ビニル管(VP)
建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管(RF-VP)
排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)
配管用炭素鋼鋼管(白管)
耐火二層管（国土交通大臣認定品）

配管用炭素鋼鋼管(白管)
圧力配管用炭素鋼鋼管

合成樹脂被覆鋼管
ガス用ポリエチレン管

地域係数

○

（

○

○

○

○

○
○
○

○
○
※

連結送水管

発熱量　　　　　　　MJ/Ｎｍ3

○

ＳＧＭ工法

要

本工事

遠心送風機
壁掛式有圧換気扇(フード付)
漏電､過負荷､満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を
設ける。
ノズル式
固形塩素剤消毒装置
標準図(機材１)によるﾏﾝﾎｰﾙふた(水封式)（錠又は回転ロック付）

(　　　　）

（※５０㎏

放射線透過検査

○

○

○

現場施工形

○

設ける

連結散水

合併処理

○

（
（

○

（

○

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

屋外消火栓

○

○
○

本工事（外部出力端子※なし

○

消泡剤式

○

○

２０㎏）

屋内
屋内

ＰＥ管工法

本工事

○

設けない

フード等用簡易自動消火

軸流及び斜流送風機

○

○

○

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

○
○

浸透探傷検査又は粉体探傷検査）

（
（

次亜塩素酸ソーダ消毒装置

○

屋外　）
屋外　）

○
○
○

スプリンクラー

（図面番号　　　　）

別途工事 ）
本工事
本工事

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　）

（図面番号　　　　　）

○

ガス供給者名

天井式有圧換気扇

（保温不要）

○
○

別途工事 ）
別途工事 ）

（
（

○

○

泡消火

○

抜取率　　　　　％

屋内
屋内

あり）

○
○

○

○

屋外）
屋外）

粉末消火
(5.1.5.2)～(5.1.5.10)

(5.1.6.1)

(5.1.6.5)

(6.2.1.1)～(6.3.1.1)

(6.2.1.3)

(6.2.2.5)

(6.3.2.2)

(8.1.1.2)～(8.2.2.1)

(8.3.2.1)

(10.2.2.4)

(10.2.2.7)

○貯湯タンク 材質､電気防食の方式等図示による。 （図面番号　　　　　） (5.1.4.3)

給湯方式 ○中央式 局所式

配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。

○
○

銅管（壁又は床埋設をする場合は､保温付被覆銅管を使用してもよい。）
耐熱性ライニング鋼管(SGP-HVA,SGP-H-FVA,SGP-H-FCA)

(2.2.1.2)

○

○

○

貯湯式電気温水器

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯器

ガス給湯器用排気
筒

週間タイマーの有無等図示による。

タンク容量等図示による。

排気筒を外気に開放する場合の頂部形状は図示による。

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

(5.1.3.6)

(5.1.3.7)

(5.1.3.8)

○ （図面番号　　　　　）

ガス湯沸器 (5.1.3.4)

潜熱回収型給湯器 給湯熱効率(※９０％以上○　　％以上) (5.1.3.5)

○

○

○

スプリンクラー

泡消火

連結散水

閉鎖型スプリンクラーヘッド

消火薬剤
感知用ヘッドの形状は図示による。

散水ヘッドの形状は図示による。

※水性膜泡消火薬剤

○湿式

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

○乾式

○合成界面活性剤泡消火薬剤

○予作動式 (5.1.5.5)

○配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。
（１）一般配管

○
○
○

配管用炭素鋼鋼管(白管)
圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370白管)
ステンレス鋼管 （ ○一般配管用 ○

○
配管用　）

Sch40 ○
（継手　　　　　　　）

Sch80

(2.2.1.2)

○ フート弁の呼び径等図示による。 （図面番号　　　　　）

（２）地中配管
※
○

消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管(SGP-VS)
消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管(STPG370VS 白管Sch40)

（
（

○
○

屋内
屋内

○
○

屋外　）
屋外　）

○

消火ポンプ

連結送水管 送水口の型式及び放水口の口径、材質は図示による （図面番号　　　） (5.1.5.3)

○屋外消火栓 屋外消火栓ﾎｰｽ格納箱
屋外消火栓箱

※
※

鋼板製(1.6㎜以上)
鋼板製(1.6㎜以上)

○
○

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(1.5㎜以上)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(1.5㎜以上)

(5.1.5.4)

本体の材質（○鋳鉄製（要部青銅製）　○ステンレス鋳物製）

(5.1.6.5)

(5.1.6.6)ｶﾞｽﾃｰﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ

電気ﾃｰﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ (5.1.6.6)

(5.1.6.6)

厨

房

機

器

設

備

・焼物器・煮炊釜

加熱方式は、図示による

(5.1.2.7)

○グリース阻集器 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(SUS304)板厚３㎜以上 ○強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製(FRP)板厚３㎜以上
(5.1.7.8)

○

○

満水試験継手

負担金

※

※

要（取付箇所は図示による。

不要 ○要（ ○本工事 ○別途工事）

（図面番号　　　　　））

名称：

○不要

ケーシング、羽根車等の材質、着脱装置等は図示による。
水中ケーブルの長さは図示による。
汚物用の場合の電動機の極数は図示による。

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

○

ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　）　 ○架橋ポリエチレン管
○ポリブデン管

(5.1.2.8)

(5.1.5.8)

(5.1.5.10)

機
械
式

撤
去

そ

の

他

○さく井設備工事の
事前調査

○
○

(ロ)測定方式は､直流型方式とする。
(ハ)解析は､標準曲線法によるものとする。

(7.1.2.1)

○

○

井水等配管材料

井水等配管の保温

機器及び配管の

図面に明記なき配管材料は､下記による。

図面に明記なき保温仕様は､下記による。

屋外の文字書きは､ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄや調合ﾍﾟｲﾝﾄ等耐久性のあるもので記入する。

○
○
○
○

○

水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)
水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管
ﾌﾗﾝｼﾞ付硬質塩化ビニルライニング鋼管
水配管用亜鉛めっき鋼管

不要
（保温種別は､標準仕様書第２編表２.３.５の給水管の当該事項による。）

○要

（
（

○
○

SGP-VA
SGP-FVA

○
○

SGP-VD）
SGP-FVD）

(2.2.1.2)

(2.2.1.5)

(イ)探査方法は､電気探査の比抵抗法による。地表探査
既設井分布調査　○法的規制調査

○周辺環境調査（騒音・振動測定）

設備機材等指定表
機  材 製造者名 製造者名 製造者名

（設備機材） ボイラー（鋼製簡易ボイラー､鋳鉄製ボイラー､鋼製小型ボイラー､鋼製ボイラー）
温水発生機（真空式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)、無圧式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)）

冷却塔（冷却塔）
空気調和機（ﾕﾆｯﾄ形空気調和機､ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ及びｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機､

全熱交換器（全熱交換器(回転形､静止形)､全熱交換ユニット）
送風機類（遠心送風機(多翼形送風機)､斜流送風機､軸流送風機､消音ﾎﾞｯｸｽ付送風機）
ポンプ類（横形遠心ポンプ(小形渦巻､小形多段遠心､両吸込渦巻)､水中モーターポンプ

ダクト付属品（吹出口･吹出口､風量ユニット(定風量･変風量)）
自動制御（自動制御システム）
衛生器具ユニット（衛生器具ユニット）
タンク(FRP製パネルタンク､密閉形隔膜式膨張タンク(空調用・給湯用)､ステンレス鋼板
製パネルタンク(溶接組立形)､ステンレス鋼板製パネルタンク(ボルト組立形)）

厨房機器（厨房システム）
鋳鉄製ふた（マンホールふた､弁桝ふた）

ｺﾝﾊﾟｸﾄ形空気調和機､ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機）

(汚水用､雑排水用､汚物用)､立形遠心ポンプ）

文字書き

既存建築物貫通部
の取扱い による。

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(SGP-VS)

○ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材
等の除去及び処分

除去工法　

除去物及び汚染物等の処理

処分
※密封処理

○埋立処分
○セメント固化

○溶解固化

【9.1.1】【9.1.4】

施工調査等 施工調査（アスベスト含有建材の有無）　　　
※監督員、工事監理者、請負者立会のもと調査を行う。

○アスベスト含有建材の分析調査
分析方法

分析結果報告書の提出

目視及び設計図書等による製造年等の確認

○
※

JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による。
「建材中の石綿含有率の分析方法」（平成18年8月21日基発第0821002号、
基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0206003号）による。

【9.1.1】環
境
配
慮
改
修
工
事

ア
ス
ベ
ス
ト
処
理

特別管理産業
廃棄物リスト

特別管理産業
廃棄物の処分等

○特別管理産業廃棄物

○
○
○
○
○

特殊な建設副産物の回収及び処分

○
○
○

○

種 類
廃石綿等
PCBを含む機器類
PCB含有シーリング
廃油
廃酸／廃アルカリ

種類
フロン
ハロン
イオン化式感知器
六フッ化硫黄（SF6)
ガス
特定化学物質

※保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）
※保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）
○
○

※登録回収業者（回収委託）－　
※設備設置業者（回収委託）－　
※製造業者又は販売業者（回収委託）
※製造業者又はガス回収業者（回収委託）

○

 中間処理施設再生処理　　
 製造業者又は専門業者（回収委託）－　

回収

処分方法

処分方法

○

○焼却処分

○
破壊　　
再利用

○

○

再生処理

○
○

再使用

再利用
保管

[5.4.1]

[5.5.1]

○ ※ [5.1.3]特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
分
等

章

一
般
事
項

○

石綿作業主任者

特別管理産業廃
棄物管理責任者

項目

※

※

適用する

適用する

特記事項

【9.1.2】

【9.1.2】

特記事項に記載の[ ]内表示番号は、解体共通仕様書の編・章・節・項を示す。また、【　】内表示
項目及び特記事項は､●印のついたものを本工事に適用する｡ただし●印のない場合は※印を適用する｡

工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

２)
１)

２)

１)

２．特記仕様

１．共通仕様
Ⅲ．機械設備解体工事仕様

番号は、改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

調査を行う （適用範囲：　　　　　　　　　　　　　）
使用状況調査（製造所名、製造年、型式、種類、数量等）

調査結果報告書の提出
処分条件調査（収集運搬業者､処分業者､回収業者､産業廃棄物処理施設等）

○微量PCBの測定を行う （対象機器：　　　　　　　　　　　　　）

※手ばらし(湿潤化) ○（　　　　　　　） 一時保管場所（　　　　　　　　）

※

○

○  別図による。　　図面番号（　　　　　　　　　　）

○

○

○

○

○

○○

○

○貯湯式　○瞬間式○ （図面番号　　　　　）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

調査

吸収冷温水機ユニット､遠心冷凍機）
冷凍機（チリングユニット(水冷式､空冷式､空気熱源ヒートポンプ)､吸収冷温水機、

空気清浄装置（ｴｱﾌｨﾙﾀｰ(ﾊﾟﾈﾙ形､折込形)､自動巻取形ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､電気集塵器）

－
処分

○ 再資源化  

消火装置（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ消火ｼｽﾃﾑ､不活性ｶﾞｽ消火ｼｽﾃﾑ(窒素､IG/55､IG/541)､泡消火ｼｽﾃﾑ

(建築工事編)平成　年版」(以下改修標準仕様書」という。)による。

○

○

脱臭機能（

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材ﾘｽﾄ

仕上げ表による除去後の仕上げ

○（　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　）
○○（　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　）

※所轄の労働基準監督署及び奈良県景観・環境総合センター（奈良市内において
は奈良市環境政策課）に必要な書類の届出を行うこと。また、その内容を周辺
住民の見やすい場所に掲示すること。

手続き等

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板
の除去及び処分

除去工法　

処分 埋立処分 ○

【9.1.1】【9.1.5】
※手ばらし　（　　　　　　）  一時保管場所（　　　　　　　　　　　　）

処分場 ※石膏ボード・化粧石膏ボード・エルボ保温材・煙道断熱材は管理型処分場
　岩綿吸音板・硅酸カルシウム板は安定型処分場に廃棄すること

ﾊﾛｹﾞﾝ化消火ｼｽﾃﾑ)

○ 破壊

※アスベスト含有建材の除去等による

● ●

● ●

● ●

● ●

●

●

●

● ●

● ●
●

●

● ●

● ●

●

●

● ●

●

●

● ●

02Ｎｏ.

天理市井戸堂・柳本本小学校　トイレ改修等工事

天理市立柳本小学校

既存建築物の設備配管等改修に係る貫通部の取扱い方針

-----

●

●

●

● ●

● ● 天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ

共通仕様書・同解説(平成31年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。ただし、解体共通仕

31

●

●

日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ.

A2 1:50

天理市立柳本小学校

器　具　名　称 附　　　　　　　　　属　　　　　　　　　品
合計

廊下便所 便所 便所 便所 便所

衛　生　器　具　。機　器　表　（現況撤去処分）

工事区分

職員

１階 ２階 ３階 １階 ２階 ３階 備考

12棟 6-1棟

-M

参　考　品　番

ＴＶ７５０ＣＮ，Ｔ５２ＳＲ３２，ＴＣ２９１，、ＴＳ１１６ＭＤ

ＴＶ７５０ＣＮ，Ｔ８２ＣＲ３２，、ＴＳ１１６ＭＤ

洋風大便器

和風大便器 Ｃ－７５

Ｃ-２１

（ＦＶ）

Ｕ－３０７

Ｔ２３ＡＥ２０，，ＴＮ１１４Ｘ　，Ｔ９ＲＪ　，Ｔ３７ＳＥＰＳＫ２２Ａ

化粧鏡 ＴＳ１１９ＡＳＲ３

化粧棚 Ｓ３

洗面器 Ｌ２３０Ｄ ＴＬ１９Ａ，ＴＬ３４０Ｃ８Ｕ，Ｔ６ＢＭＰ，ＴＬ２５０Ｄ

掃除流し

小便器 床置

（ＦＶ）

４ ４

２２２１２９

３ ３３４ ６ ７

３ ６

２６

３ ３３

２２２２２２

３２０

１２

４ ４ ３ ３３３２０

４ ４ ３ ３３３２０

洗面器手摺

小便器手摺

Ｌ型手摺

床排水金物 Ｔ５Ａ-５０

Ｔ５Ｂ-５０

３

床上掃除口 ＣＯＡ-１００

ＣＯＡ-７５

２ ４

２ ２ ４ ４

１

１ ２

６

１２

１

６

床上掃除口 ＣＯＢ-１００

ＣＯＢ-７５

ＣＯＢ-６５

天井換気扇

換気扇

２３ １ １

２ １ １２

１ １２ ３７

７

２２２

２２２

６

６

形名は参考品とし、  仕様・能力・形状を考注記　上記リスト記載 慮のこと            

２２２１２

１ １ １ １

２２２

９

４

６

２５０φ 

１５０φ 

建築工事

〃

〃

天理市井戸堂・柳本小学校　トイレ改修等工事

２４ ６ ３ ３ ３

03衛生器具リスト（現況　徹去）

日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ.
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天理市立柳本小学校

5
,
0
0
0

撤去平面詳細図(１階)　S=1/50 撤去平面詳細図(３階)　S=1/50

- -

- -

-

-

-

-
-

-
-

-

- -

-
-

-

-

-
-

-

--

-
-

-
-

-

-

-

-
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-

前室

廊下

PS

男子便所

備　考 数量

徹去処分

名　称

〃

品　番

和風便器

小便器 ６

４〃

〃

洗面器

化粧鏡

Ｌ－２３０

ＴＳ１１９ＦＲ２ ４

Ｃ－７５ ７

〃

〃 ２

２

２

ＣＯＢ－１００

Ｔ５Ｂ　５０

床上掃除口

床排水金物 〃

〃 ＣＯＢ－７５

１２棟　　３階便所（現況、撤去）

洋風大便器

ＳK-２２Ａ掃除流し

１

Ｓ-３化粧棚

２

Ｕ－３０７

Ｃ-２１ 〃　（ＦＶ）

　（ＦＶ）

４

Ｌ型手摺 １

ＣＯＢ-６５〃 ３〃

２天井換気扇

〃

〃

〃

〃

-

-

-
-

-

-

-

-

Ｙ2

X10 X9 X10X8

Ｙ3

Ｙ2Ｙ4

X9

Ｙ2

--------

----

-

Ｙ1 Ｙ1

備　考 数量

徹去処分

名　称

〃

品　番

和風便器

小便器

６

６

４〃

〃

洗面器

化粧鏡

Ｌ－２３０

ＴＳ１１９ＦＲ２ ４

Ｃ－７５

〃

〃床排水金物

床上掃除口

Ｔ５Ｂ　５０

ＣＯＢ－１００

２

２

〃

〃

３

ＣＯＢ－７５

１２棟　　　２階便所

洋風大便器

ＳK-２２Ａ掃除流し

Ｓ-３化粧棚

２

２

Ｕ－３０７

Ｃ-２１ 　（ＦＶ） 〃

　（ＦＶ）

４

Ｌ型手摺

小便器手摺

２

１

〃 ＣＯＢ-６５ ２〃

天井換気扇 ２

〃

〃

〃

〃

給水管

汚水･雑排水管 VP ：硬質塩ビ管

配管切断箇所

VP ：硬質塩ビ管通気管

※便所･PS内 衛生器具･配管類はすべて撤去処分とする。

※既設配管図は参考とし、現場調査確認の事。

※既設貫通穴補修･復旧は建築工事とする。

※既設配管撤去後　不要配管閉栓　穴埋補修とする。

※既設床コンクリート他　解体復旧は建築工事とする。

※既設配管撤去に伴い不要配管は　現状放置とする。

※再使用可能部分を考慮にて施工のこと。

既設配管材料　

備　考 数量

徹去処分

名　称

和風便器 Ｃ－７５　（ＦＶ）

品　番

４

Ｕ－３０７ 〃〃小便器 ３

〃

〃

洗面器

化粧鏡

Ｌ－２３０

ＴＳ１１９ＦＲ２

３

３

職員便所　　１階

〃床排水金物

床上掃除口

Ｔ５Ａ　５０

ＣＯＡ－１００

〃 ＣＯＡ－６５

〃

〃

２

１

２

Ｓ-３化粧棚

２掃除流し ＳK-２２Ａ

３

（現況、撤去）12棟

-M

廊下

〃

〃

〃 ＣＯＡ－７５ 〃 １

天井換気扇 ２

1,280

2,360
廊下

撤去平面詳細図(２階)　S=1/50

-
-
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　HIVP:耐衝撃性塩ビ管
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PS内床無し 給水　HIVP 排水水　VP

天理市井戸堂・柳本小学校　トイレ改修等工事

１階　職員便所12棟　 12棟　12棟　 ２階　便所 ３階　便所

（現況、撤去）12棟　1.2.3階便所

男子便所

PS

普通教室

女子便所

女子便所普通教室

前室

職員便所

男子便所

職員便所

女子便所

玄関

X9

（現況、撤去）

04
日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ.

A2 1:50

天理市立柳本小学校

4,500

1,350

1,750 2,750

4,500

2,780 1,720

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

7
,
0
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

2,000

4,500

1,350

1,750 2,750

4,500

2,780 1,720

7
,
0
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

7
,
0
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

2,000

7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

4,500

1,350

1,750 2,750

7
,
0
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

7
,
0
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
5
0

1
,
9
5
0

2,000

撤去平面詳細図(１階)　S=1/50 撤去平面詳細図(２階)　S=1/50 撤去平面詳細図(３階)　S=1/50
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-

- -

-

-

-

-

-
-

-

-
-

-
-
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-
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-

- -
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-

-

-

Ｂ

Ａ

２２

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

２

------------

備　考 数量名　称 品　番

　　３階便所 （現況、撤去）

徹去処分

〃

和風便器

小便器

〃

〃

洗面器

化粧鏡

Ｌ－２３０

ＴＳ１１９ＦＲ２

Ｃ－７５

〃

〃床上掃除口

床排水金物 〃

〃

３

３

３

３

４

１

１

洋風大便器

ＳK-２２Ａ掃除流し

Ｓ-３化粧棚

Ｕ－３０７

Ｃ-２１ 〃　（ＦＶ）

　（ＦＶ）

Ｌ型手摺

小便器手摺 １

２

〃〃 １

２

３

２

洗面器手摺 ２

Ｔ５Ｂ　５０

ＣＯＢ－１００

ＣＯＢ－７５

ＣＯＢ-６５

２５０φ 〃 ２

〃

〃

〃

〃

〃

6-1棟

給水管

汚水･雑排水管 VP ：硬質塩ビ管

配管切断箇所

VP ：硬質塩ビ管通気管

※便所･PS内 衛生器具･配管類はすべて撤去処分とする。

※既設配管図は参考とし、現場調査確認の事。

※既設貫通穴補修･復旧は建築工事とする。

VLP：塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　HIVP:耐衝撃性塩ビ管

※既設配管撤去後　不要配管閉栓　穴埋補修とする。

※既設床コンクリート他　解体復旧は建築工事とする。

※既設配管撤去に伴い不要配管は　現状放置とする。

※再使用可能部分を考慮にて施工のこと。

既設配管材料　

備　考 数量

徹去処分

名　称

〃

品　番

和風便器

小便器

〃

〃

洗面器

化粧鏡

Ｌ－２３０

Ｃ－７５

〃

〃

ＣＯＡ－７５

２

２

床上掃除口

床排水金物 〃

〃

３

３

３

３

Ｔ５Ａ　５０

ＣＯＡ－１００

４

ＴＳ１１９ＦＲ２

　　１階便所

洋風大便器

ＳK-２２Ａ掃除流し

Ｓ-３化粧棚

Ｕ－３０７

Ｃ-２１ 〃　（ＦＶ）

　（ＦＶ）

３

Ｌ型手摺

小便器手摺 １

２

２

２

〃〃 １ＣＯＡ-６５

（現況、撤去）

２洗面器手摺

２５０φ 〃 ２

6-1棟

備　考 数量

徹去処分

名　称

〃

品　番

和風便器

小便器

〃

〃

洗面器

化粧鏡

Ｌ－２３０

ＴＳ１１９ＦＲ２

Ｃ－７５

〃

〃床上掃除口

床排水金物 〃

〃

３

３

３

３

４

１

１

　　２階便所

洋風大便器

ＳK-２２Ａ掃除流し

Ｓ-３化粧棚

Ｕ－３０７

Ｃ-２１ 〃　（ＦＶ）

　（ＦＶ）

Ｌ型手摺

小便器手摺 １

２

〃〃 １

２

３

２

洗面器手摺 ２

Ｔ５Ｂ　５０

ＣＯＢ－１００

ＣＯＢ－７５

ＣＯＢ-６５

（現況、撤去）

２５０φ 〃 ２

〃

〃

〃

〃

〃

6-1棟

-M6-1棟

換気扇 換気扇 換気扇

1,150 1,150

（現況、撤去）

※多目的便所内は工事範囲外（現状存置）とする。　
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※多目的便所内は工事範囲外（現状存置）とする。　
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6-1棟6-1棟6-1棟 １階　便所 ２階　便所 ３階　便所

1.2.3階便所

天理市井戸堂・柳本小学校　トイレ改修等工事

2
0

COA-100

40

1
0
0

40

COA-100

1
0
0

40

COA-100

※多目的便所内は工事範囲外
※多目的便所内は工事範囲外

〃

〃

〃

〃

〃

※多目的便所内は工事範囲外

多目的便所

男子便所

教材庫

女子便所
普通教室男子便所

女子便所

階段

多目的便所

廊下

相談室

女子便所

階段

PS

PS

多目的便所

廊下

※多目的便所内は工事範囲外（現状存置）とする。　

05

4
0

40

湯沸室

（廊下手洗器・湯沸室・図書室手洗器）

既設HI-40

男子便所

流
し

台
排

水
管
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ.
天理市立柳本小学校

A2 1:50

品　　番

衛　生　器　具　。機　器　表　（改　修）

工事区分

洋風大便器

洋風大便器

名　称 合計
１階 ２階 ３階 １階 ２階 ３階

便所
職員

便所 便所 便所 便所 便所

備考

ＦＶ（床） 普通便座

12棟 6-1棟

-M

提出し係員の承認を得ること。注記　上記リスト記載 但し、事前にメ－カ－り選定も可・        別紙メ－カ－リストよ慮の上、            仕様・能力・形状を考形名は参考品とし、  選定表を            

天理市井戸堂・柳本小学校　トイレ改修等工事

ＣＳ４９４ＭＪ ＴＶ５６５ＣＰ，ＴＣＦ３０１、ＴＳ１５３Ｓ，Ｔ５６ＰＨ，ＹＨ７０２

ＴＶ５６５ＣＰ，ＴＣＦ２２６Ｐ、Ｔ５６ＰＨ，ＹＨ７０２ＣＳ４９４ＭＪ

附　　　　　　　　　属　　　　　　　　　品

ＦＶ（床）４

５ ５

４

06衛生器具､機器リスト（改修）

自動洗浄小便器 自動水栓

洗面器 Ｌ２７０ＣＭ

ＵＦＳ９００Ｒ

発電式自動水栓４ ４ ４ ４

３ ３ ３３ ５ ５２２AC-100V

ＴＥＮＡ４１ＡW，ＴＳ１２６ＡＲ、ＴＬ２２０Ｄ，Ｔ７ＰＷ１

２ ２２

２ ２２

６

６

天井換気扇

換気扇

ＶＤ－２３ＺＢ10 接続フレキ１５０φ共

アルミ製排気ガラリー共

（参考品番　三菱電機）

（参考品番　三菱電機）

１５０φ ｘ４５０ ｍ3／Ｈ ｘ ８０Ｐａ

Ｃ７５５ＶＣＵ和風大便器 ＴＶ５５２Ｓ，ＴSＦ２９０ＢＲ，Ｔ８２ＣＲ３２，ＹＨ７０２ ＦＶ（床）掃除口付

暖房便座

４ ４ ３２１

２ ２６ ２

ＥＸ－２０ＳＣ３－Ｓ ２００φ ｘ５００ ｍ3／Ｈ 

化粧鏡

掃除流し ＳＫ２２Ａ

ＹＭ４５６０Ａ

Ｔ１１２ＢＬ９Ｌ型手摺

Ｔ１１３ＢＵ２２小便器手摺

Ｔ１１３ＢＰ２２ｘ２洗面器手摺

固定金具共

固定金具共

固定金具共

床上掃除口

床上掃除口

４ ４ ４ ４ ４ ４

２ ２ ２ ２ ２２

２１ ３ １ １

２４

１２

８

〃

〃

２ ２ ２

１ １ １

２ ２ ２

１ １

１２

２ ２ ２２ ２１０

Ｔ２３ＡＥ２０Ｃ，ＴＮ１１４Ｘ　，Ｔ９ＲＪ　，Ｔ３７ＳＥＰ、ＴＫ２２

取付位置はメーカー標準位置。

１６

床上掃除口

床掃兼ドレン

１

１

１ １ １

２ １

１ １

床掃兼ドレン

１ １

１ １５

ＣＯＶ-２　１００

ＣＯＶ-２　　７５

ＣＯＶ-２　　６５

ＣＯＤＭ-２　　６５

ＣＯＤＭ-２　　７５

２２２

３

９

３

洗面器 Ｌ２７０ＣＭ 発電式自動水栓４ ４ＴＥＮＡ４１ＡW，ＴＳ１２６ＡＲ、ＴＬ２２０Ｄ，Ｔ７ＳＷ１

１６

８

日誠建設株式会社



承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ.
天理市立柳本小学校
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備　考 数量名　称 品　番

１２棟　　２階便所 （改修）

-M

洋風大便器 新設
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HIVP：耐衝撃性硬質塩ビ管給水管

汚水･雑排水管

HIVP：耐衝撃性硬質塩ビ管

VP ：硬質塩化ビニル管

既設配管との再接続部を示す

既設配管を示す

通気管

揚水管

※他系統への配管は再接続とする。

既設配管ﾌﾟﾗｸﾞ･ｷｬｯﾌﾟ止ﾒ

機械はつり補修(鉄筋探査の上)

VP ：硬質塩化ビニル管

TMP：耐火二層管

TMP：耐火二層管

改修配管材料　

備　考 数量名　称 品　番

職員便所　　１階

洋風大便器

ＳK-２２Ａ掃除流し

（改修）12棟

新設

（改修）

品　番名　称 数量備　考

１２棟　　３階便所

洋風大便器 新設

1
0
0

1
0
0

100.65.50.150

5
0

25

天理市井戸堂・柳本小学校　トイレ改修等工事

12棟　 12棟　 12棟　

ＣＳ４９４ＭＪ ＣＳ４９４ＭＪ ＣＳ４９４ＭＪ

12棟　1.2.3階便所

３階　便所２階　便所１階　職員便所

４

〃

〃

〃

洗面器

化粧鏡

自動洗浄小便器

Ｌ２７０ＣＭ

ＹＭ４５６０Ａ

４

４

３

〃

〃床上掃除口

〃

ＣＯＡ－１００

ＣＯＡ－７５

１

１

２

ＵＦＳ９００Ｒ

〃

天井換気扇 ２〃

玄関

女子職員便所 男子職員便所

普通教室

女子便所

男子便所

普通教室

女子便所

前室

廊下

男子便所

前室

廊下

廊下

X9

X9 X10 X9 X10

07

天井換気扇 ２〃

床掃兼ドレン ＣＤＦ-６５ ２〃

天井換気扇 〃
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ＶＤ２３ＺＢ１２

ＶＤ２３ＺＢ１２

ＶＤ２３ＺＢ１２

〃

〃

〃

洗面器

化粧鏡

自動洗浄小便器

Ｌ２７０ＣＭ

ＹＭ４５６０Ａ

４

４

５

〃 ２床上掃除口

ＳK-２２Ａ掃除流し ２

ＵＦＳ９００Ｒ

〃

〃〃 ２

床掃兼ドレン 〃

〃

〃

〃

洗面器

化粧鏡

自動洗浄小便器

Ｌ２７０ＣＭ
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５

〃床上掃除口 ３

ＳK-２２Ａ掃除流し ２
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〃

床掃兼ドレン ２〃

ＣＯV－２　１００

ＣＯＤＭ－２　６５

Ｃ７５５ＶＣＵ　（ＦＶ）和風大便器 〃 ２ Ｃ７５５ＶＣＵ　（ＦＶ）和風大便器 〃 ２
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（竣工図）

GV65（取替）
GV65（取替）

GV50（新設）
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図面名称 Ｎｏ.
天理市立柳本小学校
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備　考 数量名　称 品　番

　　３階便所 （改修）6-1棟

備　考 数量名　称 品　番

　　２階便所 （改修）6-1棟

-M

洋風大便器 新設 洋風大便器 新設

1,150 1,150

PS

PS

※多目的便所内は工事範囲外（現状存置）とする。　※多目的便所内は工事範囲外（現状存置）とする。　

GV50
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備　考 数量名　称 品　番

　１階便所 （改修）6-1棟
HIVP：耐衝撃性硬質塩ビ管給水管

汚水･雑排水管

HIVP：耐衝撃性硬質塩ビ管

VP ：硬質塩化ビニル管

TMP：耐火二層管

既設配管との再接続部を示す

既設配管を示す

通気管

揚水管

TMP：耐火二層管

※他系統への配管は再接続とする。

既設配管ﾌﾟﾗｸﾞ･ｷｬｯﾌﾟ止ﾒ

機械はつり補修(鉄筋探査の上)

VP ：硬質塩化ビニル管

改修配管材料　

洋風大便器 新設

-

1
5
0

天理市井戸堂・柳本小学校　トイレ改修等工事

6-1棟6-1棟6-1棟

ＣＳ４９４ＭＪ ＣＳ４９４ＭＪ ＣＳ４９４ＭＪ

6-1棟 1.2.3階便所

３階　便所２階　便所１階　便所

COA-100

40

COA-100

40

※多目的便所内は工事範囲外 ※多目的便所内は工事範囲外

５５

〃

〃

〃 ４

〃

〃

〃

〃

〃

洗面器

化粧鏡

自動洗浄小便器

Ｌ２７０ＣＭ

ＹＭ４５６０Ａ

〃

〃床上掃除口

〃

ＳK-２２Ａ掃除流し

ＵＦＳ９００Ｒ

４
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４
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階段
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多目的便所
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（廊下手洗器・湯沸室・図書室手洗器）

（１F　トイレ用）
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（廊下手洗器）GV30

（２F　トイレ用）GV50
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既設HI-25接続

（廊下手洗器）GV30

GV50（３F　トイレ用）

洗面器

化粧鏡

自動洗浄小便器

Ｌ２７０ＣＭ

ＹＭ４５６０Ａ

床上掃除口

ＳK-２２Ａ掃除流し

ＵＦＳ９００Ｒ

Ｃ７５５ＶＣＵ和風大便器 　（ＦＶ）

床掃兼ドレン

床掃兼ドレン 〃 １

１

ＣＯＤＭ－２　６５

ＣＯＶ－２　６５

ＣＯＤＭ－２　７５

1

２

３

２

３

４

〃 ２換気扇 ＥＸ20ＳＣ３－Ｓ

※多目的便所内は工事範囲外（現状存置）とする。　

ＣＯＤＭ－２　６５

ＣＯＤＭ－２　７５

ＣＯＤＭ－２　６５

ＣＯＤＭ－２　７５

ＣＯＶ－２　６５ ＣＯＶ－２　６５

ＣＯＶ－２　７５ＣＯＶ－２　７５

ＣＯＶ－２　１００ ＣＯＶ－２　１００

ＥＸ20ＳＣ３－Ｓ ＥＸ20ＳＣ３－Ｓ

（竣工図）
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